
○

・文章の構成を把握し、要点や要旨を読み
取る。
・ワークシートへの記入を通して、筆者の
主張を読み取る。

〇

〇

〇

〇
〇

別添様式1（参考）

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシート・ポートフォ
リオの記述の確認

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

(５)時間扱い

【知識・技能】
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

３ 単元（題材）の指導と評価の計画
「記録に残す評価」

評価方法

３
（１）

・読み取った筆者の主張を自分の言葉でま
とめる。
・単元の学習をワークシートやポートフォ
リオで振り返る。

〇 〇

〇

２
（３）

論証したり学術的な学習の基礎
を学んだりするために必要な語
句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。

「読むこと」において、文章の
種類をふまえて、内容や構成、
論理の展開などを的確にとら
え、論点を明確にしながら要旨
を把握している。

学習課題に沿って、一般的な
解釈と、筆者の解釈の違いを
意識しつつ、粘り強く筆者の
主張をとらえようとしてい
る。

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・本文を通読し、概要をつかむ。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

次 主な学習活動 知 思 態

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術）

１ 単元名： 「贈り物」としてのノブレス・オブリージュ

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 論理国語



○

【知識・技能】
成果物の確認
【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
成果物の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシートの記述の確認

３
（１）

・書き上げた文章をクラス内で読みあい、
お互いにアドバイスをする。
・アドバイスをもとに文章を書き直す。
・単元の学習をワークシートで振り返る。

〇

〇

〇
〇

【知識・技能】
ワークシートの記述の確認
【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認

１
（0.5）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。

２
（1.5）

・文章の構成方法を理解する。
・要約文を作成する。
・一度作成した要約文を対象とする読み手
が理解できるように考えて、改めて書く。

〇
〇
〇

評価方法

論証したり学術的な学習の基礎
を学んだりするために必要な語
句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。

「書くこと」において、個々の
文の表現のしかたや段落の構造
を吟味するなど、文章全体の論
理の明晰さを確かめ、自分の主
張が的確に伝わる文章になるよ
う工夫している。

学習の見通しをもって、相手
に応じた適切な表現を意識し
つつ、積極的に要約文を書こ
うとしている。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (３)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態

１ 単元名： 相手を意識して書く

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 論理国語



○

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシート・ポートフォ
リオの記述の確認

２
（４）

・文章の構成を把握し、要点や要旨を読み
取る。
・ワークシートへの記入を通して、筆者の
主張を読み取る。

〇

〇

〇 【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

３
（１）

・読み取った筆者の主張を自分の言葉でま
とめる。
・単元の学習をワークシートやポートフォ
リオで振り返る。

〇 〇

〇

【知識・技能】
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・本文を通読し、概要をつかむ。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 〇

〇

論証したり学術的な学習の基礎
を学んだりするために必要な語
句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。言葉の意味
内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解して
いる。

「読むこと」において、主張を
支える根拠や結論を導く論拠を
批判的に検討し、文章や資料の
妥当性や信頼性を吟味して内容
を解釈している。

学習課題に沿って、対比や具
体例に注目しつつ、粘り強く
筆者の主張をとらえようとし
ている。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (６)時間扱い
「記録に残す評価」

１ 単元名： ネットワーク上のコミュニケーション

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 論理国語



○

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 論理国語

１ 単元名： 消費されるスポーツ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

論証したり学術的な学習の基礎
を学んだりするために必要な語
句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。言葉の意味
内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解して
いる。

「読むこと」において、主張を
支える根拠や結論を導く論拠を
批判的に検討し、文章や資料の
妥当性や信頼性を吟味して内容
を解釈している。

学習課題に沿って、具体例に
注目しつつ、粘り強く筆者の
主張をとらえようとしてい
る。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (６)時間扱い
「記録に残す評価」

【知識・技能】
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・本文を通読し、概要をつかむ。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 〇

〇

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシート・ポートフォ
リオの記述の確認

２
（４）

・文章の構成を把握し、要点や要旨を読み
取る。
・ワークシートへの記入を通して、筆者の
主張を読み取る。

〇

〇

〇 【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

３
（１）

・読み取った筆者の主張を自分の言葉でま
とめる。
・単元の学習をワークシートやポートフォ
リオで振り返る。

〇 〇

〇



○

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 論理国語

１ 単元名： 仮説を立てて検証する

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価方法

主張とその前提や反証など情報
と情報との関係について理解を
深めている。

「書くこと」において、情報の
妥当性や信頼性を吟味しなが
ら、自分の立場や論点を明確に
して、主張を支える適切な根拠
をそろえている。

学習の見通しをもって、主張
と根拠の関係を吟味しつつ、
積極的に仮説の検証をしよう
としている。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (２)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
成果物の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシートの記述の確認

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・主張と根拠の関係を理解する。
・教科書に記載の主張について、教科書に
載っているグラフ以外にどのような資料が
あればいいかを考える。

〇
〇

【知識・技能】
ワークシートの記述の確認
【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認

２
（１）

・教科書に載っているグラフから、他に主
張できることを考える。
・教科書のグラフ以外に主張の裏付けとな
る資料を探し、主張を提示する文を作成す
る。
・単元の学習をワークシートで振り返る。

〇

〇

〇



○

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 論理国語

１ 単元名： 人を指す言葉

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

論証したり学術的な学習の基礎
を学んだりするために必要な語
句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。言葉の意味
内容をあらためて考え、認識や
思考と言葉との関係を理解して
いる。

「読むこと」において、主張を
支える根拠や結論を導く論拠を
批判的に検討し、文章や資料の
妥当性や信頼性を吟味して内容
を解釈している。

学習課題に沿って、具体例に
注目しつつ、粘り強く筆者の
主張をとらえようとしてい
る。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (６)時間扱い
「記録に残す評価」

【知識・技能】
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・本文を通読し、概要をつかむ。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 〇

〇

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシート・ポートフォ
リオの記述の確認

２
（４）

・文章の構成を把握し、要点や要旨を読み
取る。
・ワークシートへの記入を通して、筆者の
主張を読み取る。

〇

〇

〇 【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

３
（１）

・読み取った筆者の主張を自分の言葉でま
とめる。
・単元の学習をワークシートやポートフォ
リオで振り返る。

〇 〇

〇



○

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシート・ポートフォ
リオの記述の確認

２
（４）

・文章の構成を把握し、要点や要旨を読み
取る。
・ワークシートへの記入を通して、筆者の
主張を読み取る。

〇

〇

〇 【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

３
（１）

・読み取った筆者の主張を自分の言葉でま
とめる。
・単元の学習をワークシートやポートフォ
リオで振り返る。

〇 〇

〇

【知識・技能】
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・本文を通読し、概要をつかむ。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 〇

〇

論証したり学術的な学習の基礎
を学んだりするために必要な語
句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。

「読むこと」において、人間、
社会、自然などについて、文章
の内容や解釈を多様な論点や異
なる価値観と結びつけて、新た
な観点から自分の考えを深めて
いる。

学習課題に沿って、筆者の問
題意識を把握しつつ、粘り強
く筆者の主張をとらえようと
している。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (６)時間扱い
「記録に残す評価」

１ 単元名： 多数決を疑う

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 論理国語



○

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
成果物の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシートの記述の確認

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・教科書に記載の二つの意見について、共
通点や相違点を分析し、対立を調整する方
法を考える。

〇 〇

【知識・技能】
ワークシートの記述の確認
【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認

２
（２）

・前の時間で扱った二つの意見について、
分析したことをふまえて自分の考えを書
く。
・書いたものを共有する。
・単元の学習をワークシートで振り返る。

〇

〇
〇

評価方法

主張とその前提や反証など情報
と情報との関係について理解を
深めている。

「書くこと」において、立場の
異なる読み手を説得するため
に、批判的に読まれることを想
定して、効果的な文章の構成や
論理の展開を工夫している。

学習の見通しをもって、異な
る立場の共通点や相違点を意
識しながら、積極的に意見を
書こうとしている。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (３)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態

１ 単元名： 対立した意見をふまえて書く

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 論理国語



○

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシート・ポートフォ
リオの記述の確認

２
（４）

・文章の構成を把握し、要点や要旨を読み
取る。
・ワークシートへの記入を通して、筆者の
主張を読み取る。

〇

〇

〇 【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

３
（１）

・読み取った筆者の主張を自分の言葉でま
とめる。
・単元の学習をワークシートやポートフォ
リオで振り返る。

〇 〇

〇

【知識・技能】
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・本文を通読し、概要をつかむ。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。 〇

〇

論証したり学術的な学習の基礎
を学んだりするために必要な語
句の量を増し、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。

「読むこと」において、人間、
社会、自然などについて、文章
の内容や解釈を多様な論点や異
なる価値観と結びつけて、新た
な観点から自分の考えを深めて
いる。

学習課題に沿って、引用を交
えた論の展開に注目しつつ、
粘り強く筆者の主張を読み取
ろうとしている。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (６)時間扱い
「記録に残す評価」

１ 単元名： 言語と他者

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 論理国語



○

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
成果物の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシートの記述の確認

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・思考ツールについて知る。
・教科書記載のテーマについて、何が問題
となっているのかやその問題が生じる理由
について考える。

〇
〇

【知識・技能】
ワークシートの記述の確認
【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認

２
（２）

・前次で考えたことについて、さらに掘り
下げて具体例等を考える。
・ここまで考えてきたことをもとに、テー
マについて論じることを決め、解決策を考
えて書く。
・単元の学習をワークシートで振り返る。

〇

〇

〇

評価方法

情報を重要度や抽象度などに
よって階層化して整理する方法
について理解を深めている。

「書くこと」において、個々の
文の表現のしかたや段落の構造
を吟味するなど、文章全体の論
理の明晰さを確かめ、自分の主
張が的確に伝わる文章になるよ
う工夫している。

学習の見通しをもって、抽象
度の違いに注意しつつ、粘り
強く課題の具体化・焦点化を
進めようとしている。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (３)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態

１ 単元名： テーマの具体化・焦点化

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 論理国語



○

【知識・技能】
授業プリントの記述の確認
小テスト
【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
小テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

３
（２）

・例題に取り組み、相手や場面によってふ
さわしい言葉があることを把握し、細かい
ニュアンスまで考える。
・練習問題に取り組み、学習した内容の定
着度を確認する。

○ ○

〇 【知識・技能】
授業プリントの記述の確認
小テスト
【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
小テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

４
（２）

・例題に取り組み、分かりやすい文を書く
ための要点を抑える。
・練習問題に取り組み、学習した内容の定
着度を確認する。

○ ○

〇

【知識・技能】
授業プリントの記述の確認
小テスト
【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
小テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

1
（２）

・単元の目標や進め方を確認し、学習の見
通しをもつ。
・例題に取り組み、表記に関して注意する
ポイントを把握する。
・練習問題に取り組み、学習した内容の定
着度を確認する。

〇 〇

〇

【知識・技能】
授業プリントの記述の確認
小テスト
【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
小テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

２
（２）

・例題に取り組み、整った文章を書くため
のポイントを把握する。
・練習問題に取り組み、学習した内容の定
着度を確認する。

○ ○

〇

(　　11　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 国語表現

１ 単元名： 言葉と出会う

５
（３）

・例題に取り組み、文を適切につなぐため
の接続表現を理解する。
・練習問題に取り組み、学習した内容の定
着度を確認する。
・まとめの問題に取り組み、単元で学んだ
ことを理解できているか確認する。

○

〇

○

〇

〇 【知識・技能】
授業プリントの記述の確認
小テスト
【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
小テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

文章の表記の決まりや正しい言
葉の用い方を理解している。

「書くこと」において、自分の
思いや考えを明確にし、事象を
的確に描写したり説明したりす
るなど、表現の仕方を工夫して
いる。

文章の表記の決まりや正しい
言葉の用い方を理解し、表現
の仕方を工夫しようとしてい
る。

３ 単元の指導と評価の計画



○

１ 単元名： 伝える、伝え合う①

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 国語表現

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

言葉で伝えるために必要な「話
す」「聞く」「伝え合う」こと
の基礎的な力を身に付けてい
る。

「話すこと・聞くこと」におい
て、相手の反応に応じて言葉を
選んだり、場の状況に応じて資
料や機器を効果的に用いたりす
るなど、相手の同意や共感が得
られるように表現を工夫してい
る。

相手の反応に応じて言葉を選
び、相手の同意や共感が得ら
れるように表現を工夫するな
ど、言葉で伝えるための基礎
的な力を身に付けようとして
いる。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　４　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【知識・技能】
授業プリントの記述の確認
【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
活動の観察
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

1
（２）

・単元の目標や進め方を確認し、学習の見
通しをもつ。
・自己紹介を目的としたゲームに取り組
み、相手に応じた話し方を身に付ける。

〇 〇 〇

【知識・技能】
授業プリントの記述の確認
【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
活動の観察
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

２
（２）

・イラストを見て、見ていない人に言葉で
伝える活動を通して、説明する際の留意点
を身に付ける。

○ ○ 〇



○

１ 単元名： 伝える、伝え合う②

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 国語表現

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

事実を伝えるために必要な５Ｗ
１Ｈを意識して文章を書いてい
る。

「書くこと」において、自分の
考えを明確にし、根拠となる情
報を基に的確に説明するなど、
表現の仕方を工夫している。

自分の考えを明確にし、５Ｗ
１Ｈを意識し、根拠となる情
報を基に的確に説明するな
ど、表現の仕方を工夫しよう
としている。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　５　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

・単元の目標や進め方を確認し、学習の見
通しをもつ。

【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
活動の観察
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

２
（３）

・「マイニュース」を書くための題材を見
つけ、情報を５Ｗ１Ｈを意識してまとめ
る。
・「マイニュース」を書き、推敲する。

○

〇

〇

〇

【知識・技能】
授業プリントの記述の確認
【思考・判断・表現】
「マイニュース」の記述の
分析
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

３
（１）

・完成した「マイニュース」をグループ内
で発表し、相互評価を実施することで反省
点を明確にする。

○ 〇



○

１ 単元名： 自己ＰＲと面接

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 国語表現

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自分の特長が効果的に伝わる文
章構成を身に付けている。

「話すこと・聞くこと」におい
て、自分の思いや考えが伝わる
よう、具体例を効果的に配置す
るなど、話の構成や展開を工夫
している。

自分の特長を効果的に伝える
ための文章構成を考え、具体
例を効果的に配置するなど、
話の展開を工夫しようとして
いる。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　６　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

・単元の目標や進め方を確認し、学習の見
通しをもつ。

【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
活動の観察
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

２
（３）

・自分の特長とそれを裏付ける経験を書き
出す。
・聞き手に強い印象を与えるための表現上
の工夫を考える。
・構成に注意して自己ＰＲ文を作成する。 〇

〇

〇

〇

〇

〇

【知識・技能】
自己ＰＲ文の分析
【思考・判断・表現】
自己ＰＲ文の分析
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

３
（２）

・完成した「自己ＰＲ」を発表し、相互評
価を実施することで反省点を明確にする。
・進路活動にも活かせるように、自己ＰＲ
文を修正する。

○

〇

〇

〇



○

１ 単元名： 小論文①

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 国語表現

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

小論文とは何かを把握し、基本
的な書き方を理解している。

「書くこと」において、目的や
意図に応じて、実社会の問題や
自分に関わる事柄の中から適切
な題材を決め、情報の組み合わ
せなどを工夫して、伝えたいこ
とを明確にしている。

小論文とは何かを把握し、基
本的な書き方を身に付け、伝
えたいことを明確にした文章
を書こうとしている。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　７　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

・単元の目標や進め方を確認し、学習の見
通しをもつ。

【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

２
（４）

・例題を通して、感想文やレポートと小論
文の違いを理解する。
・小論文の基本的な構成を理解する。
・テーマに沿って、小論文を書く。

〇

〇
〇 〇

〇

〇

【知識・技能】
授業プリントの確認
小論文の分析
【思考・判断・表現】
小論文の分析
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

３
（２）

・グループ内で小論文を相互評価し、他者
の助言を基に反省点をまとめる。

○ 〇



○

１ 単元名： プレゼンテーションの工夫

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 国語表現

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

情報を効果的に伝えるための効
果的なスライドの作り方を理解
している。

「話すこと・聞くこと」におい
て、目的や場に応じて、実社会
の問題や自分に関わる事柄の中
から話題を決め、他者との多様
な交流を想定しながら情報を収
集、整理して、伝え合う内容を
検討している。

情報を効果的に伝えるための
効果的なスライドの作り方を
理解し、発表する話題を決
め、情報を収集、整理し工夫
して伝えようとしている。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　７　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

・単元の目標や進め方を確認し、学習の見
通しをもつ。

【思考・判断・表現】
発表の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

２
（４）

・実例を見ながら見やすいスライドの特徴
を理解する。
・学校について中学生に発表することを想
定し、必要な情報を収集する。
・収集した情報を分かりやすくスライドに
まとめる。

〇

〇 〇

〇

〇

〇

【知識・技能】
授業プリントの確認
スライドの分析
【思考・判断・表現】
スライドの分析
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

３
（２）

・クラスでの発表を通じて、自分の発表の
反省点を明確にする。

○ 〇



○

【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

２
（６）

・例題を通して、感想文や小論文とレポー
トの違いを理解する。
・レポートの基本的な構成や要件を把握す
る。
・レポート作成のためにアンケートを作成
しする。
・アンケート結果を基にレポートを作成す
る。

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

【知識・技能】
授業プリントの確認
レポートの分析
【思考・判断・表現】
アンケート、レポートの分
析
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

３
（１）

・グループ内でレポートを相互評価し、自
分の改善点を明確にする。

○ 〇

３ 単元の指導と評価の計画 (　　８　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

・単元の目標や進め方を確認し、学習の見
通しをもつ。

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

レポートに必要な要件と基本的
な書き方を理解している。

「書くこと」において、読み手
に対して自分の思いや考えが効
果的に伝わるように書かれてい
るかなどを吟味して、文章全体
を整えたり、読み手からの助言
などを踏まえて、自分の文章の
特長や課題を捉え直したりする
こと。

レポートに必要な要件と基本
的な書き方を理解し、自分の
考えが効果的に伝わるかなど
を吟味して、文章全体を整え
ようとしている。

１ 単元名： レポートを書く

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 国語表現



○

１ 単元名： 通信文を書き分ける

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 国語表現

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

さまざまな通信文の書き方やマ
ナーを理解している。

「書くこと」において、読み手
に対して自分の思いや考えが効
果的に伝わるように書かれてい
るかなどを吟味して、文章全体
を整えたり、読み手からの助言
などを踏まえて、自分の文章の
特長や課題を捉え直したりする
こと。

さまざまな通信文の書き方や
マナーを理解し、自分の思い
や考えが効果的に伝わるよう
に吟味し、文章全体を整えよ
うとしている。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　６　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

・単元の目標や進め方を確認し、学習の見
通しをもつ。

【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

２
（４）

・通信文の種類を理解し、目的に即して使
い分ける。
・通信文に適した言葉遣いを身に付ける。
・頭語や結語、時候の挨拶といった文書作
成時に必要な知識を身に付ける。
・保護者に向けて便箋に手書きで手紙を作
成する。

〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

【知識・技能】
授業プリントの確認
手紙の分析
【思考・判断・表現】
手紙の分析
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

３
（１）

・グループ内で手紙を相互評価し、自分の
改善点を明確にする。

○ 〇



○

【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

２
（２）

・他のメディアと比較して電子メールのメ
リットとデメリットを考える。
・電子メールを使用する上でのトラブル事
例を基に使用する際の注意事項を考える。
・電子メールを送る際のマナーを理解す
る。
・条件を確認し、電子メールの文面を考
え、実際に送信する。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

【知識・技能】
授業プリントの確認
電子メールの分析
【思考・判断・表現】
電子メールの分析
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

３
（１）

・グループ内で電子メールを相互評価し、
自分の改善点を明確にする。

○ 〇

３ 単元の指導と評価の計画 (　　４　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

・単元の目標や進め方を確認し、学習の見
通しをもつ。

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

電子メールの特徴や送る際のマ
ナーを理解している。

「書くこと」において、読み手
の同意が得られるよう、適切な
根拠を効果的に用いるととも
に、反論などを想定して論理の
展開を考えるなど、文章の構成
や展開を工夫している。

電子メールの特徴や送る際の
マナーを理解し、読み手の同
意が得られるよう文章の構成
や展開を工夫しようとしてい
る。

１ 単元名： 電子メールを活用しよう

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 国語表現



○

１ 単元名： ビブリオバトルをしよう

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 国語表現

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自分の思いや考えを伝える際の
言語表現を豊かにする読書の意
義と効用について理解を深めて
いる。

「話すこと・聞くこと」におい
て、自分の主張の合理性が伝わ
るよう、適切な根拠を効果的に
用いるとともに、相手の反論を
想定して論理の展開を考えるな
ど、話の構成や展開を工夫して
いる。

読書の意義や効用について理
解を深めており、自分の主張
の合理性が伝わるよう、適切
な根拠を用い、話の構成や構
成を工夫しようとしている。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　５　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

・単元の目標や進め方を確認し、学習の見
通しをもつ。

【思考・判断・表現】
発表の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

２
（２）

・本を決め、紹介の構成を練る。
・聞き手を惹きつけるための工夫を考え
る。
・リハーサルを行い、改善する。

〇
〇

〇

〇
〇

〇

【知識・技能】
授業プリントの確認
【思考・判断・表現】
授業プリントの分析
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

３
（２）

・クラスでの発表を聞き、自分の考えや評
価を記入する。
・他者の発表と自分の発表を比較し、改善
点を確認する。

○

〇

〇

〇



○

１ 単元名： 小論文②

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 国語表現

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

統計資料の読み取り方とその情
報のまとめ方を理解している。

「書くこと」において、読み手
の共感が得られるよう、適切な
具体例を効果的に配置するな
ど、文章の構成や展開を工夫し
ている。

統計資料の読み取り方とその
情報のまとめ方を理解し、適
切な具体例を効果的配置する
など、文章の構成や展開を工
夫しようとしている。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　６　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

・単元の目標や進め方を確認し、学習の見
通しをもつ。

【思考・判断・表現】
授業プリントの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
授業プリントの記述の確認
「振り返りシート」の記述
の分析

２
（３）

・さまざまな資料の種類を知り、その特徴
を理解する。
・統計資料を読み取るにあたり、注目する
べきポイントを把握する。
・読みとった情報を基に小論文を作成す
る。

〇

〇

〇 〇

〇

〇

【知識・技能】
授業プリントの確認
小論文の分析
【思考・判断・表現】
小論文の分析
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

３
（２）

・グループ内で小論文を相互評価し、他者
の助言を基に反省点をまとめる。

○ 〇



○

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシート・ポートフォ
リオの記述の確認

２
（５）

・本文中の重要語句の意味を覚える。
・登場人物の関係性や、当時の文化につい
て学習する。
・本文中の文法事項を確認する。
・本文を通読し、現代語に訳しながら内容
を理解する。

〇
〇

〇
〇 〇

〇

〇
〇

【知識・技能】
定期試験
【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

３
（１）

・本文の内容を踏まえ、場面ごとの登場人
物の心情を考える。
・単元の学習をワークシートやポートフォ
リオで振り返る。

〇 〇

〇

【知識・技能】
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・本文の出典や作者について確認する。
・源氏物語の概要を学ぶ。

〇 〇

古典に用いられている語句の意
味や用法を理解し、古典を読む
ために必要な語句の量を増すこ
とを通して、語感を磨き語彙を
豊かにしている。

「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、古典特有の表
現に注意して内容を的確に捉え
ている。

登場人物の心情を読み取り、
自分のものの見方、考え方を
深めようとしている。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (７)時間扱い
「記録に残す評価」

１ 単元名： 『源氏物語』若紫

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 古典探究



○

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシート・ポートフォ
リオの記述の確認

２
（３）

・本文の場面に至るまでの背景について確
認する。
・本文を書き下し文に直す。
・本文を通読し、現代語に訳しながら内容
を理解する。
・本文中の漢詩について、押韻や詩の形
式、内容を理解する。

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇

【知識・技能】
定期試験
【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

３
（１）

・本文を踏まえ、追い詰められた項王の心
情がどのようなものだったかを考え、自分
の言葉でワークシートにまとめる。
・単元の学習をワークシートやポートフォ
リオで振り返る。

〇 〇

〇

【知識・技能】
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・これまでに学習した漢文文法について復
習する。
・作者や時代について確認する。

〇 〇

作品の内容や解釈を読み取るた
めに、古典を読む上で必要な文
語の決まりや訓読の決まり、古
典特有の表現などについて理解
している。

「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、古典特有の表
現に注意して内容を的確に捉え
ている。

時系列を整理しながら内容を
読み取り、項王の心情につい
て理解を深めようとしてい
る。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (５)時間扱い
「記録に残す評価」

１ 単元名： 『史記』四面楚歌

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 古典探究



○

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシート・ポートフォ
リオの記述の確認

２
（５）

・本文中の重要語句の意味を覚える。
・本文における時代、場所等の背景につい
て確認する。
・本文中の敬語表現を確認する。
・本文を通読し、現代語に訳しながら内容
を理解する。

〇
〇

〇
〇 〇

〇

〇
〇

【知識・技能】
定期試験
【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

３
（１）

・本文の内容を踏まえ、道長と公任の人物
像について考え、記述する。
・単元の学習をワークシートやポートフォ
リオで振り返る。

〇 〇

〇

【知識・技能】
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・本文の出典や作者について確認する。 〇 〇

古典に用いられている語句の意
味や用法を理解し、古典を読む
ために必要な語句の量を増すこ
とを通して、語感を磨き語彙を
豊かにしている。

「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、古典特有の表
現に注意して内容を的確に捉え
ている。

時代背景を踏まえながら内容
を積極的に読み取り、自分の
ものの見方、考え方を深めよ
うとしている。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (７)時間扱い
「記録に残す評価」

１ 単元名： 『大鏡』三舟の才

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 古典探究



○

【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシート・ポートフォ
リオの記述の確認

２
（３）

・時代背景を確認する。
・本文を書き下し文に直す。
・本文を通読し、現代語に訳しながら小孺
子の主張を読み取る。

〇
〇
〇 〇

〇
〇

【知識・技能】
定期試験
【思考・判断・表現】
ワークシートの記述の確認
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

３
（１）

・本文を踏まえて、呉王が小孺子の言葉か
らどのようなことを悟ったかを考え、自分
の言葉でワークシートにまとめる。
・単元の学習をワークシートやポートフォ
リオで振り返る。

〇 〇

〇

【知識・技能】
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
ポートフォリオの記述の確
認

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・これまでに学習した漢文文法について復
習する。
・作者について確認する。

〇 〇

作品の内容や解釈を読み取るた
めに、古典を読む上で必要な文
語の決まりや訓読の決まり、古
典特有の表現などについて理解
している。

「読むこと」において、文章の
種類を踏まえて、古典特有の表
現に注意して内容を的確に捉え
ている。

内容を積極的に読み取り、自
分のものの見方、考え方を深
めようとしている。

３ 単元（題材）の指導と評価の計画 (５)時間扱い
「記録に残す評価」

１ 単元名： 不顧後患

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

別添様式1（参考）

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 古典探究



○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

２
（1）

【日本の交通の特徴】
・輸送手段や交通網の発達によって、社会や
人々の生活が変化してきたことを理解する。
加えて、交通公共機関の利便性の向上と問題
点について考察する。

○
〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

３
（1）

【情報通信の発達】
・情報化社会のこれからの展望と、情報格差
から生じる諸問題を捉える。

○ ○

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

３ 単元の指導と評価の計画 (　　３　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（1）

【世界を結ぶ交通】
・航空交通網が世界に与えた影響とその課題
について理解する。また、水上交通や陸上交
通が果たしてきた役割と、今後期待される姿
について考察する。

○

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

社会や経済を大きく変化させた
交通網や通信網の発達には、な
ぜ傾向や地域性、地域間格差が
現れているかについて理解して
いる。

社会や経済を大きく変化させた
交通網や通信網の発達には、な
ぜ傾向や地域性、地域間格差が
現れているかについて、多面
的・多角的に考察し、表現して
いる。

交通・通信について、よりよ
い社会の実現を視野にそこで
みられる課題を主体的に追究
しようとしている。

１ 単元名： 交通・通信

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究



○

１ 単元名： 観光

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

日本での訪日外国人数を増やし
て観光産業などを盛んにしよう
とする取り組みや、観光の特徴
や利点、課題について理解して
いる。

日本での訪日外国人数を増やし
て観光産業などを盛んにしよう
とする取り組みや、観光の特徴
や利点、課題について、多面
的・多角的に考察し，表現して
いる。

観光について、よりよい社会
の実現を視野にそこでみられ
る課題を主体的に追究しよう
としている。

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

３ 単元の指導と評価の計画 (　　２　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（1）

【余暇の拡大と観光産業】
・国際観光が活発になった背景には、情報通
信技術（ICT）の発達、交通機関の発達による
時間距離の短縮があることを理解する。 ○

２
（1）

【日本の観光とその変化】
・日本の観光産業の変化と外国人観光客の誘
致の取り組みを理解する。

○ ○ ○



○

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

２
（1）

【貿易の自由化と経済連携】
・自由貿易体制の意味とGATTの果たした役割
について、歴史的背景を踏まえて理解する。
自由貿易を促進するために、世界の国々は新
たな結びつきを形成していることを理解す
る。

○ ○

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現

３
（1）

【日本の貿易】
・日本の貿易の現状と課題を、貿易構造の変
化という視点から考察する。

○ ○

１
（1）

【世界の貿易と地域間格差】
・国際分業の意味と成立について理解すると
ともに、各国の貿易の実態を考察する。ま
た、貿易の地域間格差を理解するとともに、
今後の課題について考察する。

○ ○

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

拡大を続けている世界の貿易で
は、地域性や地域間格差が現れ
てきているのはなぜかについて
理解している。

拡大を続けている世界の貿易で
は、地域性や地域間格差が現れ
てきているのはなぜかについ
て、多面的・多角的に考察し、
表現している。

貿易と経済圏について、より
よい社会の実現を視野にそこ
でみられる課題を主体的に追
究しようとしている。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　３　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１ 単元名： 貿易と経済圏

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究



○

２
（1）

【人口の移動】
・国際的な人口移動の経緯と、その背景につ
いて理解する。

○ ○

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現

３ 単元の指導と評価の計画 (　　２　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（1）

【世界の人口】
・人口分布の地域差について、自然環境や社
会・経済の形態などの地域性から理解する。
また、世界人口の推移とその課題、人口構成
と人口転換の社会的・経済的背景を理解す
る。

〇 ○

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

増加する世界人口と世界各地の
人口の増減や分布、年齢別構
成、移動には、どのような特徴
がみられるかについて理解して
いる。

②増加する世界人口と世界各地
の人口の増減や分布、年齢別構
成、移動には、どのような特徴
がみられるかについて、多面
的・多角的に考察し、表現して
いる。

人口について、よりよい社会
の実現を視野にそこでみられ
る課題を主体的に追究しよう
としている。

１ 単元名： 人口

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究



○

２
（1）

【日本の人口問題】
・ここ100年間における人口動態の変化や、人
口分布の地域間格差、急速な高齢化と少子
化、それに伴う労働力不足への対策について
理解する。

〇 〇

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

３ 単元の指導と評価の計画 (　　３　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（2）

【世界の人口問題】
（１）出生率に関わる問題
・先進国や発展途上国における、出生率の高
低の違いについて、社会情勢や文化などのさ
まざまな背景から理解する。

（２）高齢化に関わる問題
・高齢化がもたらすさまざまな問題や課題に
ついて、具体的な国や地域の事例をもとに、
その対策について理解する。

○

○

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

社会情勢や文化などのさまざま
な要因によって異なる世界各
国・各地域の人口規模・分布
や、先進国と発展途上国の出生
率の高低や高齢化の進行の違い
について理解している。

社会情勢や文化などのさまざま
な要因によって異なる世界各
国・各地域の人口規模・分布
や、先進国と発展途上国の出生
率の高低や高齢化の進行の違い
について、多面的・多角的に考
察し、表現している。

人口問題について、よりよい
社会の実現を視野にそこでみ
られる課題を主体的に追究し
ようとしている。

１ 単元名： 人口問題

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究



○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現

２
（1）

【村落の形態と機能】
・集落と散村に関して、それぞれの村落形態
の特徴と成立の背景を把握する。また、それ
ぞれの村落形態のもつ機能を理解する。 〇 ○

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

４
（1）

【都市圏の拡大と都市の構造】
・都市圏および都市の内部構造について、中
心市街地の商圏などの具体例をもとに考察す
る。また、大都市の発達および機能の一極集
中の現状を理解する。

○

３
（1）

【都市の成立と形態・機能】
・都市が成立する背景や発達するための条件
を理解する。また、都市はさまざまな機能を
備えており、特定の機能に特化した都市もあ
ることを理解する。

○

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

３ 単元の指導と評価の計画 (　　４　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（1）

【集落の成り立ち】
・集落の発展過程において、自然条件よりも
社会条件が強く影響するようになったこと
と、農業主体の村落と商業主体の都市に分化
したことを確認し、変化の要因を考察する。

〇

○

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

１ 単元名： 村落と都市

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

村落や都市の立地や発達、形
態、変容のしかたにみられる傾
向や規則性、国や地域によって
異なる地域性について理解して
いる。

村落や都市の立地や発達、形
態、変容のしかたにみられる傾
向や規則性、国や地域によって
異なる地域性について、多面
的・多角的に考察し、表現して
いる。

村落と都市について、よりよ
い社会の実現を視野にそこで
みられる課題を主体的に追究
しようとしている。



○

１ 単元名： 都市・居住問題

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

世界の都市が持続的に発展して
いくための課題、日本の都市の
課題と解決するための取り組み
について理解している。

世界の都市が持続的に発展して
いくための課題、日本の都市の
課題と解決するための取り組み
について、多面的・多角的に考
察し、表現している。

都市・居住問題について、よ
りよい社会の実現を視野にそ
こでみられる課題を主体的に
追究しようとしている。

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

３ 単元の指導と評価の計画 (　　３　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（1）

【発展途上国の都市・居住問題】
・発展途上国では、条件のよい職を求めて多
くの人々が都市に流入し、都市問題の背景に
なっていることを理解する。 〇

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

２
（1）

【先進国の都市・居住問題】
・先進国では、工業発展に伴う環境問題や、
インナーシティ問題が発生していることを、
ロンドンの事例などを通して理解する。 〇

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

３
（1）

【日本の都市・居住問題】
・日本の三大都市圏における、人口集中に伴
う諸課題を確認し、その解決策を考察する。
日本の都市問題の解決策を、都心部の再開発
や、郊外のニュータウン建設の具体例を通し
て理解する。

〇 〇



○

１ 単元名： 衣食住

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

自然環境や社会環境などを反映
して形成されてきた伝統的な衣
食住の生活文化にはどのような
傾向があり、世界的な画一化の
動きとどのように関わっている
かについて理解している。

自然環境や社会環境などを反映
して形成されてきた伝統的な衣
食住の生活文化にはどのような
傾向があり、世界的な画一化の
動きとどのように関わっている
かについて、多面的・多角的に
考察し、表現している。

衣食住について、よりよい社
会の実現を視野にそこでみら
れる課題を主体的に追究しよ
うとしている。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　２　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

１
（1）

【世界の衣服と食生活】
・地域の文化の意味を理解する。世界におけ
る衣服や食生活の特徴と多様性、地域的差異
については、自然環境や宗教などの影響が大
きいことを理解する。

〇
〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

２
（1）

【世界の居住と衣食住の画一化】
・生活文化の差異は、経済発展の度合いに
よって生じること、また画一化が進んでいる
ことを理解する。日本の衣食住んお特徴や変
化を、世界との関わりのなかで理解する。

〇 〇 〇



○

１ 単元名： 民族・宗教と民族問題

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

世界のさまざまな民族の言語や
宗教の独自性、各地にみられる
民族問題の背景とのに関わりに
ついて理解している。

世界のさまざまな民族の言語や
宗教の独自性、各地にみられる
民族問題の背景とのに関わりに
ついて、多面的・多角的に考察
し、表現している。

民族・宗教と民族問題につい
て、よりよい社会の実現を視
野にそこでみられる課題を主
体的に追究しようとしてい
る。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　４　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

１
（1）

【世界の民族・言語】
・民族と国家の関係や、民族と言語の関係、
国語や公用語をめぐる問題を理解する。先住
民および少数民族について、それぞれの特徴
や発生している諸問題を理解する。

〇
〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

２
（1）

【世界の宗教】
・宗教の意義と人々の生活との関係、世界の
主要な宗教の分布と特徴を理解する。宗教に
よる日常生活や政治・社会制度への影響、世
界各地への広がりについて、具体的事例から
理解する。

〇

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現

４
（1）

【多文化の共生に向けた取り組み】
・多文化主義政策を導入した国を確認し、民
族共生のためのさまざまな制度やその現状を
理解する。ほかの民族との共生のためには、
コミュニケーションと相互理解が重要である
ことを理解する。

〇 〇

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

３
（1）

【さまざまな民族問題】
・民族対立だけでなく、諸外国の思惑が事態
をさらに複雑にし、民族問題を解決困難な状
況に追い込んでいる側面を理解する。 〇 〇



○

１ 単元名： 国家の領域と領土問題

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

国家の領域はさまざまな境界線
で区分されていること、領域が
定められたり領域が変更された
り国家が誕生したりすることで
問題が起こっていることについ
て理解している。

国家の領域はさまざまな境界線
で区分されていること、領域が
定められたり領域が変更された
り国家が誕生したりすることで
問題が起こっていることについ
て、多面的・多角的に考察し、
表現している。

国家の領域と領土問題につい
て、よりよい社会の実現を視
野にそこでみられる課題を主
体的に追究しようとしてい
る。

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

３ 単元の指導と評価の計画 (　　３　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（1）

【現代世界と国家】
・国家の三要素、国境の種類や意義を確認
し、現代世界における国家の意義や役割を理
解する。 〇

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

２
（1）

【領土問題と解決への取り組み】
・国境にはさまざまな形態があることに気づ
き、その意味を理解する。

〇
〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

３
（1）

【日本の領域と領土をめぐる問題】
・日本における、領域と領土をめぐる問題を
取り上げ、その原因や現状を理解する。

〇 〇 〇



○

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

４
（1）

【中国の工業化と海外進出】
・対外開放政策以降の中国における工業発展
の要因と影響、および近年の海外進出につい
て考察する。中国の経済発展による生活の変
化について理解する。

〇
〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

２
（1）

【中国の政治体制と多様な民族】
・中国が市場経済を導入した背景と、経済発
展の状況を理解する。14億の人口を抱える多
民族国家であることと、そのなかでの少数民
族の現状、および人口問題と今後の課題を考
察する。

〇

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

３
（1）

【中国の食生活と農業・水産業】
・中国の農業の地域的な特色と食文化の多様
性を関連づけて理解する。経済改革以降の中
国における農業および水産業の変化を理解す
る。

〇
〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

５
（1）

【経済発展に伴うさまざまな課題】
・内陸部から沿海部への人口移動とその背
景、および経済格差に伴う課題と取り組みに
ついて理解する。 ○ 〇

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

３ 単元の指導と評価の計画 (　　６　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（2）

【中国の自然環境】
・中国の地形と気候について、沿海部と内陸
部など地域による特色の差異を考察する。

〇 ○

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

工業化や経済発展が著しく、世
界経済に大きな影響を与えてい
る中国について、民族や産業な
ど地域を構成するさまざまな事
象を項目ごとに整理して理解し
ている。

工業化や経済発展が著しく、世
界経済に大きな影響を与えてい
る中国について、民族や産業な
ど地域を構成するさまざまな事
象を項目ごとに整理して、多面
的・多角的に考察し、表現して
いる。

中国について、よりよい社会
の実現を視野にそこでみられ
る課題を主体的に追究しよう
としている。

１ 単元名： 中国

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究



○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

１
（2）

【韓国が位置する朝鮮半島の自然環境】
・朝鮮半島の自然環境について、日本との類
似点と相違点について注目して考察する。

〇 ○

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

３
（1）

【産業の発展と生活の変化】
・高度経済成長を経験した韓国の農業の変化
と工業の特徴を理解する。急速な経済成長に
よる都市化と、それに伴う人々の生活の変化
を理解する。

○ ○

(　　４　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究

１ 単元名： 韓国

２
（1）

【韓国の歴史と生活文化】
・朝鮮半島の文化の特徴と、日本への文化的
影響について理解する。朝鮮半島の歴史の概
略を確認し、南北分裂の現状について理解す
る。

〇
〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

日本と地理的な距離が近く、急
速な経済成長を遂げている韓国
について、自然環境や歴史と生
活文化、産業など地域を構成す
るさまざまな事象を項目ごとに
整理して理解している。

日本と地理的な距離が近く、急
速な経済成長を遂げている韓国
について、自然環境や歴史と生
活文化、産業など地域を構成す
るさまざまな事象を項目ごとに
整理して、多面的・多角的に考
察し、表現している。

韓国について、よりよい社会
の実現を視野にそこでみられ
る課題を主体的に追究しよう
としている。

３ 単元の指導と評価の計画



○

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

５
（1）

【ASEANの変化と課題】
・ASEAN域内において、工業化が進んでいる国
と進んでいない国との間には大きな経済格差
があること、重層的な地域協力が進められて
いることを理解する。

○ 〇

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

４
（1）

【ASEAN諸国の工業とその発展】
・ASEANの結成と発展の歴史を理解する。輸出
志向型の工業化を進めたASEAN諸国の工業の特
徴をとらえ、それらの国々の現在の経済状況
や課題を考察する。

〇

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

１
（1）

【ASEAN諸国の自然環境】
・東南アジアの地形は大陸部と島嶼部とで異
なること、気候は季節風（モンスーン）の影
響を大きく受けることを理解する。 〇 〇

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

３
（1）

【ASEAN諸国の農業とその変化】
・東南アジアの農業の特色を、自然環境との
関係から考察する。東南アジアの自給的農業
である稲作と、企業的農業であるプランテー
ションについて、その特色と変化を理解す
る。

〇

(　　５　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究

１ 単元名： ASEAN諸国

２
（1）

【ASEAN諸国の歴史と文化・民族】
・歴史的な背景から、東南アジア地域にはさ
まざまな宗教、習慣、文化が伝播し、重層的
な文化や複雑な民族構成が生まれたことを理
解する。

〇
〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

古くから農業が盛んで、近年急
速に工業化が進んでいるASEAN
諸国について、文化・民族や産
業など地域を構成するさまざま
な事象を項目ごとに整理して理
解している。

古くから農業が盛んで，近年急
速に工業化が進んでいるASEAN
諸国について、文化・民族や産
業など地域を構成するさまざま
な事象を項目ごとに整理して、
多面的・多角的に考察し、表現
している。

ASEAN諸国について、よりよ
い社会の実現を視野にそこで
みられる課題を主体的に追究
しようとしている。

３ 単元の指導と評価の計画



○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容

３
（1）

【増加する人口と農村の変化】
・インドにおける経済成長と人口増加を抑制
するための取り組みを理解する。インドの自
然環境と農業との関連を理解し、農業の近代
化や食文化の変化が進行していることなどを
考察する。

〇
〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

４
（1）

【インド社会の変化と経済格差の拡大】
・ヒンドゥー教の伝統や慣習に基づいた、イ
ンドの伝統的な生活文化に生じている変化に
ついて、経済成長の側面から考察する。 ○ 〇

１
（1）

【インドが位置する南アジアの自然環境】
・インドとその周辺の自然環境について、山
脈や平野の位置、河川の流れや季節風（モン
スーン）の影響などに注目して理解する。 〇 ○

３ 単元の指導と評価の計画 (　　４　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究

１ 単元名： インド

２
（1）

【急速な経済成長を支えた産業の発展】
・インドの工業の発展を、経済の自由化とい
う側面から考察する。近年、インドのICT産業
が成長している背景を考察する。 〇

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

近年急速に経済が成長している
インドについて、産業の発展や
農村・社会の変化、国内の経済
格差をはじめとする課題を、経
済成長に関連づけて理解してい
る。

近年急速に経済が成長している
インドについて、産業の発展や
農村・社会の変化、国内の経済
格差をはじめとする課題を、経
済成長に関連づけて、多面的・
多角的に考察し、表現してい
る。

インドについて、よりよい社
会の実現を視野にそこでみら
れる課題を主体的に追究しよ
うとしている。

〔知識・技能〕
・ワークシートへの記入内容
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・振り返りシートへの記入内容



○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現，課題
〔知識・技能〕
・定期考査，課題
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・授業態度，授業参加，課題

６
（3）

【第３次産業】
第三次産業の特徴や変化について把握する
とともに，流通産業の発達や情報通信業の
集積，医療・福祉産業の国による違いに着
目しながら，それらの現代的な位置づけ・
課題について理解する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現，課題
〔知識・技能〕
・定期考査，課題
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・授業態度，授業参加，課題

５
（6）

【工業】
工業立地の特徴とその変化の動向につい
て，業種の違いや国際分業との関係から把
握するとともに，知識集約化の進む工業の
新しい展開や，日本の工業の変化と課
題について理解する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現，課題
〔知識・技能〕
・定期考査，課題
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・授業態度，授業参加，課題

４
（2）

【資源・エネルギー問題】
化石燃料への依存度を減らし，再生可能エ
ネルギーの普及を進めていくことは，地球
温暖化の緩和やエネルギー安全保障上，重
要であることを理解する。

○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現，課題
〔知識・技能〕
・定期考査，課題
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・授業態度，授業参加，課題

２
（2）

【食料問題】
食料の分配と、世界全体での偏りや飽食や
飢餓について、地域を理解しその原因につ
いて理解する。 ○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現，課題
〔知識・技能〕
・定期考査，課題
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・授業態度，授業参加，課題

３
（4）

【エネルギー・鉱産資源】
資源の分布や消費の地域的な偏りが国際取
引を成立させていることを踏まえた上で，
各国の掲げる資源ナショナリズムやエネル
ギー政策の違いが国際対立の一因になって
いることを理解する。

○ ○ ○

○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現，課題
〔知識・技能〕
・定期考査，課題
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・授業態度，授業参加，課題

３ 単元の指導と評価の計画 (　　23　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（6）

【農林水産業】
農林水産業が、自然条件や社会条件により
分布や発達にどのような傾向や規則性があ
るかを理解する。 ○ ○ ○

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

資源・エネルギーや農業，工業
などに関わる諸事象をもとに，
それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，資源・エネル
ギー，食料問題の現状や要因，
解決に向けた取り組みなどにつ
いて理解している。

資源・エネルギーや農業，工業
などに関わる諸事象について，
場所の特徴や場所の結びつきな
どに着目して，主題を設定し，
それらの事象の空間的な規則
性，傾向性や，関連する地球的
課題の要因や動向などを多面
的・多角的に考察し，表現して
いる。

資源，産業について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで
みられる課題を主体的に追究
しようとしている。

１ 単元名： 第2章　資源と産業

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理探究



○ 「記録に残す評価」

・単元を見通して学び、振り返

るワークシートへの記述内容
５

（２）

【持続可能な社会の実現をめざして】
・地球的課題と国際協力についての学習を
振り返り、ワークシートに表現する。
 

◯ ○

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理総合

１ 単元名： 地球的課題と国際協力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

２ 単元の目標と評価規準

・世界各地で見られる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に，地球的課題の
各地で共通する傾向性や課題相
互の関連性などについて大観し
理解している。
・世界各地で見られる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に，地球的課題の
解決には持続可能な社会の実現
を目指した各国の取組や国際協
力が必要であることなどについ
て理解している。

・世界各地で見られる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などの地球的課題につい
て，地域の結び付きや持続可能
な社会づくりなどに着目して，
主題を設定し，現状や要因，解
決の方向性などを多面的・多角
的に考察し，表現している。

・地球的課題と国際協力につ
いて、よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題を
主体的に追究しようとしてい
る。

３ 単元の指導と評価の計画 (18)時間扱い

主な学習活動
【世界各地の地球的課題】
・世界各地の地球的課題と、その背景、課
題の解決に向けた国際的な取組や日本の役
割を学ぶことに対して、関心をもつ。

1
（２）

次 知 思 態 評価方法

・ワークシートへの表現

・ワークシートへの表現

・生徒の発表

・成果物（スライド）

【地球環境問題】
・地球環境問題が起きている位置や分布、
原因などを調べ、ワークシートにまとめ
る。
【資源・エネルギー問題】
・資源・エネルギー問題についての問いを
設定し、各自で考察したことをまとめる。
【人口問題】
・世界各地で見られる人口問題について理
解する。

【食料問題】
・世界の抱える食料問題とその要因を考察
しワークシートに表現する。
・食料問題の解決のために、各国あるいは
国際的に行われている取組について、グ
ループ内でテーマを設定し、考察する。

３
（３）

○

◯

２
（７）

○

○

◯

・ワークシートへの表現（レ

ポートの記述内容）

・ワークシートへの表現

（問いの表現、課題の考察）

・ワークシートへの記述内容

・ワークシートへの記述内容

・ワークシートへの表現

（問いの表現、課題の考察）

・ワークシートへの表現

・生徒の発表

・成果物（スライド）

４
（４）

【居住・都市問題】
・世界各地で見られる居住・都市問題につ
いて理解し、居住・都市問題の要因や解決
の方向性などを考察する。
【民族問題】
・民族問題・難民問題の現状や要因、解決
の方向性について考察する。

○ ○

◯



○

１ 単元名： 日本文化のあけぼの

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 日本史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

旧石器文化から縄文文化への変
化、弥生文化の成立などを基
に、黎明期の日本列島の歴史的
環境と文化の形成、原始社会の
特色を理解している。

自然環境と人間生活との関わ
り、中国大陸・朝鮮半島などア
ジア及び太平洋地域との関係、
狩猟採集社会から農耕社会への
変化などに着目して、環境への
適応と文化の形成について、多
面的・多角的に考察し、表現し
ている。

旧石器・縄文・弥生の各時代
において、どのような遺跡が
あるのか主体的に調べるとと
もに、中国の歴史書を通して
弥生時代に中国や朝鮮とどの
ような交流があったのか理解
を進めている。

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３ 単元の指導と評価の計画 (　　１0　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（2）

【人類の誕生】
氷河時代に大陸から渡ってきた大型動物と
旧石器人の特徴について学習する。
【旧石器文化】
打製石器の特徴と旧石器人の移動生活につ
いて学習する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

２
（2）

【縄文文化】
弓矢などの新しい技術を修得し、縄文文化
が成立したことを学習する。
【縄文人の生活】
定住生活の始まりと縄文時代の交易、信仰
と風習について学習する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３
（３）

【弥生文化】
水稲耕作の開始や金属器の使用などを特徴
とする弥生文化が成立したことを学習す
る。
【弥生人の生活】
水稲農耕の技術や弥生時代の墓制、身分制
社会への変化について学習する。

○ ○ ○

４
（3）

【小国の分立】
中国の歴史書や国内の遺物から、小国の分
立について学習する。
【邪馬台国連合】
「魏志」倭人伝や関連する遺跡から、邪馬
台国よる政治的連合体について学習する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表



○

１ 単元名： 古墳とヤマト政権

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 日本史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

古墳文化の展開、ヤマト政権の
形成と飛鳥の朝廷の政治と文化
などを基に、古代の政治・社会
と文化の特色を理解している。

南北朝時代や隋などの中国王
朝・朝鮮との関係と政治や文化
への影響などに着目して、古代
の国家の形成の過程について、
事象の意味や意義、関係性など
を多面的・多角的に考察し、歴
史に関わる諸事象の解釈などを
根拠を示して表現している。

各地の古墳などの考古資料や
飛鳥文化の遺産を主体的に調
べるとともに、中国や朝鮮と
の交流を中国・朝鮮や日本の
史料を通して理解を進めてい
る。

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３ 単元の指導と評価の計画 (　　8　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（3）

【古墳の出現とヤマト政権】
箸墓古墳など古墳の出現とヤマト政権の誕
生について学習する。
【古墳文化】
前期・中期・後期古墳の特徴について学習
する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

２
（3）

【ヤマト政権と東アジア】
好太王碑文と『宋書』倭国伝から、ヤマト
政権の東アジアとの交流について学習す
る。
【大陸文化の伝来】
渡来人の来日と儒教や仏教の伝来について
学習する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３
（2）

【古墳時代の人びとの生活】
豪族の居館や須恵器の特徴、古墳時代の祭
祀と風習について学習する。
【ヤマト政権の政治組織と古墳の終末】
氏姓制度と磐井の乱、終末期古墳の状況に
ついて学習する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

４
（2）

【東アジア情勢の変化とヤマト政権】
朝鮮半島でのヤマト政権の後退と隋の建
国、推古天皇即位後の政治改革、隋との交
流について学習する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

４
（2）

【飛鳥文化】
７世紀前半を中心に、中国大陸・朝鮮半島
との交流により展開した飛鳥文化について
学習する。

○ ○ ○



○

１ 単元名： 律令国家の形成

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 日本史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

隋・唐など中国王朝との関係と
政治への影響や、大化の改新以
降の政治過程を理解している。
律令体制の整備について、遣唐
使の派遣との関わりなどに着目
して理解している。奈良時代の
政治と天平期の仏教文化の特色
を理解している。平安初期の政
治とその後の律令体制の変容に
ついて、蝦夷や東アジア世界と
の関係の変化を踏まえて理解し
ている。

律令体制について、政治や地方
の動向なども踏まえて多角的に
考察し、表現している。諸勢力
の対立と土地制度の変容を関連
づけて考察し、根拠を示して表
現している。盛唐文化の受容を
踏まえ、仏教の興隆による鎮護
国家の思想の誕生などについて
考察し、表現している。桓武天
皇や嵯峨天皇の政策に着目し
て、律令制の変容について考察
し、表現している

律令体制の成立過程とのつな
がりを明らかにし、平城京に
おける政治史の流れに着目し
て、律令体制の展開に関する
課題を主体的に追究しようと
している。隋・唐などの中国
王朝から受容した文化を考察
し、政治や社会の動きとのつ
ながりを見出そうとしてい
る。東アジアとの関係の変化
や社会の変化を考察してい
る。

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３ 単元の指導と評価の計画 (　　9　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（3）

【律令国家への道】
・大化の改新や律令国家が成立するまでの
政治過程について、東アジアの変動を踏ま
えて考察する。
・律令国家の仕組みや、律令制が日本の歴
史に与えた影響について理解する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

２
（2）

【平城京の時代】
・日本と東アジアとの関係について、使節
や留学生・僧の往来に着目して考察する。
・奈良時代の政治の流れを理解し、その背
景について考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３
（2）

【律令国家の文化】
・白鳳文化の形成過程について考察する。
・天平文化について、国家鎮護を目的とし
た国家仏教や唐の影響を強くうけた美術や
絵画の特色に着目して考察する。

○ ○ ○

４
（2）

【律令国家の変容】
・桓武・嵯峨天皇による律令制度の建て直
しと、その後の政治制度の変質について考
察する。
・密教の広まりや、神仏習合などの仏教の
日本化が進んだこと、さらに弘仁・貞観文
化の特色について考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表



○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

２
（2）

【国風文化】
・国風文化の成立について、東アジア社会
の変動と関連させて考察するとともに、国
風文化が日本の伝統文化に与えた影響につ
いて考察する。
・浄土信仰という仏教の新しい動きについ
て、その社会的な背景とともに考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３
（3）

【荘園の発達と武士団の成長】
・寄進地系荘園の成立など土地制度が変化
したことについて考察する。
・棟梁を中心とした大武士団が成立してい
く過程や、次第に政治的な力を持つように
なったことについて考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３ 単元の指導と評価の計画 (　　８　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（3）

【摂関政治】
・９～10世紀にかけての藤原北家の勢力拡
大や、律令制支配の衰退と地方支配の仕組
みの変質について考察する。
・東アジアの変動が、日本の対外関係に与
えた影響を考察する。

○ ○ ○

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

藤原北家の発展過程や地方支配
の変化を資料から読み取り、摂
関政治を理解している。吸収し
てきた中国文化をふまえて国風
文化が形成されたことを理解し
ている。浄土信仰が広まった背
景について、当時の人びとの心
のありようを読み取る技能を身
につけている。武士団の仕組み
や武士の反乱、成長などに着目
して、律令体制や地方社会の変
容を理解している。

地方支配の変化に着目し、摂関
政治の特質とその後の展開につ
いて考察し、根拠を示して表現
している。国風文化の形成につ
いて、かなの成立などが、後の
日本文化におよぼした影響につ
いて考察し、表現している。土
地制度の変化について、史料を
読み取りながら考察し、根拠を
示して表現している。

東アジア情勢の変化が日本社
会に与えた影響を考察し、摂
関政治期の社会の特色を明ら
かにしようとしている。摂関
時代の政治の在り方と文化と
の関係を考察している。国司
や地方支配の在り方の変化、
武士の出現を明らかにしよう
としている。

１ 単元名： 貴族政治の展開

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 日本史探究



○

１ 単元名： 院政と武士の進出

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 日本史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

貴族政治や土地支配の変容など
をもとに、諸資料から得られる
情報を適切かつ効果的に調べて
まとめ、古代から中世の国家・
社会の変容を理解している。院
政期における武士の影響力の拡
大や平氏政権の展開、文化が庶
民や地方に広まったことなどに
ついて、諸資料から様々な情報
を読み取り、武家政権の成立に
ついて理解している。

武士が台頭する契機や、この時
期の土地制度の仕組みなどを考
察し、古代から中世への時代の
転換について根拠を示して表現
している。武家政権の権力基盤
となる武士の土地所有に至る変
化を考察し、歴史における土地
の支配や所有がもつ意味につい
て多面的・多角的に考察し、表
現している。

中世社会の特色について多面
的・多角的に考察することを
通じて、時代を通観する問い
を表現し、追究しようとして
いる。古代との比較などを通
して、中世では同じ時期に政
治的な力をもつ勢力が複数存
在していたことなど、中世の
特色を探究しようとしてい
る。

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３ 単元の指導と評価の計画 (　　5　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（2）

【院政の始まり】
・外戚関係や人材登用など、後三条天皇が
摂関家に遠慮せず改革を進めた背景を考察
する。
・院政がどのように成立し、展開したの
か、古代から中世への歴史の転換と関連づ
けて考察する。

○ ○ ○

２
（3）

【院政と平氏政権】
・院の信任を得て台頭した平氏が、保元・
平治の乱を通じて勢力を拡大し、政権を獲
得した過程を理解し、その政権基盤や特色
などについて考察する。
・院政期に、どのような文化が形成され、
広まったかについて考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表



○

１ 単元名： 武家政権の成立

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 日本史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

源平の争乱から執権政治確立ま
での歴史過程、封建制度の成
立、鎌倉幕府と朝廷による二元
的支配の構造、執権政治の特
質、御家人の特質について理解
している。モンゴル襲来の国際
的な背景や国内政治への影響に
ついて理解している。鎌倉時代
の宗教や文化の特徴について、
諸資料から情報を収集して読み
取る技能を身につけている。

幕府と朝廷の二元的支配構造の
特色を、諸資料から得られた情
報をもとに、根拠を明確にして
表現している。鎌倉時代の農
業・商工業の発達による社会の
変動や御家人の窮乏について多
面的・多角的に考察し、表現し
ている。宋・元との交流の窓口
や貿易の担い手などを視野に入
れて、ユーラシアとの交流と文
化への影響を多面的・多角的に
考察し、表現している。

鎌倉幕府の成立過程や封建制
度の形成、公武関係の変化に
よる武家政権の展開に着目
し、鎌倉時代を通じた武家の
支配の特質について主体的に
追究しようとしている。宋・
元などユーラシアとの交流と
経済や文化への影響につい
て、主体的に追究しようとし
ている。武家政権成立期の宗
教や文化にみられる特色を、
平安時代と比較しながら主体
的に追究しようとしている。

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３ 単元の指導と評価の計画 (　　７　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（3）

①平氏の滅亡、鎌倉幕府成立の経過や幕府
の支配機構、将軍と御家人との主従関係、
公武的二元支配構造などについて理解す
る。
②北条氏の台頭から、執権政治を確立して
いく過程について理解する。
③地頭・荘官として荘園・公領の支配をし
つつ、戦時には一族を率いて戦った御家人
の生活と御家人による地域支配について土
地制度の仕組みを踏まえ考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

２
（2）

①モンゴル襲来（元寇）の国際的な背景
と、それに対する幕府や朝廷の対応を理解
する。
②モンゴル襲来後の御家人の窮乏と、徳政
令発布などの幕府の対応、御家人の反発に
よる幕府政治の動揺を考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

3
（2）

①武家政権成立期の文化の特色を、国際関
係を踏まえて考察する。
②時代の要請にこたえた新しい仏教の成立
や、それに刺激を受けた旧仏教の改革の動
きなど宗教界の動向を踏まえ、時代の変化
に対応した新しい傾向がみられるように
なったことを理解する。

○ ○ ○



○

１ 単元名： 武家社会の成長

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 日本史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

鎌倉幕府滅亡後の政治権力の推
移と武家の関係、日明貿易の展
開などについて、情報を収集し
て理解している。諸産業や流
通、地域経済が成長したことに
着目し、庶民が台頭し自治の村
が成立したことを理解してい
る。室町時代における多様な文
化の形成や融合について、諸資
料から読み取る技能を身につけ
ている。戦国大名の領国統治の
特徴を理解している。

南北朝の動乱と日本列島の地域
社会の変質や、東アジアの変化
とその影響について、考察し、
表現している。一揆が形成され
広まった背景や一揆の構造につ
いて、考察し、表現している。
室町文化と東アジアとの交流を
多面的・多角的に考察し、根拠
を明らかにして表現している。
戦国時代の地域の多様性を考察
し、表現している。

武家政権の変容や東アジアの
国際情勢の変化などに着目
し、この時期の政治や社会の
特質を見出そうとしている。
室町時代に成立した村の自治
について課題を設定し、主体
的に追究しようとしている。
室町文化の特徴について、鎌
倉時代との比較を通じて類似
点や差異を見出そうとしてい
る。戦国時代を中心とする歴
史の展開に関わる課題を主体
的に追究しようとしている。

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３ 単元の指導と評価の計画 (　　8　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（2）

①鎌倉幕府の滅亡や建武の新政、新政に対
する武士や民衆の反発について考察する。
②建武の新政が崩壊し、南北朝の動乱を経
て室町幕府の成立と体制について理解す
る。
③東アジアとの交流が中世日本にもたらし
た影響について理解する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

２
（2）

①農民が自治組織を形成し、土一揆へと発
展するなかで、幕府の動揺や下剋上の風潮
を考察する。
②諸産業の発達による庶民の台頭を踏まえ
て、中世社会の多様な展開を幅広く理解す
る。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３
（2）

①公家や武家、庶民などの文化の形成や融
合を踏まえて、室町期の文化的な特色につ
いて考察する。
②室町時代の時期ごとの芸術・宗教の特色
や、それらが庶民や地方へ広がっていった
ことを考察する。

○ ○ ○

４
（2）

①戦国大名や、自治的に都市を運営した人
びとの活動について、諸地域の地理的条件
などと関連づけて考察する。
②琉球の文化の形成と地理的特性を理解
し、琉球王国の成立と繁栄の国際的な背景
を考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表



○

１ 単元名： 近世の幕開け

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 日本史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

アジア各地やヨーロッパ諸国と
の交流に関する諸資料から情報
を読み取り、織豊政権の特色や
貿易・対外関係について理解し
ている。安土桃山時代の文化が
幅広い国際性を持ちつつ、生活
文化のなかにとけ込んでいった
ことについて、諸資料から情報
を収集して読み取る技能を身に
つけている。

織豊政権の諸政策の目的や、
ヨーロッパ諸国の進出がアジア
に与えた影響などについて多面
的・多角的に考察し、表現して
いる。豊臣政権による朝鮮出兵
から、対アジア認識を含め一連
の政策のもたらした影響につい
て多面的・多角的に考察し、表
現している。

時代の転換に着目して、中世
から近世の国家・社会の変容
を多面的・多角的に考察する
ことを通じて、時代を通観す
る問いを表現しようとしてい
る。豊臣政権の政策が村落・
都市や対外政策に与えた影響
を多面的・多角的に追究しよ
うとしている。桃山文化の特
徴について、アジア各地の
ヨーロッパ諸国との交流など
に着目して、主体的に追究し
ようとしている。

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３ 単元の指導と評価の計画 (　　4　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（2）

①銀の交易や鉄砲とキリスト教の伝来を、
大航海時代の展開に関連させて世界史的視
野で考察し、中世から近世への時代の転換
を理解する。
②織田信長の統一事業、豊臣秀吉の天下統
一の過程を把握し、織豊政権の特色と意
義、その後の影響について理解する。

○ ○ ○

２
（2）

①豊臣政権の村落や都市の支配、対外政策
から、中世から近世への変化について考察
し、時代を通観する問いを表現する。
②新興の大名や都市の豪商の精神を反映し
た桃山文化について、さまざまな文化財を
もとに時代的背景を踏まえて考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表



○

１ 単元名： 幕藩体制の成立と展開

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 日本史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

幕藩体制下の支配体制や封建的
身分秩序の形成を理解してい
る。寛永期の文化が成立したこ
とについて、読み取る技能を身
につけている。文治政治への転
換から元禄時代・正徳の政治に
至る推移について理解してい
る。産業の発達と交通の整備や
貨幣・金融制度の確立による商
品経済・流通の発達について理
解している。17世紀の文化の特
徴などについて、読み取る技能
を身につけている。

幕藩体制の特質について多面
的・多角的に考察し、表現して
いる。江戸幕府による貿易統
制、禁教の徹底や、琉球・朝
鮮・蝦夷地との交易などについ
て考察し、表現している。人び
との生活や意識がどのように変
化したのかを考察し、表現して
いる。交通や流通の発達と、農
業・工業・商業などの発達を考
察している。近世前期における
文化について、多面的・多角的
に考察し、表現している。

幕藩体制が確立する画期につ
いて、主体的に追究してい
る。江戸幕府の鎖国政策につ
いて、主体的に追究してい
る。幕藩体制が安定していく
なかで、江戸幕府の諸政策を
主体的に追究している。近世
前期における交通・流通の発
達や産業の発達などの様相を
明らかにしている。上方の豪
商との関係性を踏まえ、17世
紀の文化の特色を明らかにし
ている。

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３ 単元の指導と評価の計画 (　　9　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（2）

①江戸幕府が法や制度の整備の下で、幕藩
体制を確立したことについて理解する。
②幕藩体制の確立期の社会を、多面的・多
角的に考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

２
（2）

①幕府がキリスト教禁教と「鎖国」政策を
展開した要因について考察し、「鎖国」体
制下の四つの窓口を通じた対外関係を理解
する。
②寛永期の文化を、幕藩体制成立の時代背
景を踏まえて理解する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３
（2）

①江戸幕府の安定期について、その平和と
秩序の確立の視点で考察する。
②諸藩における政治の安定化や刷新につい
て、その特色を理解する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

４
（2）

①新田開発や農業技術の進歩により、農業
生産がめざましく発達したことを考察す
る。
②流通網が発達した様子や、近世の金融制
度の特徴を理解し、商業の発展と大都市の
形成について考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

５
（1）

①上方の豪商を中心に町人文化が形成され
たことを理解する。
②儒学の特色を理解し、その発達が他の学
問に与えた影響を考察する。

○ ○ ○



○

１ 単元名： 幕藩体制の動揺

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 日本史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

産業の発達、飢饉や一揆の発
生、幕府政治の動揺と諸藩の動
向、幕藩体制の変容や宝暦・天
明期の文化の特色を理解してい
る。幕府権力が衰退する一方で
工場制手工業など近代の萌芽が
みられ、雄藩が出現する過程を
理解している。近世後期の庶民
の生活と文化の特色について、
諸資料から情報を読み取る技能
を身につけている。

米作を基盤とする幕藩体制が動
揺する過程を踏まえ、飢饉や一
揆の発生が幕藩体制に与えた影
響を考察し、表現している。国
際情勢の変化と影響などに着目
して、幕藩体制の動揺について
多面的・多角的に考察し、根拠
を明らかにして表現している。
近世後半の文化の変化をもたら
した原因について多面的・多角
的に考察し、表現している。

幕府・諸藩の政策の変化につ
いて課題を見出し、主体的に
追究しようとしている。飢饉
や一揆への対応、外交政策の
転換などについて、幕府や諸
藩の課題を見出し、主体的に
追究しようとしている。近世
後期に形成された文化につい
て、学問・教育・出版文化や
庶民文化の事例を主体的に追
究しようとしている。

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３ 単元の指導と評価の計画 (　　７　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（2）

①幕府の財政が悪化するなかで実施された
享保の改革や田沼意次の諸政策とその影響
を考察する。
②宝暦・天明期の学問・思想、庶民を担い
手とした新たな文学や美術などについて、
社会の変容や幕藩体制の動揺と関連づけて
考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

２
（3）

①寛政の改革に乗り出した松平定信の諸政
策について、飢饉や一揆の発生を踏まえ考
察する。
②ロシア、イギリスなどの列強の接近に対
し、「鎖国」体制維持のために幕府がおこ
なった諸政策について考察する。
③国際情勢の変化と影響に着目し、幕府権
力がおこなった天保の改革と、藩政改革に
成功した雄藩の改革について考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３
(2)

①化政文化について、学問・思想・教育・
文学・美術の新たな展開に着目し、江戸と
地方の文化的交流にも留意して考察する。
②身近な地域にある記念碑の調査を事例
に、地域の歴史や文化について考察する。

○ ○ ○



○

１ 単元名： 近世から近代へ

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 日本史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

アジア諸国の変化や貿易開始に
関する諸資料から適切に情報を
読み取り、江戸幕府が対外政策
を転換して開国に至る経緯や貿
易のおよぼした影響などを理解
している。政治・経済の変化と
思想への影響などに着目して、
諸資料から適切に情報を読み取
り、幕藩体制の崩壊と新政府の
成立について理解している。

欧米諸国の進出によるアジア諸
国の変化に着目して、日本の政
治や経済などの諸側面の変化な
どを多面的・多角的に考察し、
表現している。日本がどのよう
な契機によって近代の国家・社
会へと向かっていくことになる
のか、近代の特色を探究するた
めの時代を通観する問いを表現
している。

日本の開国に関わる諸事象を
国際的な視点から考察し、開
国のもたらす経済的・社会的
影響について主体的に追究し
ようとしている。幕末の政治
動乱の過程を多角的に考察す
ることを通じて、近代の学習
へのつながりを主体的に見出
そうとしている。

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３ 単元の指導と評価の計画 (　　6　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（3）

①対外政策の変容と開国に至る動き及び締
結された条約の不平等性について考察す
る。
②貿易の実態とその影響による経済の混乱
について考察する。

○ ○ ○

２
（3）

①討幕運動と尊王攘夷、江戸幕府滅亡、新
政府の発足に至る過程を理解し、どのよう
な国家が構想されたか考察する。
②近世から近代への変化について考察し、
時代を通観する問いを表現する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表



○

１ 単元名： 近代国家の成立

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 日本史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

明治政府による中央集権化の諸
政策と士族反乱の終焉、欧米・
アジア諸地域との国際関係、文
明開化の風潮について、諸資料
から情報を読み取って理解して
いる。諸資料から読み取れる地
域社会の変化に着目して、自由
民権運動の展開や大日本帝国憲
法の制定と議会開設に至る過程
を理解している。

諸制度の改革が地域社会にもた
らした変化や諸外国と結んだ条
約の相互比較、欧米の思想・文
化の影響などを多面的・多角的
に考察し、表現している。国内
体制を欧米の水準に合わせるこ
とが改革の前提にあったことを
踏まえ、社会構造の変化や地方
自治の展開について多面的・多
角的に考察し、表現している。

明治維新や文明開化の風潮が
展開する中で生じた様々な課
題や、歴史の展開における画
期についての課題を見出し、
主体的に追究しようとしてい
る。自由民権運動の展開過程
を考察したうえで、日本にお
ける立憲政治の導入がもたら
した課題を主体的に追究しよ
うとしている。

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表

３ 単元の指導と評価の計画 (　　7　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（3）

①明治維新の諸政策、特に廃藩置県・地租
改正・富国強兵・殖産興業政策を通して、
日本の近代化の特徴について考察する。
②欧米の文化・思想の導入や近代化政策に
対する士族反乱・農民一揆の発生と、言論
闘争への転換を理解する。
③明治初期の外交政策から、対欧米外交
と、対朝鮮・清外交の違いについて考察す
る。

○ ○ ○

２
（4）

①自由民権運動を通じて民衆意識も近代化
していったこと、また運動の変容や地域社
会の変化について考察する。
②大日本帝国憲法制定の意義や憲法の性格
を、多角的に考察する。
③資料調査の体験を通して、歴史資料と主
体的に向きあい、文化財を守り伝えること
の意義を考察する。

○ ○ ○

〔思考・判断・表現〕
・ワークシートへの表現
〔知識・技能〕
・定期考査
〔主体的に学習に取り組む態度〕
・生徒の発表



○

１ 単元名： 高校生の読書量を増やすための提案書を書こう

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 現代の国語

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

主張と論拠など情報と情報との
関係について理解している。

① 「書くこと」において、読
み手の理解が得られるよう、
論理の展開、情報の分量や重
要度などを考えて、文章の構
成や展開を工夫している。
② 「書くこと」において、目
的や意図に応じて書かれてい
るかなどを確かめて、文章全
体を整えたり、読み手からの
助言などを踏まえて、自分の
文章の特長や課題を捉え直し
たりしている。

提案書を書くことを通して、
情報の妥当性や信頼性の吟味
の仕方について理解を深め、
伝えたいことを明確にし、文
章の構成や展開を工夫する中
で、自らの学習を調整しよう
としている。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　８　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【知識・技能】
「構成スライド」の記述
の確認

【思考・判断・表現】①
「提案書」の記述の確認

1
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・ 提示された例文を基に情報と情報との
関係について考える。

２
（３）

・ 提案する相手や、提案に必要な情報を
収集する。
・ 内容、構成などをプレゼンテーション
ソフトのスライド機能を用いて入れ替え
ながら整理する。
・ スライドで整理した構成案を基に、提
案書を作成する。

○

○

【主体的に学習に取り組
む態度】
「振り返りシート」の記
述の分析

３
（３）

・ 提案書を生徒間で読み合い、相互評価
を行う。
・ 相互評価シートを基に、提案書を書き
直す。

○

【思考・判断・表現】②
「提案書」及び「相互評
価シート」の記述の分析

４
（１）

・ 書き直した提案書をクラス全体で共有
する。
・振り返りシートにより単元の学習を振
り返る。
・ 振り返りシートを基に、単元の学習で
得た気付きをグループや全体で共有す
る。

○

単元の目標が実現されている姿を観点

毎に作成してください。

学習のまとまりごとにまとめ

て示してください。

また、小単元については、

主な学習活動を簡単に示

すとともに、どの観点で評

設定した評価規準を、単元

のどこで、どのような活動

を通して、どのような評価

資料により見て取るのかが

わかるように作成してくださ

い。



○ 「記録に残す評価」

・ワークシートへの記述内容

・ワークシートへの表現

（問いの表現、課題の考察）

・ワークシートへの表現

・生徒の発表

・成果物（スライド）

４
（４）

【居住・都市問題】
・世界各地で見られる居住・都市問題につ
いて理解し、居住・都市問題の要因や解決
の方向性などを考察する。
【民族問題】
・民族問題・難民問題の現状や要因、解決
の方向性について考察する。

○ ○

◯

・ワークシートへの表現

・ワークシートへの表現

・生徒の発表

・成果物（スライド）

【地球環境問題】
・地球環境問題が起きている位置や分布、
原因などを調べ、ワークシートにまとめ
る。
【資源・エネルギー問題】
・資源・エネルギー問題についての問いを
設定し、各自で考察したことをまとめる。
【人口問題】
・世界各地で見られる人口問題について理
解する。

【食料問題】
・世界の抱える食料問題とその要因を考察
しワークシートに表現する。
・食料問題の解決のために、各国あるいは
国際的に行われている取組について、グ
ループ内でテーマを設定し、考察する。

３
（３）

○

◯

２
（７）

○

○

◯

・ワークシートへの表現（レ

ポートの記述内容）

・ワークシートへの表現

（問いの表現、課題の考察）

・ワークシートへの記述内容

主な学習活動
【世界各地の地球的課題】
・世界各地の地球的課題と、その背景、課
題の解決に向けた国際的な取組や日本の役
割を学ぶことに対して、関心をもつ。

1
（２）

次 知 思 態 評価方法

・世界各地で見られる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に，地球的課題の
各地で共通する傾向性や課題相
互の関連性などについて大観し
理解している。
・世界各地で見られる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に，地球的課題の
解決には持続可能な社会の実現
を目指した各国の取組や国際協
力が必要であることなどについ
て理解している。

・世界各地で見られる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などの地球的課題につい
て，地域の結び付きや持続可能
な社会づくりなどに着目して，
主題を設定し，現状や要因，解
決の方向性などを多面的・多角
的に考察し，表現している。

・地球的課題と国際協力につ
いて、よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題を
主体的に追究しようとしてい
る。

３ 単元の指導と評価の計画 (18)時間扱い

１ 単元名： 地球的課題と国際協力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

２ 単元の目標と評価規準

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理総合

・単元を見通して学び、振り返

るワークシートへの記述内容
５

（２）

【持続可能な社会の実現をめざして】
・地球的課題と国際協力についての学習を
振り返り、ワークシートに表現する。
 

◯ ○



○

１ 単元名： 法的な主体となる私たち（公共Ａ）

指導と評価の計画 教科名： 公民 科目名： 公共

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

憲法の下、適正な手続きに則
り、法や規範に基づいて各人の
意見や利害を公平・公正に調整
し、個人や社会の紛争を調停、
解決することなどを通して、権
利や自由が保障、実現され、社
会の秩序が形成、維持されてい
くことについて理解している。
現実社会の諸課題に関わる諸資
料から、自立した主体として活
動するために必要な情報を適切
かつ効果的に収集し、読み取
り、まとめる技能を身に付けて
いる。

法、政治及び経済などの側面を
関連させ、自立した主体として
解決が求められる具体的な主題
を設定し、合意形成や社会参画
を視野に入れながら、その主題
の解決に向けて事実を基に協働
して考察したり構想したりした
ことを、論拠をもって表現して
いる。

法や規範の意義及び役割につ
いて、よりよい現代社会の実
現を視野に、現代の諸課題を
主体的に解決しようとしてい
る。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　７　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

法とは何かについて理解するともに、望ま
しい法の在り方について学習する。

【知識・技能】
定期考査

２
（２）

精神の自由、身体の自由、経済活動の自由
について理解するとともに、犯罪に因る処
罰や公共の福祉により自由が制限されるこ
ともあることについて学習する。

３
（３）

法の下の平等について理解するとともに、
望ましい平等の在り方について学習する。

○

【知識・技能】
定期考査

４
（４）

社会権や新しい人権（環境権、プライバ
シーの権利、自己決定権）等、20世紀以降
に登場した人権について学習する。 ○

【知識・技能】
定期考査

５
（５）

司法制度について学習する。

○

【思考・判断・表現】
ワークシートの確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシートの確認

６
（６）

契約と法、消費者の権利と責任について学
習する。

○

【知識・技能】
ワークシートの確認

７
（７）

本単元で学んできたことを生かし【単元を
貫く問い】について自らの考えを論述す
る。 ○ ○



○

１ 単元名： 二次関数

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅰ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①二次関数の値の変化やグラフ
の特徴について理解している。
②二次関数の最大値や最小値を
求めることができる。
③二次方程式の解と二次関数の
グラフとの関係について理解し
ている。また、二次不等式の解
と二次関数のグラフとの関係に
ついて理解し、二次関数のグラ
フを用いて二次不等式の解を求
めることができる。

①二次関数の式とグラフとの関
係について、コンピュータなど
の情報機器を用いてグラフをか
くなどして多面的に考察してい
る。
②二つの数量の関係に着目し、
日常の事象や社会の事象などを
数学的に捉え、問題を解決した
り、解決の過程を振り返って事
象の数学的な特徴や他の事象と
の関係を考察したりしている。

①事象を二次関数の考えを用
いて考察するよさを認識し、
問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
②二次関数やそのグラフの性
質を活用した問題解決におい
て、粘り強く考え、その過程
を振り返って考察を深めたり
評価・改善したりしようとし
ている。

３ 単元の指導と評価の計画 (31)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（２）

〇関数
・関数の定義や関数の式 y=f(x) の意味を
理解し、２つの数量の関係を表、式、グラ
フなどを用いて考察できるようにする。

・成果物
・ワークシート
・単元テスト

２
（９）

〇二次関数のグラフ

・関数y=ax2のグラフを平行移動させるこ
とによって様々な二次関数のグラフをか
く。

〇二次関数y=ax2+bx+cのグラフ
・式の変形によって二次関数のグラフをか
くとともに多面的に考察する。
〇二次関数の決定
・振り返りシートに分かったことや疑問な
ど踏まえて、今後の学習の進め方の見通し
を考える。

○

○

○

・成果物
・単元テスト
・振り返りシート

３
（７）

〇二次関数の最大・最小
〇定義域に制限がある場合の二次関数の最
大・最小
・定義域に制限がある場合の二次関数の最
大値、最小値を求める。
・最大・最小に関する身近な問題を二次関
数の問題として捉え、考察する。

〇

〇

・単元テスト
・振り返りシート

４
（11）

〇二次方程式
〇二次関数のグラフとx軸との共有点

・y=ax2+bx+cのグラフとx軸との共有点と

ax2+bx+c=0の解の関係について考察する。
〇二次不等式とその解
〇数学的活動
・身近な問題を関数の問題として捉え，二
次関数を活用して解決する。

〇

・成果物
・ワークシート
・単元テスト

５
（２）

・単元テストに取り組む。
・振り返りシートに分かったことや疑問、
問題の解決に有効であった方法などを記述
する。

○ ○
○



○

・「ワークシート」の記述

５
（２）

〇弦の振動
・弦の固有振動を扱い、これまでに学習し
た内容と関連付けて課題を解決しようとす
る。

〇 ・「ワークシート」の記述

６
（２）

〇気柱の共鳴
・気柱の共鳴に関する実験を扱い、これま
でに学習した内容と関連付けて、実験の結
果を考察し、表現する。

〇

・「ワークシート」の記述

３
（３）

〇重ね合わせの原理
・波の重ね合わせ、波の反射、定在波を扱
い、波形の観察及び作図を通して、波の基
本的な性質を理解する。

〇
・「ワークシート」の記述
・「行動観察」

４
（２）

〇音の性質
・身の回りの音を扱い、音の要素につい
て、波の要素と関連付けて理解し、音の性
質と波の要素を関連付けて表現する。

〇

1
（１）

〇波の現象
・身の回りにある波の現象を観察し、波の
伝わり方及び波の要素について理解する。

２
（３）

〇波の表し方
・水平に張ったつるまきばねの一端を振動
させる実験を行い、波の表し方について理
解する。

評価方法

波を日常生活や社会と関連付け
ながら、波の性質、音と振動に
ついての基本的な概念や原理・
法則などを理解しているととも
に、科学的に探究するために必
要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。

波について、観察、実験などを
通して探究し、波における規則
性や関係性を見いだして表現し
ている。

波に主体的に関わり、見通し
をもったり振り返ったりする
など、科学的に探究しようと
している。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　13　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態

１ 単元名： 波

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理基礎



○

※単元の評価規準の丸数字は、全ての単元の評価規準にて振った番号通りのため、数字が順番
　になっていません。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　20　　)時間扱い 「記録に残す評価」

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学
習に取り組

む態度
〇知識
①球技では、各型の各種目の局
面ごとに技術や戦術、作戦の名
称があり、それぞれの技術、戦
術、作戦には、攻防の向上につ
ながる重要な動きのポイントや
安全で合理的、計画的な練習の
方法があることについて、学習
した具体例を挙げている。
④競技会で、ゲームのルール、
運営の仕方や役割に応じた行動
の仕方、全員が楽しむための
ルール等の調整の仕方などがあ
ることについて、学習した具体
例を挙げている。

〇技能
①サービスでは、ボールに変
化をつけて打つことができ
る。
④変化のあるサーブに対応し
て、面を合わせてレシーブす
ることができる。
⑦ボールをコントロールし
て、ネットより高い位置から
相手側のコートに打ち込むこ
とができる。
⑩相手の攻撃の変化に応じ
て、仲間とタイミングを合わ
せて守備位置を移動すること
ができる。

①課題解決の過程
を踏まえて、チー
ムや自己の新たな
課題を発見してい
る。
⑦体力や技能の程
度、性別等の違い
を超えて、仲間と
ともに球技を楽し
むための調整の仕
方を見付けてい
る。

④一人一人
の違いに応
じたプレイ
などを大切
にしようと
している。
⑥危険の予
測をしなが
ら回避行動
をとるな

ど、健康・
安全を確保
している。

１ 単元名： ネット型：バレーボール

指導と評価の計画 教科名： 保健体育 科目名： 体育

単元の目標が実現されている

姿を観点毎に作成してください

学習のまとまりごとにまとめて示して

ください。

Excelで直接作成しても構いません。

設定した評価規準を、単元のどこで、

どのような活動を通して、どのような

評価資料により見て取るのかがわか

るように作成してください。

「体育」には、学びに向かう力、

人間性等の指導内容を踏まえ



○
３ 単元の指導と評価の計画 (　　４　　)時間扱い

「記録に残す評価」

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学
習に取り組

む態度
① 適切な応急手当は、傷害や疾病の悪化を防いだり、傷害
者の苦痛を緩和したりすること、また、自他の生命や身体を
守り、不慮の事故災害に対応できる社会をつくるには、一人
一人が適切な連絡・通報や運搬も含む応急手当の手順や方法
を身に付けるとともに、自ら進んで行う態度が必要であるこ
と、さらに、社会の救急体制の整備を進めること、救急体制
を適切に利用することが必要であることについて、理解した
ことを言ったり書いたりしている。
② 日常生活で起こる傷病や、熱中症などの疾病の際には、
それに応じた体位の確保・止血・固定などの基本的な応急手
当の方法や手順があることについて、実習を通して理解した
ことを言ったり書いたりしているとともに、応急手当ができ
る。
③ 心肺停止状態においては、速やかな気道確保、胸骨圧
迫、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用などが必要である
こと、及び方法や手順について、実習を通して理解したこと
を言ったり書いたりしているとともに、ＡＥＤなどを用いて
心肺蘇生法ができる。

① 応急手当につ
いて、課題を発見
し、その解決を目
指し、習得した知
識や技能を事故や
災害で生じる傷害
や疾病に関連付け
て、悪化防止のた
めの適切な方法を
話し合ったり、
ノートなどに記述
したりして、筋道
を立てて説明して
いる。

①応急手当
の意義、日
常的な応急
手当、心肺
蘇生法につ
いて、課題
の解決に向
けての学習
に主体的に
取り組もう
としてい
る。

１ 単元名： 応急手当

指導と評価の計画 教科名： 保健体育 科目名： 保健

単元の目標が実現されている姿

を観点毎に作成してください。

学習のまとまりごとにまとめて示

してください。

「保健」については、他教科と同

様の形式で単元計画を作成

することも可能です。作成しやす

い形式で作成してください。

ここでは「体育」と同様の形式で

作成しています。

設定した評価規準を、単元のどこ

で、どのような活動を通して、どの

ような評価資料により見て取るの

かがわかるように作成してくださ

い。



○

１ 題材名：
日本の伝統的なお囃子（祭囃子）を体験しよう！
　Ａ表現（２）器楽
　[共通事項]（１）音色、リズム、旋律、強弱、速度

指導と評価の計画 教科名： 芸術（音楽） 科目名： 音楽Ⅰ

２ 題材の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

曲想と楽器の音色や奏法との関
わりについて理解している。
【知識・器楽イ(ｲ)】

創意工夫を生かした器楽表現を
するために必要な、他者との調
和を意識して演奏する技能を身
に付け器楽で表している。
【技能・器楽ウ(ｲ)】

音色やリズム、旋律、強弱、
速度を知覚し、それらの働き
を感受しながら、知覚したこ
とと感受したこととの関わり
について考え、どのように演
奏するかについて表現意図を
もっている。

和楽器の音色や奏法の特徴と
表現上の効果との関わりや、
他者との調和を意識して演奏
することに関心を持ち主体
的・協働的に器楽の学習に取
り組もうとしている。

３ 題材の指導と評価の計画 (　　７　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知技 思 態 評価方法

1
（１）

・１学期に篠笛で演奏した「神田丸」や、
唱歌について復習する。

・お囃子（祭囃子）の概要や様々な地域の祭
囃子について学習する。
・和太鼓やチャンチキ等の日本の打楽器に触
れ、どのような音が出るのかを実際に体験す
る。

・「神田丸」の旋律とともに一定のリズムで
和太鼓等を演奏し、お囃子の合奏を行う。

２
（１）

・３～５名程度のグループを編成し、「神田
丸」を一部活用したオリジナルの祭囃子を創
作するための楽器編成、役割分担、目的や手
順の確認を行う。

・和太鼓等の打楽器の基本的な奏法について
学習する。

ワークシート（知・思）

３
（１）

・四拍子のリズムパターンを練習し、オリジ
ナルの祭囃子で使用するリズムを決定する。

４
（１）

・篠笛の特殊奏法や、創作で使用する音階に
ついて学習する。

・四拍子の旋律パターンを練習し、決定した
リズムにのせる旋律を新たに作る。

知
〇

〇

演奏（技）
ワークシート（態）

５
(２)

・前時までに創作したリズムと旋律を組み合
わせてグループごとに合奏練習を行う。

・中間発表を行う。

・曲に相応しい速度、音色、強弱等について
話し合い、工夫した点についてワークシート
にまとめ、演奏で表現する。

〇

ワークシート(思)

６
（１）

・オリジナルの祭囃子をグループごとに発表
する。

・他のグループの演奏を聴き、表現の違いや
共通点など感じ取ったことをワークシートに
記入する。

技
〇

〇

題材の目標が実現されている姿を観点

毎に作成してください。

②で作成した目標の文末を「～している

学習のまとまりごとにまとめて示してください。

また、小単元については、主な学習活動を簡単に示す

とともに、どの観点で評価するのかを〇で示します。

設定した評価規準を、単元のどこで、どのような活動を

通して、どのような評価資料により見て取るのかがわか

１～3時間目は、

観察やワークシー

トなどから、「指導

に生かす評価」を

積み重ねていきま

す。

[共通事項]

指導に当たっては様々な要素が関連し合

って音楽が形づくられていることに十分留



○

 

１ 題材名： 毎日使いたいスプーン（木彫によるカトラリーデザイン）

指導と評価の計画 教科名： 芸術（美術） 科目名： 美術Ⅰ

２ 題材の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知　形や材料などの性質及びそ
れらが感情にもたらす効果、造
形的な特徴などを基に、全体の
イメージや作風などで捉えるこ
とを理解している。

技　意図に応じて木材や彫刻刀
などの材料や道具の特性を生か
すとともに、表現方法を創意工
夫し、目的や計画を基に見通し
をもって創造的に表している。

発　誰が使うのか、何を食べる
のかという目的や条件、美しさ
などから主題を生成し、デザイ
ンが持つ機能や効果、木彫の特
性などについて考え、創造的な
表現の構想を練っている。

鑑　カトラリーの目的や機能と
の調和の取れた洗練された美し
さなどを感じ取り、作者の心情
や意図と創造的な表現の工夫な
どについて考え、見方や感じ方
を深めている。

態表　主体的に使う人や食べ
るものの特徴に合わせた目的
や機能などを基にした表現の
創造活動に取り組もうとして
いる。

態鑑　目的や機能との調和の
取れた洗練された美しさを感
じ取り、作者のデザインの意
図などについて考え、見方や
感じ方を深める鑑賞の創造活
動に取り組もうとしている。

・ワークシート
・発言の内容
・活動の様子

３ 題材の指導と評価の計画 (　　15　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

【鑑賞①】
・日常で使用しているスプーンを鑑賞す
　る。
・鑑賞したことから感じたことや考えたこ
　とをワークシートにまとめる。
・グループで気付いたことなどを意見交換
　する。
・題材の目標や作業の手順などを確認し、
　制作の見通しを持つ。

○
鑑

○
態鑑

・制作途中の作品
・活動の様子
・ワークシート

２
（４）

【発想や構想】
・自身の考えやグループでの意見交換で得
　た新たな視点などから主題を生成する。
・生成した主題を基に構想し、アイデアス
　ケッチを描いて工作用紙で試作する。
・デザインの意図や方向性、試作を中間発
　表する。
・中間発表でのアドバイスなどをもとに最
　終デザインを決定する。

○
発

・ワークシート
・アイデアスケッチ
・発言の内容

３
（８）

【制作】
・決定したデザインを基に図面を描く。
・図面を木材に描き写し、木材や道具の特
　性を生かして、スプーンを彫り、磨く。

○
技

○
態表

・ワークシート
・アイデアスケッチ
・完成作品
・活動の様子の記録

４
（２）

【鑑賞②】
・完成した作品を相互鑑賞する。全体に向
　けて作品のプレゼンテーションを行い、
　感想カードの交換を行う。

○
態鑑

・ワークシート
・発言の内容

＜授業外：題材の終了後＞

※完成作品や記録を確認し、必要に応じて
　評価を修正する。

○
知
技

○
発
鑑

単元の目標が実現されている姿を観点

毎に作成してください。

学習のまとまりごとにまとめて示してください。

また、小単元については、主な学習活動を簡単に示すと

ともに、どの観点で評価するのかを〇で示します。

設定した評価規準を、単元のどこで、どのような活動を

通して、どのような評価資料により見て取るのかがわか

るように作成してください。

知など、□でくくられているが

、【】に統一してよいか



○

１ 題材名： 私だけの紋を染める（糊置きによる手ぬぐい型染め）

指導と評価の計画 教科名： 芸術（工芸） 科目名： 工芸Ⅰ

２ 題材の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【知】形や色彩、素材、光等の
性質やそれらが感情にもたらす
効果、造形的な特徴などを基
に、全体のイメージや作風など
で捉えることを理解している。

【技】染色の制作方法を踏ま
え、意図に応じて染料などの材
料や用具を生かすとともに、手
順や技法を吟味し、見通しを
もって創造的に表している。

【発】自然や素材、自己の思い
などから独創的な文様を心豊か
に発想するとともに、手ぬぐい
の用途と文様の美しさの調和を
考え、日本の伝統的な染色の表
現のよさなどを生かした制作の
構想を練っている。
【鑑】身近な生活の視点に立っ
て染物のよさや美しさを感じ取
り、作者の心情や意図と染色の
制作過程における工夫や素材の
生かし方、技法などについて考
え、見方や感じ方を深めてい
る。

【態表】主体的に身近な生活
の視点に立って、自然や素
材、自己の思いなどから生活
を心豊かに演出する表現の創
造活動に取り組もうとしてい
る。
【態鑑】主体的に身近な生活
の視点に立って作品のよさや
美しさを感じ取り、作者の心
情や意図と染色の制作過程に
おける工夫や素材の生かし
方、技法などについて考え、
見方や感じ方を深める鑑賞の
創造活動に取り組もうとして
いる。

・発言の内容
・ワークシート
・活動の様子

３ 題材の指導と評価の計画 (　　16　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（２）

【鑑賞①】
・様々な染物の作品や伝統文様、家紋な
　どを鑑賞する。
・鑑賞したことから感じたことや、考え
　たことをワークシートにまとめる。
・グループで気付いたことなどを意見交
　換する。
・題材の目標や作業の手順などを確認
　し、制作の見通しを持つ。

○
鑑

○
態鑑

・制作途中の作品
・活動の様子
・ワークシート

２
（４）

【発想や構想】
・自然や自身の趣味などから、手ぬぐい
　に染め抜くオリジナルの紋をデザイン
　し、アイデアスケッチをする。
・紋のデザインをグループで共有して、
　意見交換する。
・用の美を考えながら紋の大きさや配
　置、染めの濃淡などの構想を練る。

○
発

・ワークシート
・アイデアスケッチ
・発言の内容

３
（８）

【制作】
・型紙を制作する。
・型を用いて糊置きし、乾かす。
・染液に浸けて染め、媒染し、乾燥さ
　せる。

○
技

○
態表

・ワークシート
・アイデアスケッチ
・完成作品
・活動の様子の記録
・レポート

４
（２）

【鑑賞②】
・完成した作品を相互鑑賞する。 ○

態鑑

・ワークシート
・発言の内容

＜授業外：題材の終了後＞
・自宅でてぬぐいを洗濯後、実際に使用
　し、使い心地や使った際の気持ちなど
　をレポートにまとめる。

○
知
技

○
発
鑑



○

・活動観察
・途中経過の作品Ⅱ
・ワークシート

４
（２）

○ 返却された作品のコメントを読みなが
ら、更に作品を制作し、清書を制作する。
○ 互いに別の班員の作品を鑑賞する。
○ この課題全体を通して振返る。

○ ○ ○
・活動観察
・清書作品
・ワークシート

３
（２）

○ 返却された作品のコメントを読みなが
ら、更に作品を制作する。
○ 班別に批評会を行う。
○ 批評会を受けて、考えた工夫を作品に
記入し、更に作品を制作する。

○ ○

・活動観察
・草稿作品
・ワークシート

２
（２）

○実際のサイズの紙に制作する。
○班別に批評会を行う。
○批評会を受けて、どうしていくかを作品
に記入し、更に作品を制作する。 ○ ○ ○

・活動観察
・途中経過の作品Ⅰ
・ワークシート

1
（２）

○ 校歌の指定部分のうち、どれを作品化
するか決める。
○ 紙のサイズを決める。
○ 草稿を作成する。

○

２ 単元の目標と評価規準

３ 単元の指導と評価の計画 (８)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【Ａ 表現】
①蘭亭序や現代の書の表現と用
筆・運筆との関わりについて理
解している。
②意図に即した効果的な表現、
漢字と仮名の調和した線質によ
る表現の技能を身に付けてい
る。
【Ｂ 鑑賞】
➂線質、字形、構成等の要素と
表現効果について理解してい
る。

【Ａ 表現】
①漢字と仮名の調和した字形、
文字の大きさ、全体の構成、意
図に基づいた表現について構想
し工夫している。
【Ｂ 鑑賞】
②作品の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味
わって捉えている。

【Ａ 表現】
①自身の表現の意図に基づく
表現、蘭亭序の書風を生かし
た表現の学習活動に主体的に
取り組もうとしている。
【Ｂ 鑑賞】
②書のよさや美しさを感受
し、作品や書の意味や価値に
ついて考えながら、鑑賞の学
習活動に主体的に取り組もう
としている。

１ 単元名： 漢字仮名交じりの書の制作 〜蘭亭序の書風を生かして〜 

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 芸術 科目名： 書道Ⅰ



外国語「指導と評価の計画」の様式は別途あり



○

１ 単元名： 子供の生活と保育

指導と評価の計画 教科名： 家庭 科目名： 家庭基礎

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

乳幼児期の心身の発達と生
活、親の役割と保育、子供を
取り巻く社会環境、子育て支
援について理解しているとと
もに，乳幼児と適切に関わる
ための基礎的な技能を身に付
けている。

子供の健やかな発達のために親
や家族及び地域や社会の果たす
役割の重要性について問題を見
いだして課題を設定し、解決策
を構想し、実践を評価・改善
し、考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして
課題を解決する力を身に付けて
いる。

様々な人々と協働し、よりよ
い社会の構築に向けて、子供
の生活と保育・福祉につい
て、課題の解決に主体的に取
り組んだり、振り返って改善
したりして、地域社会に参画
しようとするとともに、自分
や家庭、地域の生活の充実向
上を図るために実践しようと
している。

３ 単元の指導と評価の計画 ( ８ )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1

・単元の目標を確認し、単元を貫く課題に
対する学習前の考えを記入する。
【子供の世界を知る】
・子供のものごとの感じ方を理解し、子供
との適切な関わり方を考える。

・活動観察
・ワークシート
・定期テスト

2

【子供の発達】
・乳幼児の心身の発達の特徴について理解
する。 ○

・活動観察
・ワークシート
・定期テスト

3

【子供の生活】
・子供の遊びの重要性や生活習慣の形成、
健康管理、安全管理について理解する。 ○

・ワークシート

4

【子供の権利と福祉】
・子供の権利と福祉、国や地域での支援に
ついて理解し、子供にとって適切な保育環
境とはどのようなものか考える。

○ ○

・活動観察
・ワークシート
・定期テスト

5

【単元のまとめ】
これまでの学習を踏まえて、【単元を貫く
課題】に対する自分の考えと自己評価を
ワークシートに記入する。

○ ○



○

１ 単元名： 情報社会の問題解決

指導と評価の計画 教科名： 情報 科目名： 情報Ⅰ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①情報やメディアの特性を踏ま
え、情報と情報技術を活用して問
題を発⾒・解決する⽅法を⾝に付
けている。
②情報に関する法規や制度、情報
セキュリティの重要性、情報社会
における個⼈の責任及び情報モラ
ルについて理解している。
③情報技術が⼈や社会に果たす役
割と及ぼす影響について理解して
いる。

①⽬的や状況に応じて、情報と情
報技術を適切かつ効果的に活用し
て問題を発⾒・解決する⽅法につ
いて考えている。
②情報に関する法規や制度及びマ
ナーの意義、情報社会において個
⼈の果たす役割や責任、情報モラ
ルなどについて、それらの背景を
科学的に捉え考察している。
③情報と情報技術の適切かつ効果
的な活用と望ましい情報社会の構
築について考察している。

①情報社会の問題を発⾒するこ
とを通して、より広く深い学び
に取り組み、情報と情報技術を
適切かつ効果的に活用しようと
している。
②情報モラルに配慮して情報社
会に主体的に参画しようとして
いる。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　12　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

○情報社会における問題
・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・ 情報社会の問題についてまとめ、発表
する。

【態】①②
【思】①②
発表(及びその周辺情報）
の分析

２
（３）

○問題の定義と問題解決の進め⽅
・「情報」や「問題」という言葉の定義を
理解し問題を発⾒し、問題の明確化を⾏
う。
・アイデアを⽣み出す⽅法、アイデアをま
とめる⽅法について、実際に体験しながら
学ぶ。

３
（３）

【実習】＜現在の情報システム＞
・スマートフォン等、身近な題材を取り上
げ、問題や情報モラルについて科学的に捉
え、解決策を考える。
・図解による解決策、数値による解決策に
ついて、体験する。

○

【態】①②③
【思】①②③
発表（及びその周辺情報）
の分析

４
（３）

○グラフと情報リテラシー

○情報技術の進展に伴う⼈間の⽣活や社会
への影響

○これからの情報社会 〇

○

〇

【思】①② 

【態】③
発表(及びその周辺情報)の
分析
【知】③　ワークシート

５
（２）

○単元のまとめ
・地域に向けたSNS講座を企画・提案す
る。

〇 ○



【態】①②③
【思】①②③
発表（及びその周辺情報）
の分析

５
（２）

○単元のまとめ
・地域に向けたSNS講座を企画・提案す
る。

〇 ○



○

指導と評価の計画 教科名： 理数（共通教科） 科目名： 理数探究基礎

１ 単元名： 探　究　活　動

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①観察､実験､調査等について
の基本的な技能を身に付けて
いる。
②探究した結果をまとめ､発
表するための基本的な技能を
身に付けている。

①数学的な見方・考え方や理科
の見方・考え方を組み合わせる
などして課題を設定するための
基礎的な力を身に付けている。
②探究した結果をまとめ、適切
に表現している。

①様々な事象や課題に知的好奇心を
もって向き合い、粘り強く考え行動
し、課題の解決に向けて挑戦しよう
としている。

３ 単元の指導と評価の計画 (  ７  )時間扱い
「記録に残す評価」

思①　ワークシートの記述を分析
し、課題を設定するための基礎的
な力を身に付けているか見取る。

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(2)

【課題の設定】
◆課題の設定

〇

知②　探究した結果を報告書とし
てまとめるために必要な技能が身
に付いているか。
思②　他者に伝えるべき内容につ
いて、データの整理と処理を行う
などして適切に表現しているか。
主①　様々な事象や課題に知的好
奇心をもって向き合い、次の探究
の過程へのイメージをもつことが
できたか。

2
(3)

【課題解決の過程】【分析・考察・推論】
◆調査結果の処理と考察・推論

〇
知①　観察・実験・調査について
の基本的な技能が身に付いている
か探究ノートの記述から見取る。

3
(2)

【表現・伝達】
◆報告書の作成

◆探究の振り返り

〇 〇

〇

・身近な事象等から数量として捉えられるも

のを見いだす。

・標本を抽出し統計的に処理するなどして傾

向や特徴を見いだす。

・数学や理科などに関する検証可能な課題を

設定する。

・データの整理を行い、結果を分析する。

・結果の妥当性を検討し、先行研究や理論等

も考慮し、考察・推論する。

・報告書として必要な要素を盛り込みながら

作成する。

・探究の過程を振り返り、次の探究の過程へ

のイメージをもつ。



○

１ 単元名： 農業と環境を学ぶ

指導と評価の計画 教科名： 農業 科目名： 農業と環境

２ 単元の目標と評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（ア）農業学習の特質や、農業
と環境に関するプロジェクト学
習の意義、及び方法と進め方に
ついて理解しているとともに、
関連する技術を身に付けてい
る。
（イ）学校農業クラブ活動の組
織と内容及び活動の方法につい
て理解しているとともに、関連
する技術を身に付けている。

（ア）農業と環境に関する課題
を発見し、プロジェクト学習に
より、科学的な根拠に基づいて
創造的に解決している。
（イ）学校農業クラブ活動に関
する課題を発見し、科学的な根
拠に基づいて創造的に解決して
いる。

（ア）農業と環境について自
ら学び、プロジェクト学習に
必要な情報収集と分析につい
て、主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。
（イ）学校農業クラブ活動に
ついて自ら学び、主体的かつ
協働的に取り組もうとしてい
る。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　８　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

・ワークシート
・活動観察

1
（２）

○農業学習とは何か
・農業と環境とのかかわりについて

○
・小テスト
・ワークシート

２
（３）

○農業と環境の学び方
・農業学習の方法をグループで話合う
・農業学習におけるプロジェクト学習

○ ○ ○

・定期考査
・ワークシート
・活動観察

※単元の設定は、学習指導要領上の「指導項目」を複数組み合わせる構成となることも考えら
れます。（各校の実状にあわせて設定して下さい。）複数組み合わせた場合、目標（評価規
準）も複数となりますが、1つの文章としてまとめることも可能です。

３
（３）

○学校農業クラブ活動

○ ○ ○



○

１ 単元名： 三相交流

指導と評価の計画 教科名： 工業（電気） 科目名： 電気回路

２ 単元の目標と評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

三相交流について電流，電圧と
それら電気的諸量の相互関係と
量的に取扱う方法や電気的諸量
を計算により処理する方法など
を踏まえて理解するとともに，
関連する技術を身に付けてい
る。

三相交流の電流，電圧及び相互
関係に着目して，三相交流の結
線方法に関する課題を見いだす
とともに解決策を考え，科学的
な根拠に基づき結果を検証し改
善している。

三相交流について自ら学び，
電流，電圧，及び相互関係な
どを工業技術と関連付けた工
業生産への活用に主体的かつ
協働的に取り組もうとしてい
る。

３ 単元の指導と評価の計画 (　10　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

【学習の見通しを持つ】
・単元の目標の確認
・学習活動流れを理解する
・三相交流回路の基礎事項を理解する

・ワークシート
・活動観察

２
（１）

【三相交流の発生と表し方を理解する】
・波形図やベクトル図を作図

○ ○

・ワークシート
・成果物

３
（１）

【三相交流回路の電圧と電流の利点につい
て説明する】
・電気的諸量を読み取る。
・グループワークを通じて三相交流回路の
特長について考え、表現する。

○ ○

・ワークシート
・活動観察

４
（１）

【これまで学習の振返り】
・課題解決の方法について考える。

○

・ワークシート
・授業観察

５
（５）

【Y-Y回路，Y-Δ回路，Δ-Δ回路，Δ‐Y
回路について線間電圧と相電圧，線電流と
相電流の関係】
・電流値、電圧値及び抵抗値などを計算す
る。

【負荷のインピーダンス交換について】
・インピーダンスの値を計算する。

○ ○

６
（１）

【単元の学習を振返る】
・グループワーク等により三相交流回路の
考え方について理解を深める。

○

・活動観察



○

１ 単元名： 企業の形態と組織

指導と評価の計画 教科名： 商業 科目名： ビジネス基礎

２ 単元の目標と評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

企業の形態と組織について経済
社会における事例と関連付けて
理解している。

企業の形態と組織に関する課題
を発見し、科学的な根拠に基づ
いて課題への対応策を考案して
いる。

企業の形態と組織について自
ら学び、企業活動に関する事
例などを踏まえ、企業活動に
主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

・ワークシート
・小テスト

３ 単元の指導と評価の計画 (　　６　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

【社会における企業の役割にはどのような
ものがあるか。】
○企業の役割や起業家精神、ビジネスの創
造について

○

・ワークシート
・活動観察

２
（２）

【企業の経営や組織での課題について、ど
のような改善方法があるか。】
○企業の経営理念や企業倫理をインター
ネットで調べ、考察する。

○

・ワークシート

３
（３）

【企業が持続可能な成長をするために必要
なことはどのようなことか。】
○ある企業の競争戦略を調べ、グループで
話し合う。

〇



○

１ 単元名： 水産や海洋における情報技術の応用

指導と評価の計画 教科名： 水産 科目名： 海洋情報技術

２ 単元の目標と評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

海洋に関する環境情報や海洋の
観測・測量システム、ICT利活
用について、基礎的な内容を理
解するとともに、関連する技術
を身に付けている。

海洋に関する環境情報や海洋の
観測・測量システム、ICT利活
用について課題を発見し、合理
的かつ創造的に解決しようとし
ている。

海洋に関する環境情報や海洋
の観測・測量システム、ICT
利活用について自ら学び、主
体的かつ協働的に取り組もう
としている。

３ 単元の指導と評価の計画 (６)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

・ワークシート
　自ら調べ、理解した内容
をまとめる。
・定期考査
　基礎的な知識を理解して
いる。
・ワークシート
　情報に関連した身近なト
ラブルについて考察し、分
かりやすく表現している。
・ワークシート
　単元の学びを振り返り、
学習状況を把握するととも
に、自らの学習の進め方に
ついて考えようとしてい
る。

1
（２）

【水産業や海洋関連産業と情報技術の関わ
りについて理解を深め、その課題について
考察する。】

○

○

○

・ワークシート
　自ら調べ、理解した内容
をまとめる。
・定期考査
　基礎的な知識を理解して
いる。
・ワークシート
　水産海洋への影響を考察
し、分かりやすく表現して
いる。
・定期考査
　自ら考察した内容をまと
めることができる。
・ワークシート
　グループワーク等をとお
して、他者の考えを整理
し、協働的に学ぼうとして
いる。

２
（４）

【情報セキュリティと情報モラルについて
理解を深め、その課題について考察す
る。】

○

○

○



○

１ 単元名： 看護における倫理

指導と評価の計画 教科名： 看護 科目名： 基礎看護

２ 単元の目標と評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【知識】看護の職業倫理に関す
る基礎的・基本的な知識を理解
している。
※本単元の特性上、「知識」の
み記載する

看護の本質に関わる課題を発見
し、倫理観を踏まえて解決策を
見いだしている。

看護の本質を深く理解するた
めに自ら学び、人々の健康の
保持増進を目指して主体的か
つ協働的に取り組もうとして
いる。

・ワークシート
・小テスト
・活動観察

３ 単元の指導と評価の計画 (　　５　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

【看護の職業倫理とは？】
○看護の職業倫理に関する基礎的・基本的
な知識を理解する。 ○

・活動観察
・ワークシート

２
（２）

【看護実践場面での倫理的課題とはどんな
ことか？】
○倫理的ジレンマについて、分析し、考察
する。

○

・ワークシート

３
（２）

【「看護における倫理の原則」「看護者の
倫理綱領」を活用して事例の倫理的ジレン
マを考察する。】
○事例から「患者・家族にとって良い看護
とは」をグループで話し合い、発表する。 〇 〇



○

１ 単元名： 社会福祉の理念と意義

指導と評価の計画 教科名： 福祉 科目名： 社会福祉基礎

２ 単元の目標と評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生活や自立の概念、日常生活と
福祉、社会福祉理念の変遷など
について理解しているととも
に、関連する技術を身に付けて
いる。

社会福祉の理念や意義、尊厳の
保持や自立支援などに関する課
題を発見し、職業人に求められ
る倫理観を踏まえ科学的な根拠
に基づいて創造的に解決しよう
としている。

社会福祉の理念や意義、尊厳
の保持や自立支援などについ
て自ら学び、主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。

・ワークシート
・定期考査

３ 単元の指導と評価の計画 (５)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（２）

【少子高齢化と人口減少社会の到来】
○少子高齢社会と人口減少社会について理
解を深め、その課題について考察する。 ○ ○

・ワークシート
・定期考査

２
（１）

【地域社会の変化】
○都市問題や過疎化、市町村合併について
理解し、地域の課題について考察する。

○
・ワークシート
・定期考査

３
（２）

【生活の変化】
○家族の多様化及び女性の職場進出につい
て理解を深め、関連するサービスについて
考察する。

○ ○ ○



３ 内容のまとまりにおける指導と評価の計画

題材（あるいは議題） 主な学習活動

「よりよい高校生活を送る
ために」

・「キャリア・パスポート」を活用して、中学校３年間を客観的に
振り返り、高校３年間で身に付けたい力と具体的な目標を明確にす
る。
・話合いを通して考えた目標について、グループで共有し、今年１
年間の目標を決める。
・「キャリア・パスポート」を活用して、定期的に自分自身の活動
及び取組を客観的に振り返り、整理する。
・「キャリア・パスポート」を活用して、今年１年間の活動及び取
組について客観的に振り返って共有し、自己の良さや課題を見いだ
す。

２ 内容のまとまりの評価規準

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

①社会の中で自分の役割を果た
しながら、自分らしい生き方を
実現していくことの意義を理解
している。
②現在の学習と将来の社会・職
業生活とのつながりを考えるた
めに、必要な知識及び技能を身
に付けている。

①現在の自己の学習に関する課
題、及び将来の在り方や生き方
や進路についての課題を見いだ
している。
②主体的に学習に取り組み、働
くことや社会に貢献すること、
自己の将来について、適切な情
報を収集して考え、意思決定し
て実践している。

①将来の生き方を描き、現在
の生活や学習の在り方を振り
返ろうとしている。
②働くことと学ぶことの意義
を意識し、社会的・職業的自
立に向けて、現在及び将来の
生活を改善しようとしてい
る。

１ 内容のまとまり： ホームルーム活動（３）一人一人のキャリア形成と自己実現

指導と評価の計画 特別活動



「総合的な探究の時間」は、

「総合的な探究の時間」指導計画を使用する



○ 「記録に残す評価」

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題

２
（２）

【ヴェルサイユ体制と国際協調】
・国際連盟の成立と国際協調の機運の高ま
りについて，ヨーロッパ諸国を相互に比較
しながら，その経緯を考える。
・第一次世界大戦後にはどのような国際体
制が構築されたのか理解する。

〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

３
（２）

【アジアのナショナリズムの台頭】
・アジアのナショナリズムの台頭に，イギ
リス・フランス・日本などの政策はそれぞ
れどのような影響を及ぼしたのか考察す
る。
・インド独立運動におけるヒンドゥーとイ
スラームの関係について，ガンディーの思
想を踏まえながら理解する。

〇 〇

評価方法

1
（３）

【第一次世界大戦】
・総力戦体制が列強および植民地に与えた
影響について考える。
・ソヴィエト連邦はどのようにして成立し
たのか理解する。

〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

３ 単元の指導と評価の計画 (７)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

第一次世界大戦とロシア革命，
ヴェルサイユ・ワシントン体制
の形成，アメリカ合衆国の台
頭，アジア・アフリカの動向と
ナショナリズムなどを基に，第
一次世界大戦の展開と諸地域の
変容を構造的に理解している。

第一次世界大戦と大戦後の諸地
域の動向に関わる諸事象の背景
や原因，結果や影響，事象相互
の関連，諸地域相互のつながり
などに着目し，諸資料を比較し
たり関連付けたりして読み解
き，第一次世界大戦後の国際協
調主義の性格，アメリカ合衆国
の台頭の要因，アジア・アフリ
カのナショナリズムの性格など
を多面的・多角的に考察し，表
現している。

第一次世界大戦の展開と諸地
域の変容について，よりよい
社会の実現を視野に課題を主
体的に追究，解決しようとし
ている。

１ 単元名： 第一次世界大戦と諸地域の変容

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 世界史探究



○ 「記録に残す評価」

４
（４）

【戦後の変革と冷戦のはじまり】
・国際連盟と国際連合の違いについて，意
志決定機関や武力制裁の有無などの観点を
理解する。
・冷戦がはじまった経緯を理解するととも
に，それがヨーロッパ・アジア各地にどの
ような影響を与えたのかを考える。
・朝鮮戦争がその後の世界史にどのような
意義をもったか，冷戦構造の変化や朝鮮半
島情勢の経過をふまえて主体的に追究す
る。

〇 〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

２
（２）

【満洲事変日中戦争】
・日本が中国にどのように進出しようとし
たのか，満洲事変から日中戦争に至る過程
を理解する。
・中国・日本・国際連盟のそれぞれの立場
から，どのようにすれば日中戦争の勃発を
防ぐことができたかを歴史的事実を根拠に
しながら推論し，主体的に追究する。

〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

３
（６）

【第二次世界大戦】
・第二次世界大戦はどのように勃発し，ど
う展開したのか、またアジアの戦争とどう
結びついたのか理解する。
・日本の朝鮮・台湾の統治政策について，
多面的・多角的に考察する。
・連合国側が第二次世界大戦に勝利できた
要因を複数挙げ，その中から重要な要因に
ついて主体的に追究する。

〇 〇 〇

評価方法

1
（３）

【世界恐慌とファシズム】
・アメリカ・イギリス・ドイツの世界恐慌
への対応について，相互に共通点と相違点
を意識しながら理解する。
・ナチ党が台頭し人々の支持を得た理由に
ついて，多面的・多角的に考察し，表現す
る。

〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題

３ 単元の指導と評価の計画 (１５)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

第二次世界大戦の展開と大戦後
の国際秩序，冷戦とアジア諸国
の独立の始まりなどを基に，第
二次世界大戦の展開と諸地域の
変容を構造的に理解している。

世界恐慌と国際協調体制の動向
に関わる諸事象の背景や原因，
結果や影響，事象相互の関連，
諸地域相互のつながりなどに着
目し，諸資料を比較したり関連
付けたりして読み解き，世界恐
慌に対する諸国家の対応策の共
通点と相違点，ファシズムの特
徴，第二次世界大戦に向かう国
際関係の変化の要因などを多面
的・多角的に考察している。

戦間期における国際関係の緊
張と対立，第二次世界大戦の
展開と諸地域の変容につい
て，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に追究，解
決しようとしている。

１ 単元名： 第二次世界大戦と戦後の国際秩序

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 世界史探究



○ 「記録に残す評価」

１ 単元名： 冷戦と現代世界

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 世界史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

集団安全保障と冷戦の展開，ア
ジア・アフリカ諸国の独立と地
域連携の動き，平和共存と多極
化の進展，冷戦の終結と地域紛
争の頻発などを基に，紛争解決
の取組と課題を理解している。

国際機構の形成と紛争に関わる
諸事象の歴史的背景や原因，結
果や影響，事象相互の関連，諸
地域相互のつながりなどに着目
し，紛争と経済や社会の変化と
の関連性などを多面的・多角的
に考察し，表現している。

紛争解決の取組と課題につい
て，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に追究，解
決しようとする態度を養うと
とともに，他国や他国の文化
を尊重することの大切さにつ
いての自覚などを深める。

３ 単元の指導と評価の計画 (２０)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

評価方法

1
（９）

【冷戦下の安全保障体制】
・1970年代までの冷戦における「緊張と緩
和」のそれぞれの事例について，具体的に
考える。 〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題

２
（６）

【脱植民地化と非同盟】
・戦後独裁体制がみられたアジア・アフリ
カ・ラテンアメリカの国を挙げ，独裁の特
徴およびそれがうまれた理由について，主
体的に追究しようとしている。

〇 〇

３
（５）

【冷戦の終結と現代世界】
・アメリカ，ソ連，第三世界の政策の共通
点と相違点を分析し，それらを多面的・多
角的に考察し，表現している。

〇 〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題



○「記録に残す評価」

１ 単元名： 世界経済の展開

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 世界史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

先進国の経済成長と南北問題，
アメリカ合衆国の覇権の動揺，
資源ナショナリズムの動きと産
業構造の転換，アジア・ラテン
アメリカ諸国の経済成長と南南
問題，経済のグローバル化など
を基に，格差是正の取組と課題
を理解している。

国際競争の展開と経済格差に関
わる諸事象の歴史的背景や原
因，結果や影響，事象相互の関
連，諸地域相互のつながりなど
に着目し，政治や社会の変化と
の関連性などを多面的・多角的
に考察し，表現している。

より平和で公正な社会の実現
を目指し、主体的に追究，解
決しようとする態度を養うと
とともに，多面的・多角的な
考察や深い理解を通して、他
国や他国の文化を尊重するこ
との大切さについての自覚な
どを深めている。

３ 単元の指導と評価の計画 (２０)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

評価方法

1
（５）

【冷戦と経済統合】
・冷戦体制下においてどのような経済協力
体制が築かれたのかについて理解してい
る。 〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題

２
（５）

【第三世界の経済】
・第二次世界大戦後のアジア・アフリカ諸
国がおかれた経済的状況について理解して
いる。

〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

３
（５）

【産業構造と社会の変化】
・経済活動を優先した結果としての環境破
壊に対する疑義が，どのように現在の社会
の価値観を変え，現在に至るのかについ
て，多面的・多角的に考察し，表現してい
る。

〇 〇

【思考・判断・表現】
提出課題
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

４
（５）

【グローバル化と新自由主義の時代】
・新自由主義政策によって進行した経済格
差を解決するための試みの例を複数挙げ，
その効果について検証したうえで，最も重
要だと考える事柄について主体的に追究し
ようとしている。

〇 〇



○「記録に残す評価」

１ 単元名： 古代文明

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 世界史探究

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

オリエント文明，インダス文
明，中華文明などを基に，古代
文明の歴史的特質を理解してい
る。

古代文明に関わる諸事象の背景
や原因，結果や影響，事象相互
の関連などに着目し，自然環境
と生活や文化との関連性，農
耕・牧畜が人類に与えた意義な
どを考察し，表現している。

古代文明の歴史的特質につい
て，多面的・多角的な考察や
深い理解を通して涵養される
世界各地の文化を尊重するこ
との大切さについての自覚な
どを深めている。

３ 単元の指導と評価の計画 (６)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

評価方法

1
（２）

【農耕と牧畜のはじまり】
・農耕・牧畜の開始から国家の成立までの
過程で，最も重要と考えられる変化は何
か，主体的に追究しようとしている。 〇 〇

【思考・判断・表現】
提出課題
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

２
（２）

【オリエント文明】
・古代オリエントには，どのような特徴を
もった文明がうまれたのか、また諸民族の
侵入や移動は，オリエントの歴史にどのよ
うな変化をもたらしたのか理解している。

〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題

３
（１）

【インダス文明】
・のちのインドの文明に影響を与えたもの
は何か，主体的に追究しようとしている。

〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題

４
（１）

【中国文明】
・古代中国の王朝がどのような特徴をもっ
ていたかについて考察し、表現している。

〇 〇



○ 「記録に残す評価」

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

２
（３）

【中国古代帝国と東アジア】
・大陸と日本とのつながりについて理解し
ている。

〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

３
（３）

【中央ユーラシアの国家形成】
・中央ユーラシアの諸民族が中国の歴史に
与えた影響について，主体的に追究しよう
としている。

〇 〇 〇

評価方法

1
（４）

【春秋・戦国時代の変動】
・春秋・戦国時代におこった社会・経済的
な変化について多面的・多角的に考察し，
表現している。 〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題

３ 単元の指導と評価の計画 (１０)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

秦・漢と遊牧国家，唐と近隣諸
国の動向などを基に，東アジア
と中央ユーラシアの歴史的特質
を理解している。

東アジアと中央ユーラシアの歴
史に関わる諸事象の背景や原
因，結果や影響，事象相互の関
連，諸地域相互の関わりなどに
着目し，農耕民と遊牧民の社会
の特徴と周辺諸地域との関係な
どを考察し，表現している。

古代中華帝国から生まれた文
化のうち、のちの時代に影響
を与えたと思われるものは何
か，自身の生活や経験とも関
連付けて，主体的に追究しよ
うとしている。

１ 単元名：
東アジアと中央ユーラシア

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 世界史探究



○ 「記録に残す評価」

３
（４）

【ローマ帝国】
・ローマの共和政はどのようにして帝政へ
と変容していったのか理解している。

〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【主体的に学習に取り組む
態度】
提出課題

評価方法

1
（２）

【オリエントの統一】
・アケメネスの支配の特徴について，アッ
シリアとの違いも踏まえながら，多面的・
多角的に考察し，表現している。 〇 〇

【知識・技能】
小テスト、定期考査
【思考・判断・表現】
提出課題

２
（６）

【ギリシア文明】
・アテネの直接民主政は，現代の民主政と
比べてどのような違いがあるか，またその
違いを生み出した理由は何か，主体的に追
究しようとしている。

〇 〇

３ 単元の指導と評価の計画 (１２)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

西アジアと地中海周辺の諸国家
などを基に，西アジアと地中海
周辺の歴史的特質を理解してい
る。

西アジアと地中海周辺の歴史に
関わる諸事象の背景や原因，結
果や影響，事象相互の関連，諸
地域相互の関わりなどに着目
し，社会や文化の特色などを多
面的・多角的に考察し，表現し
ている。

西アジアと地中海周辺の歴史
的特質について，よりよい社
会の実現を視野に課題を主体
的に追究，解決しようとする
態度を養うととともに，我が
国の歴史に対する愛情，他国
や他国の文化を尊重すること
の大切さについての自覚など
を深める。

１ 単元名：
西アジアと地中海周辺

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 世界史探究



○

１ 単元名： 高校生の読書量を増やすための提案書を書こう

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 現代の国語

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

主張と論拠など情報と情報との
関係について理解している。

① 「書くこと」において、読
み手の理解が得られるよう、
論理の展開、情報の分量や重
要度などを考えて、文章の構
成や展開を工夫している。
② 「書くこと」において、目
的や意図に応じて書かれてい
るかなどを確かめて、文章全
体を整えたり、読み手からの
助言などを踏まえて、自分の
文章の特長や課題を捉え直し
たりしている。

提案書を書くことを通して、
情報の妥当性や信頼性の吟味
の仕方について理解を深め、
伝えたいことを明確にし、文
章の構成や展開を工夫する中
で、自らの学習を調整しよう
としている。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　８　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【知識・技能】
「構成スライド」の記述
の確認

【思考・判断・表現】①
「提案書」の記述の確認

1
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・ 提示された例文を基に情報と情報との
関係について考える。

２
（３）

・ 提案する相手や、提案に必要な情報を
収集する。
・ 内容、構成などをプレゼンテーション
ソフトのスライド機能を用いて入れ替え
ながら整理する。
・ スライドで整理した構成案を基に、提
案書を作成する。

○

○

【主体的に学習に取り組
む態度】
「振り返りシート」の記
述の分析

３
（３）

・ 提案書を生徒間で読み合い、相互評価
を行う。
・ 相互評価シートを基に、提案書を書き
直す。

○

【思考・判断・表現】②
「提案書」及び「相互評
価シート」の記述の分析

４
（１）

・ 書き直した提案書をクラス全体で共有
する。
・振り返りシートにより単元の学習を振
り返る。
・ 振り返りシートを基に、単元の学習で
得た気付きをグループや全体で共有す
る。

○

単元の目標が実現されている姿を観点

毎に作成してください。

学習のまとまりごとにまとめ

て示してください。

また、小単元については、

主な学習活動を簡単に示

すとともに、どの観点で評

設定した評価規準を、単元

のどこで、どのような活動

を通して、どのような評価

資料により見て取るのかが

わかるように作成してくださ

い。



○ 「記録に残す評価」

・ワークシートへの記述内容

・ワークシートへの表現

（問いの表現、課題の考察）

・ワークシートへの表現

・生徒の発表

・成果物（スライド）

４
（４）

【居住・都市問題】
・世界各地で見られる居住・都市問題につ
いて理解し、居住・都市問題の要因や解決
の方向性などを考察する。
【民族問題】
・民族問題・難民問題の現状や要因、解決
の方向性について考察する。

○ ○

◯

・ワークシートへの表現

・ワークシートへの表現

・生徒の発表

・成果物（スライド）

【地球環境問題】
・地球環境問題が起きている位置や分布、
原因などを調べ、ワークシートにまとめ
る。
【資源・エネルギー問題】
・資源・エネルギー問題についての問いを
設定し、各自で考察したことをまとめる。
【人口問題】
・世界各地で見られる人口問題について理
解する。

【食料問題】
・世界の抱える食料問題とその要因を考察
しワークシートに表現する。
・食料問題の解決のために、各国あるいは
国際的に行われている取組について、グ
ループ内でテーマを設定し、考察する。

３
（３）

○

◯

２
（７）

○

○

◯

・ワークシートへの表現（レ

ポートの記述内容）

・ワークシートへの表現

（問いの表現、課題の考察）

・ワークシートへの記述内容

主な学習活動
【世界各地の地球的課題】
・世界各地の地球的課題と、その背景、課
題の解決に向けた国際的な取組や日本の役
割を学ぶことに対して、関心をもつ。

1
（２）

次 知 思 態 評価方法

・世界各地で見られる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に，地球的課題の
各地で共通する傾向性や課題相
互の関連性などについて大観し
理解している。
・世界各地で見られる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に，地球的課題の
解決には持続可能な社会の実現
を目指した各国の取組や国際協
力が必要であることなどについ
て理解している。

・世界各地で見られる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などの地球的課題につい
て，地域の結び付きや持続可能
な社会づくりなどに着目して，
主題を設定し，現状や要因，解
決の方向性などを多面的・多角
的に考察し，表現している。

・地球的課題と国際協力につ
いて、よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題を
主体的に追究しようとしてい
る。

３ 単元の指導と評価の計画 (18)時間扱い

１ 単元名： 地球的課題と国際協力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

２ 単元の目標と評価規準

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理総合

・単元を見通して学び、振り返

るワークシートへの記述内容
５

（２）

【持続可能な社会の実現をめざして】
・地球的課題と国際協力についての学習を
振り返り、ワークシートに表現する。
 

◯ ○



○

１ 単元名： 法的な主体となる私たち（公共Ａ）

指導と評価の計画 教科名： 公民 科目名： 公共

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

憲法の下、適正な手続きに則
り、法や規範に基づいて各人の
意見や利害を公平・公正に調整
し、個人や社会の紛争を調停、
解決することなどを通して、権
利や自由が保障、実現され、社
会の秩序が形成、維持されてい
くことについて理解している。
現実社会の諸課題に関わる諸資
料から、自立した主体として活
動するために必要な情報を適切
かつ効果的に収集し、読み取
り、まとめる技能を身に付けて
いる。

法、政治及び経済などの側面を
関連させ、自立した主体として
解決が求められる具体的な主題
を設定し、合意形成や社会参画
を視野に入れながら、その主題
の解決に向けて事実を基に協働
して考察したり構想したりした
ことを、論拠をもって表現して
いる。

法や規範の意義及び役割につ
いて、よりよい現代社会の実
現を視野に、現代の諸課題を
主体的に解決しようとしてい
る。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　７　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

法とは何かについて理解するともに、望ま
しい法の在り方について学習する。

【知識・技能】
定期考査

２
（２）

精神の自由、身体の自由、経済活動の自由
について理解するとともに、犯罪に因る処
罰や公共の福祉により自由が制限されるこ
ともあることについて学習する。

３
（３）

法の下の平等について理解するとともに、
望ましい平等の在り方について学習する。

○

【知識・技能】
定期考査

４
（４）

社会権や新しい人権（環境権、プライバ
シーの権利、自己決定権）等、20世紀以降
に登場した人権について学習する。 ○

【知識・技能】
定期考査

５
（５）

司法制度について学習する。

○

【思考・判断・表現】
ワークシートの確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシートの確認

６
（６）

契約と法、消費者の権利と責任について学
習する。

○

【知識・技能】
ワークシートの確認

７
（７）

本単元で学んできたことを生かし【単元を
貫く問い】について自らの考えを論述す
る。 ○ ○



○

１ 単元名： 二次関数

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅰ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①二次関数の値の変化やグラフ
の特徴について理解している。
②二次関数の最大値や最小値を
求めることができる。
③二次方程式の解と二次関数の
グラフとの関係について理解し
ている。また、二次不等式の解
と二次関数のグラフとの関係に
ついて理解し、二次関数のグラ
フを用いて二次不等式の解を求
めることができる。

①二次関数の式とグラフとの関
係について、コンピュータなど
の情報機器を用いてグラフをか
くなどして多面的に考察してい
る。
②二つの数量の関係に着目し、
日常の事象や社会の事象などを
数学的に捉え、問題を解決した
り、解決の過程を振り返って事
象の数学的な特徴や他の事象と
の関係を考察したりしている。

①事象を二次関数の考えを用
いて考察するよさを認識し、
問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
②二次関数やそのグラフの性
質を活用した問題解決におい
て、粘り強く考え、その過程
を振り返って考察を深めたり
評価・改善したりしようとし
ている。

３ 単元の指導と評価の計画 (31)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（２）

〇関数
・関数の定義や関数の式 y=f(x) の意味を
理解し、２つの数量の関係を表、式、グラ
フなどを用いて考察できるようにする。

・成果物
・ワークシート
・単元テスト

２
（９）

〇二次関数のグラフ

・関数y=ax2のグラフを平行移動させるこ
とによって様々な二次関数のグラフをか
く。

〇二次関数y=ax2+bx+cのグラフ
・式の変形によって二次関数のグラフをか
くとともに多面的に考察する。
〇二次関数の決定
・振り返りシートに分かったことや疑問な
ど踏まえて、今後の学習の進め方の見通し
を考える。

○

○

○

・成果物
・単元テスト
・振り返りシート

３
（７）

〇二次関数の最大・最小
〇定義域に制限がある場合の二次関数の最
大・最小
・定義域に制限がある場合の二次関数の最
大値、最小値を求める。
・最大・最小に関する身近な問題を二次関
数の問題として捉え、考察する。

〇

〇

・単元テスト
・振り返りシート

４
（11）

〇二次方程式
〇二次関数のグラフとx軸との共有点

・y=ax2+bx+cのグラフとx軸との共有点と

ax2+bx+c=0の解の関係について考察する。
〇二次不等式とその解
〇数学的活動
・身近な問題を関数の問題として捉え，二
次関数を活用して解決する。

〇

・成果物
・ワークシート
・単元テスト

５
（２）

・単元テストに取り組む。
・振り返りシートに分かったことや疑問、
問題の解決に有効であった方法などを記述
する。

○ ○
○



○

・「ワークシート」の記述

５
（２）

〇弦の振動
・弦の固有振動を扱い、これまでに学習し
た内容と関連付けて課題を解決しようとす
る。

〇 ・「ワークシート」の記述

６
（２）

〇気柱の共鳴
・気柱の共鳴に関する実験を扱い、これま
でに学習した内容と関連付けて、実験の結
果を考察し、表現する。

〇

・「ワークシート」の記述

３
（３）

〇重ね合わせの原理
・波の重ね合わせ、波の反射、定在波を扱
い、波形の観察及び作図を通して、波の基
本的な性質を理解する。

〇
・「ワークシート」の記述
・「行動観察」

４
（２）

〇音の性質
・身の回りの音を扱い、音の要素につい
て、波の要素と関連付けて理解し、音の性
質と波の要素を関連付けて表現する。

〇

1
（１）

〇波の現象
・身の回りにある波の現象を観察し、波の
伝わり方及び波の要素について理解する。

２
（３）

〇波の表し方
・水平に張ったつるまきばねの一端を振動
させる実験を行い、波の表し方について理
解する。

評価方法

波を日常生活や社会と関連付け
ながら、波の性質、音と振動に
ついての基本的な概念や原理・
法則などを理解しているととも
に、科学的に探究するために必
要な観察、実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。

波について、観察、実験などを
通して探究し、波における規則
性や関係性を見いだして表現し
ている。

波に主体的に関わり、見通し
をもったり振り返ったりする
など、科学的に探究しようと
している。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　13　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態

１ 単元名： 波

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理基礎



○

※単元の評価規準の丸数字は、全ての単元の評価規準にて振った番号通りのため、数字が順番
　になっていません。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　20　　)時間扱い 「記録に残す評価」

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学
習に取り組

む態度
〇知識
①球技では、各型の各種目の局
面ごとに技術や戦術、作戦の名
称があり、それぞれの技術、戦
術、作戦には、攻防の向上につ
ながる重要な動きのポイントや
安全で合理的、計画的な練習の
方法があることについて、学習
した具体例を挙げている。
④競技会で、ゲームのルール、
運営の仕方や役割に応じた行動
の仕方、全員が楽しむための
ルール等の調整の仕方などがあ
ることについて、学習した具体
例を挙げている。

〇技能
①サービスでは、ボールに変
化をつけて打つことができ
る。
④変化のあるサーブに対応し
て、面を合わせてレシーブす
ることができる。
⑦ボールをコントロールし
て、ネットより高い位置から
相手側のコートに打ち込むこ
とができる。
⑩相手の攻撃の変化に応じ
て、仲間とタイミングを合わ
せて守備位置を移動すること
ができる。

①課題解決の過程
を踏まえて、チー
ムや自己の新たな
課題を発見してい
る。
⑦体力や技能の程
度、性別等の違い
を超えて、仲間と
ともに球技を楽し
むための調整の仕
方を見付けてい
る。

④一人一人
の違いに応
じたプレイ
などを大切
にしようと
している。
⑥危険の予
測をしなが
ら回避行動
をとるな

ど、健康・
安全を確保
している。

１ 単元名： ネット型：バレーボール

指導と評価の計画 教科名： 保健体育 科目名： 体育

単元の目標が実現されている

姿を観点毎に作成してください

学習のまとまりごとにまとめて示して

ください。

Excelで直接作成しても構いません。

設定した評価規準を、単元のどこで、

どのような活動を通して、どのような

評価資料により見て取るのかがわか

るように作成してください。

「体育」には、学びに向かう力、

人間性等の指導内容を踏まえ



○
３ 単元の指導と評価の計画 (　　４　　)時間扱い

「記録に残す評価」

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学
習に取り組

む態度
① 適切な応急手当は、傷害や疾病の悪化を防いだり、傷害
者の苦痛を緩和したりすること、また、自他の生命や身体を
守り、不慮の事故災害に対応できる社会をつくるには、一人
一人が適切な連絡・通報や運搬も含む応急手当の手順や方法
を身に付けるとともに、自ら進んで行う態度が必要であるこ
と、さらに、社会の救急体制の整備を進めること、救急体制
を適切に利用することが必要であることについて、理解した
ことを言ったり書いたりしている。
② 日常生活で起こる傷病や、熱中症などの疾病の際には、
それに応じた体位の確保・止血・固定などの基本的な応急手
当の方法や手順があることについて、実習を通して理解した
ことを言ったり書いたりしているとともに、応急手当ができ
る。
③ 心肺停止状態においては、速やかな気道確保、胸骨圧
迫、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用などが必要である
こと、及び方法や手順について、実習を通して理解したこと
を言ったり書いたりしているとともに、ＡＥＤなどを用いて
心肺蘇生法ができる。

① 応急手当につ
いて、課題を発見
し、その解決を目
指し、習得した知
識や技能を事故や
災害で生じる傷害
や疾病に関連付け
て、悪化防止のた
めの適切な方法を
話し合ったり、
ノートなどに記述
したりして、筋道
を立てて説明して
いる。

①応急手当
の意義、日
常的な応急
手当、心肺
蘇生法につ
いて、課題
の解決に向
けての学習
に主体的に
取り組もう
としてい
る。

１ 単元名： 応急手当

指導と評価の計画 教科名： 保健体育 科目名： 保健

単元の目標が実現されている姿

を観点毎に作成してください。

学習のまとまりごとにまとめて示

してください。

「保健」については、他教科と同

様の形式で単元計画を作成

することも可能です。作成しやす

い形式で作成してください。

ここでは「体育」と同様の形式で

作成しています。

設定した評価規準を、単元のどこ

で、どのような活動を通して、どの

ような評価資料により見て取るの

かがわかるように作成してくださ

い。



○

１ 題材名：
日本の伝統的なお囃子（祭囃子）を体験しよう！
　Ａ表現（２）器楽
　[共通事項]（１）音色、リズム、旋律、強弱、速度

指導と評価の計画 教科名： 芸術（音楽） 科目名： 音楽Ⅰ

２ 題材の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

曲想と楽器の音色や奏法との関
わりについて理解している。
【知識・器楽イ(ｲ)】

創意工夫を生かした器楽表現を
するために必要な、他者との調
和を意識して演奏する技能を身
に付け器楽で表している。
【技能・器楽ウ(ｲ)】

音色やリズム、旋律、強弱、
速度を知覚し、それらの働き
を感受しながら、知覚したこ
とと感受したこととの関わり
について考え、どのように演
奏するかについて表現意図を
もっている。

和楽器の音色や奏法の特徴と
表現上の効果との関わりや、
他者との調和を意識して演奏
することに関心を持ち主体
的・協働的に器楽の学習に取
り組もうとしている。

３ 題材の指導と評価の計画 (　　７　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知技 思 態 評価方法

1
（１）

・１学期に篠笛で演奏した「神田丸」や、
唱歌について復習する。

・お囃子（祭囃子）の概要や様々な地域の祭
囃子について学習する。
・和太鼓やチャンチキ等の日本の打楽器に触
れ、どのような音が出るのかを実際に体験す
る。

・「神田丸」の旋律とともに一定のリズムで
和太鼓等を演奏し、お囃子の合奏を行う。

２
（１）

・３～５名程度のグループを編成し、「神田
丸」を一部活用したオリジナルの祭囃子を創
作するための楽器編成、役割分担、目的や手
順の確認を行う。

・和太鼓等の打楽器の基本的な奏法について
学習する。

ワークシート（知・思）

３
（１）

・四拍子のリズムパターンを練習し、オリジ
ナルの祭囃子で使用するリズムを決定する。

４
（１）

・篠笛の特殊奏法や、創作で使用する音階に
ついて学習する。

・四拍子の旋律パターンを練習し、決定した
リズムにのせる旋律を新たに作る。

知
〇

〇

演奏（技）
ワークシート（態）

５
(２)

・前時までに創作したリズムと旋律を組み合
わせてグループごとに合奏練習を行う。

・中間発表を行う。

・曲に相応しい速度、音色、強弱等について
話し合い、工夫した点についてワークシート
にまとめ、演奏で表現する。

〇

ワークシート(思)

６
（１）

・オリジナルの祭囃子をグループごとに発表
する。

・他のグループの演奏を聴き、表現の違いや
共通点など感じ取ったことをワークシートに
記入する。

技
〇

〇

題材の目標が実現されている姿を観点

毎に作成してください。

②で作成した目標の文末を「～している

学習のまとまりごとにまとめて示してください。

また、小単元については、主な学習活動を簡単に示す

とともに、どの観点で評価するのかを〇で示します。

設定した評価規準を、単元のどこで、どのような活動を

通して、どのような評価資料により見て取るのかがわか

１～3時間目は、

観察やワークシー

トなどから、「指導

に生かす評価」を

積み重ねていきま

す。

[共通事項]

指導に当たっては様々な要素が関連し合

って音楽が形づくられていることに十分留



○

 

１ 題材名： 毎日使いたいスプーン（木彫によるカトラリーデザイン）

指導と評価の計画 教科名： 芸術（美術） 科目名： 美術Ⅰ

２ 題材の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知　形や材料などの性質及びそ
れらが感情にもたらす効果、造
形的な特徴などを基に、全体の
イメージや作風などで捉えるこ
とを理解している。

技　意図に応じて木材や彫刻刀
などの材料や道具の特性を生か
すとともに、表現方法を創意工
夫し、目的や計画を基に見通し
をもって創造的に表している。

発　誰が使うのか、何を食べる
のかという目的や条件、美しさ
などから主題を生成し、デザイ
ンが持つ機能や効果、木彫の特
性などについて考え、創造的な
表現の構想を練っている。

鑑　カトラリーの目的や機能と
の調和の取れた洗練された美し
さなどを感じ取り、作者の心情
や意図と創造的な表現の工夫な
どについて考え、見方や感じ方
を深めている。

態表　主体的に使う人や食べ
るものの特徴に合わせた目的
や機能などを基にした表現の
創造活動に取り組もうとして
いる。

態鑑　目的や機能との調和の
取れた洗練された美しさを感
じ取り、作者のデザインの意
図などについて考え、見方や
感じ方を深める鑑賞の創造活
動に取り組もうとしている。

・ワークシート
・発言の内容
・活動の様子

３ 題材の指導と評価の計画 (　　15　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

【鑑賞①】
・日常で使用しているスプーンを鑑賞す
　る。
・鑑賞したことから感じたことや考えたこ
　とをワークシートにまとめる。
・グループで気付いたことなどを意見交換
　する。
・題材の目標や作業の手順などを確認し、
　制作の見通しを持つ。

○
鑑

○
態鑑

・制作途中の作品
・活動の様子
・ワークシート

２
（４）

【発想や構想】
・自身の考えやグループでの意見交換で得
　た新たな視点などから主題を生成する。
・生成した主題を基に構想し、アイデアス
　ケッチを描いて工作用紙で試作する。
・デザインの意図や方向性、試作を中間発
　表する。
・中間発表でのアドバイスなどをもとに最
　終デザインを決定する。

○
発

・ワークシート
・アイデアスケッチ
・発言の内容

３
（８）

【制作】
・決定したデザインを基に図面を描く。
・図面を木材に描き写し、木材や道具の特
　性を生かして、スプーンを彫り、磨く。

○
技

○
態表

・ワークシート
・アイデアスケッチ
・完成作品
・活動の様子の記録

４
（２）

【鑑賞②】
・完成した作品を相互鑑賞する。全体に向
　けて作品のプレゼンテーションを行い、
　感想カードの交換を行う。

○
態鑑

・ワークシート
・発言の内容

＜授業外：題材の終了後＞

※完成作品や記録を確認し、必要に応じて
　評価を修正する。

○
知
技

○
発
鑑

単元の目標が実現されている姿を観点

毎に作成してください。

学習のまとまりごとにまとめて示してください。

また、小単元については、主な学習活動を簡単に示すと

ともに、どの観点で評価するのかを〇で示します。

設定した評価規準を、単元のどこで、どのような活動を

通して、どのような評価資料により見て取るのかがわか

るように作成してください。

知など、□でくくられているが

、【】に統一してよいか



○

１ 題材名： 私だけの紋を染める（糊置きによる手ぬぐい型染め）

指導と評価の計画 教科名： 芸術（工芸） 科目名： 工芸Ⅰ

２ 題材の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【知】形や色彩、素材、光等の
性質やそれらが感情にもたらす
効果、造形的な特徴などを基
に、全体のイメージや作風など
で捉えることを理解している。

【技】染色の制作方法を踏ま
え、意図に応じて染料などの材
料や用具を生かすとともに、手
順や技法を吟味し、見通しを
もって創造的に表している。

【発】自然や素材、自己の思い
などから独創的な文様を心豊か
に発想するとともに、手ぬぐい
の用途と文様の美しさの調和を
考え、日本の伝統的な染色の表
現のよさなどを生かした制作の
構想を練っている。
【鑑】身近な生活の視点に立っ
て染物のよさや美しさを感じ取
り、作者の心情や意図と染色の
制作過程における工夫や素材の
生かし方、技法などについて考
え、見方や感じ方を深めてい
る。

【態表】主体的に身近な生活
の視点に立って、自然や素
材、自己の思いなどから生活
を心豊かに演出する表現の創
造活動に取り組もうとしてい
る。
【態鑑】主体的に身近な生活
の視点に立って作品のよさや
美しさを感じ取り、作者の心
情や意図と染色の制作過程に
おける工夫や素材の生かし
方、技法などについて考え、
見方や感じ方を深める鑑賞の
創造活動に取り組もうとして
いる。

・発言の内容
・ワークシート
・活動の様子

３ 題材の指導と評価の計画 (　　16　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（２）

【鑑賞①】
・様々な染物の作品や伝統文様、家紋な
　どを鑑賞する。
・鑑賞したことから感じたことや、考え
　たことをワークシートにまとめる。
・グループで気付いたことなどを意見交
　換する。
・題材の目標や作業の手順などを確認
　し、制作の見通しを持つ。

○
鑑

○
態鑑

・制作途中の作品
・活動の様子
・ワークシート

２
（４）

【発想や構想】
・自然や自身の趣味などから、手ぬぐい
　に染め抜くオリジナルの紋をデザイン
　し、アイデアスケッチをする。
・紋のデザインをグループで共有して、
　意見交換する。
・用の美を考えながら紋の大きさや配
　置、染めの濃淡などの構想を練る。

○
発

・ワークシート
・アイデアスケッチ
・発言の内容

３
（８）

【制作】
・型紙を制作する。
・型を用いて糊置きし、乾かす。
・染液に浸けて染め、媒染し、乾燥さ
　せる。

○
技

○
態表

・ワークシート
・アイデアスケッチ
・完成作品
・活動の様子の記録
・レポート

４
（２）

【鑑賞②】
・完成した作品を相互鑑賞する。 ○

態鑑

・ワークシート
・発言の内容

＜授業外：題材の終了後＞
・自宅でてぬぐいを洗濯後、実際に使用
　し、使い心地や使った際の気持ちなど
　をレポートにまとめる。

○
知
技

○
発
鑑



○

・活動観察
・途中経過の作品Ⅱ
・ワークシート

４
（２）

○ 返却された作品のコメントを読みなが
ら、更に作品を制作し、清書を制作する。
○ 互いに別の班員の作品を鑑賞する。
○ この課題全体を通して振返る。

○ ○ ○
・活動観察
・清書作品
・ワークシート

３
（２）

○ 返却された作品のコメントを読みなが
ら、更に作品を制作する。
○ 班別に批評会を行う。
○ 批評会を受けて、考えた工夫を作品に
記入し、更に作品を制作する。

○ ○

・活動観察
・草稿作品
・ワークシート

２
（２）

○実際のサイズの紙に制作する。
○班別に批評会を行う。
○批評会を受けて、どうしていくかを作品
に記入し、更に作品を制作する。 ○ ○ ○

・活動観察
・途中経過の作品Ⅰ
・ワークシート

1
（２）

○ 校歌の指定部分のうち、どれを作品化
するか決める。
○ 紙のサイズを決める。
○ 草稿を作成する。

○

２ 単元の目標と評価規準

３ 単元の指導と評価の計画 (８)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【Ａ 表現】
①蘭亭序や現代の書の表現と用
筆・運筆との関わりについて理
解している。
②意図に即した効果的な表現、
漢字と仮名の調和した線質によ
る表現の技能を身に付けてい
る。
【Ｂ 鑑賞】
➂線質、字形、構成等の要素と
表現効果について理解してい
る。

【Ａ 表現】
①漢字と仮名の調和した字形、
文字の大きさ、全体の構成、意
図に基づいた表現について構想
し工夫している。
【Ｂ 鑑賞】
②作品の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味
わって捉えている。

【Ａ 表現】
①自身の表現の意図に基づく
表現、蘭亭序の書風を生かし
た表現の学習活動に主体的に
取り組もうとしている。
【Ｂ 鑑賞】
②書のよさや美しさを感受
し、作品や書の意味や価値に
ついて考えながら、鑑賞の学
習活動に主体的に取り組もう
としている。

１ 単元名： 漢字仮名交じりの書の制作 〜蘭亭序の書風を生かして〜 

単元（題材）の指導と評価の計画 教科名： 芸術 科目名： 書道Ⅰ



外国語「指導と評価の計画」の様式は別途あり



○

１ 単元名： 子供の生活と保育

指導と評価の計画 教科名： 家庭 科目名： 家庭基礎

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

乳幼児期の心身の発達と生
活、親の役割と保育、子供を
取り巻く社会環境、子育て支
援について理解しているとと
もに，乳幼児と適切に関わる
ための基礎的な技能を身に付
けている。

子供の健やかな発達のために親
や家族及び地域や社会の果たす
役割の重要性について問題を見
いだして課題を設定し、解決策
を構想し、実践を評価・改善
し、考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなどして
課題を解決する力を身に付けて
いる。

様々な人々と協働し、よりよ
い社会の構築に向けて、子供
の生活と保育・福祉につい
て、課題の解決に主体的に取
り組んだり、振り返って改善
したりして、地域社会に参画
しようとするとともに、自分
や家庭、地域の生活の充実向
上を図るために実践しようと
している。

３ 単元の指導と評価の計画 ( ８ )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1

・単元の目標を確認し、単元を貫く課題に
対する学習前の考えを記入する。
【子供の世界を知る】
・子供のものごとの感じ方を理解し、子供
との適切な関わり方を考える。

・活動観察
・ワークシート
・定期テスト

2

【子供の発達】
・乳幼児の心身の発達の特徴について理解
する。 ○

・活動観察
・ワークシート
・定期テスト

3

【子供の生活】
・子供の遊びの重要性や生活習慣の形成、
健康管理、安全管理について理解する。 ○

・ワークシート

4

【子供の権利と福祉】
・子供の権利と福祉、国や地域での支援に
ついて理解し、子供にとって適切な保育環
境とはどのようなものか考える。

○ ○

・活動観察
・ワークシート
・定期テスト

5

【単元のまとめ】
これまでの学習を踏まえて、【単元を貫く
課題】に対する自分の考えと自己評価を
ワークシートに記入する。

○ ○



○

１ 単元名： 情報社会の問題解決

指導と評価の計画 教科名： 情報 科目名： 情報Ⅰ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①情報やメディアの特性を踏ま
え、情報と情報技術を活用して問
題を発⾒・解決する⽅法を⾝に付
けている。
②情報に関する法規や制度、情報
セキュリティの重要性、情報社会
における個⼈の責任及び情報モラ
ルについて理解している。
③情報技術が⼈や社会に果たす役
割と及ぼす影響について理解して
いる。

①⽬的や状況に応じて、情報と情
報技術を適切かつ効果的に活用し
て問題を発⾒・解決する⽅法につ
いて考えている。
②情報に関する法規や制度及びマ
ナーの意義、情報社会において個
⼈の果たす役割や責任、情報モラ
ルなどについて、それらの背景を
科学的に捉え考察している。
③情報と情報技術の適切かつ効果
的な活用と望ましい情報社会の構
築について考察している。

①情報社会の問題を発⾒するこ
とを通して、より広く深い学び
に取り組み、情報と情報技術を
適切かつ効果的に活用しようと
している。
②情報モラルに配慮して情報社
会に主体的に参画しようとして
いる。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　12　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

○情報社会における問題
・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・ 情報社会の問題についてまとめ、発表
する。

【態】①②
【思】①②
発表(及びその周辺情報）
の分析

２
（３）

○問題の定義と問題解決の進め⽅
・「情報」や「問題」という言葉の定義を
理解し問題を発⾒し、問題の明確化を⾏
う。
・アイデアを⽣み出す⽅法、アイデアをま
とめる⽅法について、実際に体験しながら
学ぶ。

３
（３）

【実習】＜現在の情報システム＞
・スマートフォン等、身近な題材を取り上
げ、問題や情報モラルについて科学的に捉
え、解決策を考える。
・図解による解決策、数値による解決策に
ついて、体験する。

○

【態】①②③
【思】①②③
発表（及びその周辺情報）
の分析

４
（３）

○グラフと情報リテラシー

○情報技術の進展に伴う⼈間の⽣活や社会
への影響

○これからの情報社会 〇

○

〇

【思】①② 

【態】③
発表(及びその周辺情報)の
分析
【知】③　ワークシート

５
（２）

○単元のまとめ
・地域に向けたSNS講座を企画・提案す
る。

〇 ○



【態】①②③
【思】①②③
発表（及びその周辺情報）
の分析

５
（２）

○単元のまとめ
・地域に向けたSNS講座を企画・提案す
る。

〇 ○



○

指導と評価の計画 教科名： 理数（共通教科） 科目名： 理数探究基礎

１ 単元名： 探　究　活　動

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①観察､実験､調査等について
の基本的な技能を身に付けて
いる。
②探究した結果をまとめ､発
表するための基本的な技能を
身に付けている。

①数学的な見方・考え方や理科
の見方・考え方を組み合わせる
などして課題を設定するための
基礎的な力を身に付けている。
②探究した結果をまとめ、適切
に表現している。

①様々な事象や課題に知的好奇心を
もって向き合い、粘り強く考え行動
し、課題の解決に向けて挑戦しよう
としている。

３ 単元の指導と評価の計画 (  ７  )時間扱い
「記録に残す評価」

思①　ワークシートの記述を分析
し、課題を設定するための基礎的
な力を身に付けているか見取る。

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(2)

【課題の設定】
◆課題の設定

〇

知②　探究した結果を報告書とし
てまとめるために必要な技能が身
に付いているか。
思②　他者に伝えるべき内容につ
いて、データの整理と処理を行う
などして適切に表現しているか。
主①　様々な事象や課題に知的好
奇心をもって向き合い、次の探究
の過程へのイメージをもつことが
できたか。

2
(3)

【課題解決の過程】【分析・考察・推論】
◆調査結果の処理と考察・推論

〇
知①　観察・実験・調査について
の基本的な技能が身に付いている
か探究ノートの記述から見取る。

3
(2)

【表現・伝達】
◆報告書の作成

◆探究の振り返り

〇 〇

〇

・身近な事象等から数量として捉えられるも

のを見いだす。

・標本を抽出し統計的に処理するなどして傾

向や特徴を見いだす。

・数学や理科などに関する検証可能な課題を

設定する。

・データの整理を行い、結果を分析する。

・結果の妥当性を検討し、先行研究や理論等

も考慮し、考察・推論する。

・報告書として必要な要素を盛り込みながら

作成する。

・探究の過程を振り返り、次の探究の過程へ

のイメージをもつ。



○

１ 単元名： 農業と環境を学ぶ

指導と評価の計画 教科名： 農業 科目名： 農業と環境

２ 単元の目標と評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（ア）農業学習の特質や、農業
と環境に関するプロジェクト学
習の意義、及び方法と進め方に
ついて理解しているとともに、
関連する技術を身に付けてい
る。
（イ）学校農業クラブ活動の組
織と内容及び活動の方法につい
て理解しているとともに、関連
する技術を身に付けている。

（ア）農業と環境に関する課題
を発見し、プロジェクト学習に
より、科学的な根拠に基づいて
創造的に解決している。
（イ）学校農業クラブ活動に関
する課題を発見し、科学的な根
拠に基づいて創造的に解決して
いる。

（ア）農業と環境について自
ら学び、プロジェクト学習に
必要な情報収集と分析につい
て、主体的かつ協働的に取り
組もうとしている。
（イ）学校農業クラブ活動に
ついて自ら学び、主体的かつ
協働的に取り組もうとしてい
る。

３ 単元の指導と評価の計画 (　　８　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

・ワークシート
・活動観察

1
（２）

○農業学習とは何か
・農業と環境とのかかわりについて

○
・小テスト
・ワークシート

２
（３）

○農業と環境の学び方
・農業学習の方法をグループで話合う
・農業学習におけるプロジェクト学習

○ ○ ○

・定期考査
・ワークシート
・活動観察

※単元の設定は、学習指導要領上の「指導項目」を複数組み合わせる構成となることも考えら
れます。（各校の実状にあわせて設定して下さい。）複数組み合わせた場合、目標（評価規
準）も複数となりますが、1つの文章としてまとめることも可能です。

３
（３）

○学校農業クラブ活動

○ ○ ○



○

１ 単元名： 三相交流

指導と評価の計画 教科名： 工業（電気） 科目名： 電気回路

２ 単元の目標と評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

三相交流について電流，電圧と
それら電気的諸量の相互関係と
量的に取扱う方法や電気的諸量
を計算により処理する方法など
を踏まえて理解するとともに，
関連する技術を身に付けてい
る。

三相交流の電流，電圧及び相互
関係に着目して，三相交流の結
線方法に関する課題を見いだす
とともに解決策を考え，科学的
な根拠に基づき結果を検証し改
善している。

三相交流について自ら学び，
電流，電圧，及び相互関係な
どを工業技術と関連付けた工
業生産への活用に主体的かつ
協働的に取り組もうとしてい
る。

３ 単元の指導と評価の計画 (　10　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

【学習の見通しを持つ】
・単元の目標の確認
・学習活動流れを理解する
・三相交流回路の基礎事項を理解する

・ワークシート
・活動観察

２
（１）

【三相交流の発生と表し方を理解する】
・波形図やベクトル図を作図

○ ○

・ワークシート
・成果物

３
（１）

【三相交流回路の電圧と電流の利点につい
て説明する】
・電気的諸量を読み取る。
・グループワークを通じて三相交流回路の
特長について考え、表現する。

○ ○

・ワークシート
・活動観察

４
（１）

【これまで学習の振返り】
・課題解決の方法について考える。

○

・ワークシート
・授業観察

５
（５）

【Y-Y回路，Y-Δ回路，Δ-Δ回路，Δ‐Y
回路について線間電圧と相電圧，線電流と
相電流の関係】
・電流値、電圧値及び抵抗値などを計算す
る。

【負荷のインピーダンス交換について】
・インピーダンスの値を計算する。

○ ○

６
（１）

【単元の学習を振返る】
・グループワーク等により三相交流回路の
考え方について理解を深める。

○

・活動観察



○

１ 単元名： 企業の形態と組織

指導と評価の計画 教科名： 商業 科目名： ビジネス基礎

２ 単元の目標と評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

企業の形態と組織について経済
社会における事例と関連付けて
理解している。

企業の形態と組織に関する課題
を発見し、科学的な根拠に基づ
いて課題への対応策を考案して
いる。

企業の形態と組織について自
ら学び、企業活動に関する事
例などを踏まえ、企業活動に
主体的かつ協働的に取り組も
うとしている。

・ワークシート
・小テスト

３ 単元の指導と評価の計画 (　　６　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

【社会における企業の役割にはどのような
ものがあるか。】
○企業の役割や起業家精神、ビジネスの創
造について

○

・ワークシート
・活動観察

２
（２）

【企業の経営や組織での課題について、ど
のような改善方法があるか。】
○企業の経営理念や企業倫理をインター
ネットで調べ、考察する。

○

・ワークシート

３
（３）

【企業が持続可能な成長をするために必要
なことはどのようなことか。】
○ある企業の競争戦略を調べ、グループで
話し合う。

〇



○

１ 単元名： 水産や海洋における情報技術の応用

指導と評価の計画 教科名： 水産 科目名： 海洋情報技術

２ 単元の目標と評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

海洋に関する環境情報や海洋の
観測・測量システム、ICT利活
用について、基礎的な内容を理
解するとともに、関連する技術
を身に付けている。

海洋に関する環境情報や海洋の
観測・測量システム、ICT利活
用について課題を発見し、合理
的かつ創造的に解決しようとし
ている。

海洋に関する環境情報や海洋
の観測・測量システム、ICT
利活用について自ら学び、主
体的かつ協働的に取り組もう
としている。

３ 単元の指導と評価の計画 (６)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

・ワークシート
　自ら調べ、理解した内容
をまとめる。
・定期考査
　基礎的な知識を理解して
いる。
・ワークシート
　情報に関連した身近なト
ラブルについて考察し、分
かりやすく表現している。
・ワークシート
　単元の学びを振り返り、
学習状況を把握するととも
に、自らの学習の進め方に
ついて考えようとしてい
る。

1
（２）

【水産業や海洋関連産業と情報技術の関わ
りについて理解を深め、その課題について
考察する。】

○

○

○

・ワークシート
　自ら調べ、理解した内容
をまとめる。
・定期考査
　基礎的な知識を理解して
いる。
・ワークシート
　水産海洋への影響を考察
し、分かりやすく表現して
いる。
・定期考査
　自ら考察した内容をまと
めることができる。
・ワークシート
　グループワーク等をとお
して、他者の考えを整理
し、協働的に学ぼうとして
いる。

２
（４）

【情報セキュリティと情報モラルについて
理解を深め、その課題について考察す
る。】

○

○

○



○

１ 単元名： 看護における倫理

指導と評価の計画 教科名： 看護 科目名： 基礎看護

２ 単元の目標と評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【知識】看護の職業倫理に関す
る基礎的・基本的な知識を理解
している。
※本単元の特性上、「知識」の
み記載する

看護の本質に関わる課題を発見
し、倫理観を踏まえて解決策を
見いだしている。

看護の本質を深く理解するた
めに自ら学び、人々の健康の
保持増進を目指して主体的か
つ協働的に取り組もうとして
いる。

・ワークシート
・小テスト
・活動観察

３ 単元の指導と評価の計画 (　　５　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

【看護の職業倫理とは？】
○看護の職業倫理に関する基礎的・基本的
な知識を理解する。 ○

・活動観察
・ワークシート

２
（２）

【看護実践場面での倫理的課題とはどんな
ことか？】
○倫理的ジレンマについて、分析し、考察
する。

○

・ワークシート

３
（２）

【「看護における倫理の原則」「看護者の
倫理綱領」を活用して事例の倫理的ジレン
マを考察する。】
○事例から「患者・家族にとって良い看護
とは」をグループで話し合い、発表する。 〇 〇



○

１ 単元名： 社会福祉の理念と意義

指導と評価の計画 教科名： 福祉 科目名： 社会福祉基礎

２ 単元の目標と評価規準

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生活や自立の概念、日常生活と
福祉、社会福祉理念の変遷など
について理解しているととも
に、関連する技術を身に付けて
いる。

社会福祉の理念や意義、尊厳の
保持や自立支援などに関する課
題を発見し、職業人に求められ
る倫理観を踏まえ科学的な根拠
に基づいて創造的に解決しよう
としている。

社会福祉の理念や意義、尊厳
の保持や自立支援などについ
て自ら学び、主体的かつ協働
的に取り組もうとしている。

・ワークシート
・定期考査

３ 単元の指導と評価の計画 (５)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（２）

【少子高齢化と人口減少社会の到来】
○少子高齢社会と人口減少社会について理
解を深め、その課題について考察する。 ○ ○

・ワークシート
・定期考査

２
（１）

【地域社会の変化】
○都市問題や過疎化、市町村合併について
理解し、地域の課題について考察する。

○
・ワークシート
・定期考査

３
（２）

【生活の変化】
○家族の多様化及び女性の職場進出につい
て理解を深め、関連するサービスについて
考察する。

○ ○ ○



３ 内容のまとまりにおける指導と評価の計画

題材（あるいは議題） 主な学習活動

「よりよい高校生活を送る
ために」

・「キャリア・パスポート」を活用して、中学校３年間を客観的に
振り返り、高校３年間で身に付けたい力と具体的な目標を明確にす
る。
・話合いを通して考えた目標について、グループで共有し、今年１
年間の目標を決める。
・「キャリア・パスポート」を活用して、定期的に自分自身の活動
及び取組を客観的に振り返り、整理する。
・「キャリア・パスポート」を活用して、今年１年間の活動及び取
組について客観的に振り返って共有し、自己の良さや課題を見いだ
す。

２ 内容のまとまりの評価規準

よりよい生活を築くための
知識・技能

集団や社会形成者としての
思考・判断・表現

主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

①社会の中で自分の役割を果た
しながら、自分らしい生き方を
実現していくことの意義を理解
している。
②現在の学習と将来の社会・職
業生活とのつながりを考えるた
めに、必要な知識及び技能を身
に付けている。

①現在の自己の学習に関する課
題、及び将来の在り方や生き方
や進路についての課題を見いだ
している。
②主体的に学習に取り組み、働
くことや社会に貢献すること、
自己の将来について、適切な情
報を収集して考え、意思決定し
て実践している。

①将来の生き方を描き、現在
の生活や学習の在り方を振り
返ろうとしている。
②働くことと学ぶことの意義
を意識し、社会的・職業的自
立に向けて、現在及び将来の
生活を改善しようとしてい
る。

１ 内容のまとまり： ホームルーム活動（３）一人一人のキャリア形成と自己実現

指導と評価の計画 特別活動



「総合的な探究の時間」は、

「総合的な探究の時間」指導計画を使用する



○「記録に残す評価」

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

２
（２）

【経済社会の変容】
・資本主義と社会主義はどのように変容しているのか，また
市場規模の広がりをみせる市場経済の展望と課題について理
解する。
・大きな政府と小さな政府について，それぞれの経済的な課
題への対応を協働的に考察する。

○

○ ○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

３
（３）

【経済主体と市場の働き】
・3つの経済主体間の経済循環はどのようなものか，また市
場の効率性と，その限界はどのような点にあるのかについて
理解する。
・需給曲線を通して市場メカニズムを考える。
・市場の効率性と公平性はどのように調整されるべきか考え
る。

○

○
○

○
○

評価方法

1
（１）

【経済活動の意義】
・経済活動とはどのように営まれているのか，限りある資金
や資源はどのように選択され，配分されていくのかについて
理解する。
・経済的な効率性と公平性の対立関係について考える。

○

○ ○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

３ 単元の指導と評価の計画 (６)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・生産・分配・消費，希少性，トレードオ
フ，機会費用など，経済の根本的な概念に
ついて理解している。
・資本主義経済の成立と展開，経済におけ
る政府の役割の変化について理解してい
る。
・効率性と公平性について理解している。
・需要と供給により価格と生産量が変化す
ることを理解している。
・希少な資源の効率的配分をもたらす市場
機構や，寡占や独占，外部不経済，情報の
非対称性など市場機能の限界について理解
している。
・情報の非対称性によって生じる問題の具
体例について，信頼性の高い情報源から収
集し，適切に整理することができている。

・資源の効率的な配分について，効率
性と公平性の観点から多面的に考察し
ている。
・資本主義経済の成立以降，経済社会
がどのように展開していったか，政府
の役割の変化と関連させて考察してい
る。
・大きな政府と小さな政府の考え方に
ついて，協働的に考察し，論拠をもっ
て表現している。
・市場経済における生産要素の効率的
な配分や，政府の適切な施策について
多面的・多角的に考察し，論拠をもっ
て表現している。
・情報の非対称性によって生じる問題
とその対応策について，２つの視点
（情報をもつ側ともたない側）を踏ま
えながら協働的に考察し，適切に表現
している。

・よりよい社会の実現を視野に，経
済的な効率性と公平性の関係につい
て学習したことを社会生活に生かそ
うとしている。
・資本主義経済と社会主義経済の特
徴について主体的に追究して，学習
上の課題を意欲的に解決しようとし
ている。
・市場メカニズムの働きや市場の限
界について主体的に追究して，学習
上の課題を意欲的に解決しようとし
ている。

１ 単元名： 現代の経済社会（１）

指導と評価の計画 教科名： 公民 科目名： 政治・経済



○「記録に残す評価」

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

２
（２）

【国民所得】
・経済活動の大きさをはかる指標には何があるのか，またそ
れぞれの指標は，どう関係しているかについて理解する。
・NI(国民所得)から三面等価の原則について考える。

○

○ ○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

３
（２）

【経済成長と国民の福祉】
・経済成長や景気変動の要因とは何か，また経済活動の見方
であるフローとストックの違いとは何かについて理解する。
・経済成長と私たちの豊かな生活について多面的に考察す
る。

○

○ ○

評価方法

1
（２）

【企業の役割】
・株式会社のしくみにはどのようなものがあるのか，企業が
になうべき社会的責任とは何かなど，企業の役割と社会的責
任について理解する。
・企業の社会的責任や法令遵守(コンプライアンス)について
協働的に考察する。

○

○ ○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

３ 単元の指導と評価の計画 (６)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・有限責任と無限責任の考え方について理
解している。
・株式会社の仕組みについて，p.64の図2
を利用しながら，株主と経営者との関係を
理解している。
・p.66のQ&Aを利用して，株式売買に関す
る考え方を理解している。
・NIの生産・分配・支出のそれぞれの内容
とともに，3つが理論的に同額になること
を理解している。
・現在においては，GDPなどの経済指標で
は計りきれない福祉的側面からの指標や環
境的側面からの指標，社会的側面からの指
標などがあることを理解している。

・企業が従業員をはじめ，消費者や地
域社会などに対してどのような責任を
果たすべきか，協働的に考察・構想
し，適切に表現している。
・景気変動による私たちの生活と企業
の成長への影響や，政府による景気安
定化政策について多面的・多角的に考
察したことを，論拠をもって表現して
いる。

・企業の社会的責任や法令順守の姿
勢について主体的に追究して，企業
の不祥事が相次いでいる現代の諸課
題を主体的に解決しようとしてい
る。
・社会の課題を解決する会社をどの
ように起業していくか，主体的に考
察しようとしている。
・経済成長による経済的な豊かさと
幸福について，数値化することが困
難な経済活動や生活の諸行動をどの
ように評価するべきかという観点か
ら，主体的に考えを導きだそうとし
ている。

１ 単元名： 現代の経済社会（２）

指導と評価の計画 教科名： 公民 科目名： 政治・経済



○「記録に残す評価」

４
（３）

【日本の財政の課題】
・税制改革とは何か，財政の硬直化が生じる原因とは何か，
また財政構造改革とはどのような改革なのかについて理解す
る。
・日本の財政の現状を理解し，これからの財政のあり方を考
える。

○

○ ○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

２
（２）

【日本銀行の役割】
・日本銀行が実施する金融政策の目的は何か，またどのよう
な方法で通貨供給量を調整しているのかについて理解する。
・中央銀行の役割について多面的に考察する。

○

○ ○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

３
（２）

【財政の役割と租税】
・経済活動における財政の役割は何か，また歳入の柱である
租税は，どのようなしくみになっているのかについて理解す
る。
・財政の持つ様々な役割や納税者としての立場から租税のあ
り方について考える。

○

○ ○

評価方法

1
（２）

【金融の役割】
・経済活動における資金の流れとはどのようなものか，また
直接金融と間接金融の違いは何かについて理解する。
・金融を通した経済活動の活性化について考える。

○

○ ○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

３ 単元の指導と評価の計画 (９)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・金融は，信用創造等により，家計や企業
からの資金を様々な経済主体に投資するこ
とで資本を増加させ，生産性を高め，社会
を豊かに発展させる役割を担っていること
を理解している。
・中央銀行の役割や金融政策の目的と手段
について理解している。
・財政に求められる機能について理解して
いる。
・一般会計の歳入・歳出がどのように推移
してきたかを適切に読み取ることができて
いる。
・累進課税制度について，計算方法も踏ま
えながら理解している。
・日本の財政の現状と課題について，複数
資料の読み取りを通じて理解している。
・主要な直接税と間接税について，各税を
増税した場合のメリットとデメリットを信
頼性の高い情報源から収集し，適切に整理
することができている。

・景気のそれぞれの局面に対処するた
め，日本銀行がどのような政策をとっ
ているか，企業との関係も含めて多面
的・多角的に考察したことを，論拠を
もって表現している。
・一般会計の歳入・歳出について，一
部項目が大きく増加した背景を考察
し，適切に表現している。
・プライマリーバランスの改善や債務
残高の減少に資する方策について，多
面的・多角的に考察し，論拠をもって
表現している。

・金融技術の革新について主体的に
追究して，それらをよりよい社会の
実現を視野にしながら生かそうとし
ている。
・金融商品についての関心を高めて
おり，リスクとリターンの関係など
をよく理解したうえで，無理のない
資金運用を心がけようとするなど，
学習したことを社会生活に生かそう
としている。
・公平な税負担について，主体的に
考えを導きだそうとしている。
・日本の財政の現状と課題を理解し
たうえで，財政再建について興味関
心をもち，歳出減と歳入増の両面か
ら再建のための方策を積極的に追究
しながら，「財政健全化のあり方」
を探究するための意欲を高めてい
る。

１ 単元名： 現代の経済社会（３）

指導と評価の計画 教科名： 公民 科目名： 政治・経済



○「記録に残す評価」

１ 単元名： 現代の日本経済と福祉の向上（１）

指導と評価の計画 教科名： 公民 科目名： 政治・経済

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・戦後復興，高度経済成長，バブル経済の
発生と崩壊などの背景や要因について理解
している。
・中小企業が日本経済の発展に寄与してき
た役割について理解している。
・農業基本法や食料・農業・農村基本法，
食糧管理制度や新食糧法などの農業政策の
流れについて理解している。
・食料安全保障の観点から，日本の食料自
給率と貿易の関係について理解している。
・典型的な消費者問題や悪質商法にはどの
ようなものがあるか理解している。
・消費者保護基本法から消費者基本法にい
たる消費者行政の内容を知り，求められる
消費者像の変遷について理解している。
・消費者相談の実態について，国民生活セ
ンターのウェブサイトから情報を適切に読
み取り，それらをまとめることができてい
る。

・2000年代以降，景気が拡大しても経
済成長率が伸び悩んでいる理由につい
て，多面的・多角的に考察している。
・人口減少社会が直面する経済的課題
について協働的に考察したうえで，そ
のための経済政策を選択・判断し，表
現している。
・中小企業が，自立的に成長していけ
る環境を作り出すためにどのような政
策が必要か，協働的に考察し，その結
果を適切に表現している。
・所得補償金などによって小規模農家
を保護するべきか，規制緩和で大規模
経営を振興するべきか，といった観点
で日本の農業について協働的に考察
し，それらを適切に表現している。
・消費社会の拡大や過度な宣伝等につ
いて，消費者主権や消費者の権利の観
点などから協働的に考察し，それらを
適切に表現している。

・p.87の時事コラムを踏まえつつ，
今後の日本経済がどのような豊かさ
を目指していくべきかについて主体
的に追究して，よりよい社会の実現
を視野に学習したことを社会生活に
生かそうとしている。
・食料安全保障について主体的に追
究し，自給率向上などの日本農政の
課題を意欲的に解決しようとしてい
る。
・農業をめぐる現状と課題を理解し
たうえで，これからの日本の農業に
ついて興味関心をもち，「持続可能
な農業のあり方」を探究するための
意欲を高めている。
・よりよい社会の実現を視野に，消
費者問題について学習したことを社
会生活に生かそうとしている。

３ 単元の指導と評価の計画 (６)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（２）

【日本経済の成長と課題】
・日本経済は戦後復興をどのようにはたしたのか，また1990
年代以降の長期不況に対し，どのような対策がとられたのか
について理解する。
・歴史的な事象が日本経済に与えた影響を，統計資料を基に
考える。
・人口減少社会と格差・貧困が経済に与える影響を考える。

○

○

○

○

○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

２
（２）

【中小企業と農業】
・日本の中小企業の現状と課題は何か，また国際化の影響を
受ける農業には，どのような農政が必要なのかについて理解
する。
・経済の二重構造に注目して日本経済のあり方を考える。
・社会とのかかわりに着目して，これからの中小企業の姿を
考える。
・農業の自由化を背景として改革が進められている農政につ
いて考える。

○

○

○

○

○

○

○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

３
（２）

【消費者問題】
・さまざまな消費者問題に，行政や消費者自身はどう対応し
ているのか，また消費者の権利と義務について理解する。
・消費者行政の内容を知り，契約の権利と責任の関係を協働
的に考察する。

○

○ ○



○「記録に残す評価」

４
（４）

【社会保障の役割と課題】
・社会保障制度は，どのように発展してきたのか，また日本
の社会保障制度のしくみと課題について理解する。
・諸外国の制度との比較も含めて考える。
・少子高齢化や日本の財政の現状も踏まえながら，今後の課
題を考察する。

○

○
○

○
○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

２
（３）

【労働問題と労働者の権利】
・労働者の権利は，どのようにして確立してきたのか，また
労働基本権を具体化する労働三法の内容について理解する。
・労働法の整備状況や，職場の人権保障について考察する。

○

○ ○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

３
（３）

【こんにちの労働問題】
・日本の伝統的な雇用形態は，どう変化してきたか，また職
場における人権の課題について理解する。
・日本的雇用形態の変化や，ワーク・ライフ・バランスにつ
いて協働的に考察する。

○

○ ○

評価方法

1
（２）

【公害防止と環境保全】
・公害はなぜ発生するのか，また公害防止や環境保全のため
には，どのような対策が必要なのかについて理解する。
・経済成長と公害問題との関係を考える。
・法制度の整備のほか，私たち消費者の行動について考え
る。

○

○
○

○
○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

３ 単元の指導と評価の計画 (12)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・政府による公害対策や環境保全のための
法整備について理解している。
・労働基本権と労働三法の内容について理
解している。
・職場における不当な差別的扱いがあって
はならず，そのための法整備と対策が急が
れることを理解している。
・日本的雇用形態の特徴を理解しており，
また，それらのあり方が崩れてきているこ
とを理解している。
・社会保障の考え方を知り，それらが歴史
的にどのように制度化されてきたかについ
て理解している。
・日本の社会保障制度が諸外国との比較で
どのようなものであるかを読み取り，ま
た，その概要を理解している。

・環境保全と経済活動の両立について
協働的に考察したうえで選択・判断
し，それらを適切に表現している。
・環境保護に向けた取り組みのあり方
について，多面的・多角的に考察して
いる。
・どうすれば職場における不当な差別
的取り扱いが解消できるのか，多面的
に考察している。
・非正規雇用の労働者が置かれている
厳しい状況について，権利の保障や保
護の観点から課題と解消のための政策
を協働的に考察し，それを適切に表現
している。
・日本の社会保障制度の現状と課題に
ついて，多面的・多角的な観点（少子
高齢化，年金制度，負担と給付のバラ
ンス）に立ちながら考察し，適切に表
現している。

・日本の公害問題と環境政策に関す
る理解のもとで，今後の環境問題の
解決方法について主体的に追究し
て，課題を意欲的に解決しようとし
ている。
・日本の労働をめぐる現状と課題を
理解したうえで，諸外国の労働環境
やこれからの日本の労働環境につい
て興味関心をもち，「日本における
ワーク・ライフ・バランスの実現」
を探究するための意欲を高めてい
る。
・安心して暮らせる豊かな社会につ
いて主体的に追究して，社会保障を
社会の中で有効に働かせるための課
題を意欲的に解決しようとしてい
る。

１ 単元名： 現代の日本経済と福祉の向上（２）

指導と評価の計画 教科名： 公民 科目名： 政治・経済



○「記録に残す評価」

４
（３）

【こんにちの国際政治】
・冷戦の終結によって，国際社会はどうかわったのか，また
紛争やテロの背景にはどのようなものがあるのかについて理
解する。
・対立構造の変容から，国際社会の力学の変化を考える。
・大国の動向や，国家対国家の枠組みに収まらない対立構造
について考える。

○

○
○

○
○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

２
（２）

【国際社会の変化】
・国際社会における戦争観や人権の考え方はどう変化した
か，また国際社会におけるＮＧＯの役割とは何かについて理
解する。
・二度の世界大戦が国際法と国際政治に与えた影響について
考える。

○

○ ○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

３
（２）

【国際連合と国際協力】
・集団安全保障とは何か，国際連合は，国際連盟と比べてど
のような点が異なっているのかについて理解する。
・主要機関や専門機関の働きを比較・考察する。
・安保理改革などを材料に国際連合の課題を考える。

○

○
○

○
○

評価方法

1
（２）

【国際社会と国際法】
・国際社会を構成する要素は何か，国際法とは何か，また領
土問題の発生にはどのような原因があるのかについて理解す
る。
・国内政治や国内法との比較で考える。

○

○ ○

【知識・技能】
定期考査
【思考・判断・表現】
定期考査・ワークシート
【主体的に学習に取り組む態度】
演習ノート・ワークシート

３ 単元の指導と評価の計画 (９)時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・主権国家と国際社会の成り立ちについて
理解している。
・二度の世界大戦を契機として，国際法に
大きな変化が生じたことを理解している。
・安全保障理事会の機能について理解して
いる。また，安保理改革として求められて
いる内容を理解している。
・国連が取り組む課題について，信頼性の
高い情報源から収集し，適切に整理するこ
とができている。
・中国やロシアなどの大国が領有権紛争を
起こしていることや，中東の民主化運動に
より地域全体が不安定化していること，米
中対立の深化など，今日的な国際政治の課
題を理解している。

・国際政治や国際法はどのようなもの
なのか，国内政治や国内法との違いに
着目してまとめるなど，適切に表現し
ている。
・領土問題について問いを見出し，平
和的に解決する観点から協働的に考察
し，それらを適切に表現している。
・国際連合が抱えている課題につい
て，採決や財政の観点などから協働的
に考察し，それらを適切に表現してい
る。
・安保理改革の必要性について，大国
一致の原則や拒否権の行使の観点から
協働的に考察し，それらを適切に表現
している。
・冷戦後の「平和に対する脅威」をと
りのぞくために何が必要か，といった
観点で協働的に考察し，それらを適切
に表現している。

・よりよい社会の実現を視野に，主
権国家間の国家利益を調整すること
について学習したことを，他者との
利害調整といった社会生活に生かそ
うとしている。
・国際連合の専門機関が取り扱って
いる人権や社会，経済や環境問題に
関する行動について主体的に追究
し，国際的な課題を意欲的に解決し
ようとしている。
・国際連合のしくみや取り組みを理
解したうえで，国際社会における平
和の実現について興味関心をもち，
「持続可能な平和のあり方」を探究
するための意欲を高めている。
・国際社会における法の支配につい
て主体的に追究し，各国の国益を超
えた問題解決に向けて意欲的に考察
している。

１ 単元名： 国際政治の動向と課題（１）

指導と評価の計画 教科名： 公民 科目名： 政治・経済



○

【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

３
（３）

・ 提案書を生徒間で読み合い、相互評価
を行う。
・ 相互評価シートを基に、提案書を書き
直す。

○

【思考・判断・表現】②
「提案書」及び「相互評価
シート」の記述の分析

４
（１）

・ 書き直した提案書をクラス全体で共有
する。
・振り返りシートにより単元の学習を振り
返る。
・ 振り返りシートを基に、単元の学習で
得た気付きをグループや全体で共有する。

○

【知識・技能】
「構成スライド」の記述の
確認

【思考・判断・表現】①
「提案書」の記述の確認

1
（１）

・ 単元の目標や進め方を確認し、学習の
見通しをもつ。
・ 提示された例文を基に情報と情報との
関係について考える。

２
（３）

・ 提案する相手や、提案に必要な情報を
収集する。
・ 内容、構成などをプレゼンテーション
ソフトのスライド機能を用いて入れ替えな
がら整理する。
・ スライドで整理した構成案を基に、提
案書を作成する。

○

○

３ 単元の指導と評価の計画 (　　８　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

主張と論拠など情報と情報との
関係について理解している。

① 「書くこと」において、読
み手の理解が得られるよう、論
理の展開、情報の分量や重要度
などを考えて、文章の構成や展
開を工夫している。
② 「書くこと」において、目
的や意図に応じて書かれている
かなどを確かめて、文章全体を
整えたり、読み手からの助言な
どを踏まえて、自分の文章の特
長や課題を捉え直したりしてい
る。

提案書を書くことを通して、
情報の妥当性や信頼性の吟味
の仕方について理解を深め、
伝えたいことを明確にし、文
章の構成や展開を工夫する中
で、自らの学習を調整しよう
としている。

１ 単元名： 高校生の読書量を増やすための提案書を書こう

指導と評価の計画 教科名： 国語 科目名： 現代の国語



○ 「記録に残す評価」

・単元を見通して学び、振り返

るワークシートへの記述内容
５

（２）

【持続可能な社会の実現をめざして】
・地球的課題と国際協力についての学習を
振り返り、ワークシートに表現する。
 

◯ ○

指導と評価の計画 教科名： 地理歴史 科目名： 地理総合

１ 単元名： 地球的課題と国際協力

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

２ 単元の目標と評価規準

・世界各地で見られる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に，地球的課題の
各地で共通する傾向性や課題相
互の関連性などについて大観し
理解している。
・世界各地で見られる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などを基に，地球的課題の
解決には持続可能な社会の実現
を目指した各国の取組や国際協
力が必要であることなどについ
て理解している。

・世界各地で見られる地球環境
問題，資源・エネルギー問題，
人口・食料問題及び居住・都市
問題などの地球的課題につい
て，地域の結び付きや持続可能
な社会づくりなどに着目して，
主題を設定し，現状や要因，解
決の方向性などを多面的・多角
的に考察し，表現している。

・地球的課題と国際協力につ
いて、よりよい社会の実現を
視野にそこで見られる課題を
主体的に追究しようとしてい
る。

３ 単元の指導と評価の計画 (18)時間扱い

主な学習活動
【世界各地の地球的課題】
・世界各地の地球的課題と、その背景、課
題の解決に向けた国際的な取組や日本の役
割を学ぶことに対して、関心をもつ。

1
（２）

次 知 思 態 評価方法

・ワークシートへの表現

・ワークシートへの表現

・生徒の発表

・成果物（スライド）

【地球環境問題】
・地球環境問題が起きている位置や分布、
原因などを調べ、ワークシートにまとめ
る。
【資源・エネルギー問題】
・資源・エネルギー問題についての問いを
設定し、各自で考察したことをまとめる。
【人口問題】
・世界各地で見られる人口問題について理
解する。

【食料問題】
・世界の抱える食料問題とその要因を考察
しワークシートに表現する。
・食料問題の解決のために、各国あるいは
国際的に行われている取組について、グ
ループ内でテーマを設定し、考察する。

３
（３）

○

◯

２
（７）

○

○

◯

・ワークシートへの表現（レ

ポートの記述内容）

・ワークシートへの表現

（問いの表現、課題の考察）

・ワークシートへの記述内容

・ワークシートへの記述内容

・ワークシートへの表現

（問いの表現、課題の考察）

・ワークシートへの表現

・生徒の発表

・成果物（スライド）

４
（４）

【居住・都市問題】
・世界各地で見られる居住・都市問題につ
いて理解し、居住・都市問題の要因や解決
の方向性などを考察する。
【民族問題】
・民族問題・難民問題の現状や要因、解決
の方向性について考察する。

○ ○

◯



○

【思考・判断・表現】
ワークシートの確認
【主体的に学習に取り組む
態度】
ワークシートの確認

６
（６）

契約と法、消費者の権利と責任について学
習する。

○

【知識・技能】
ワークシートの確認

７
（７）

本単元で学んできたことを生かし【単元を
貫く問い】について自らの考えを論述す
る。 ○ ○

【知識・技能】
定期考査

４
（４）

社会権や新しい人権（環境権、プライバ
シーの権利、自己決定権）等、20世紀以降
に登場した人権について学習する。 ○

【知識・技能】
定期考査

５
（５）

司法制度について学習する。

○

【知識・技能】
定期考査

２
（２）

精神の自由、身体の自由、経済活動の自由
について理解するとともに、犯罪に因る処
罰や公共の福祉により自由が制限されるこ
ともあることについて学習する。

３
（３）

法の下の平等について理解するとともに、
望ましい平等の在り方について学習する。

○

３ 単元の指導と評価の計画 (　　７　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

法とは何かについて理解するともに、望ま
しい法の在り方について学習する。

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

憲法の下、適正な手続きに則
り、法や規範に基づいて各人の
意見や利害を公平・公正に調整
し、個人や社会の紛争を調停、
解決することなどを通して、権
利や自由が保障、実現され、社
会の秩序が形成、維持されてい
くことについて理解している。
現実社会の諸課題に関わる諸資
料から、自立した主体として活
動するために必要な情報を適切
かつ効果的に収集し、読み取
り、まとめる技能を身に付けて
いる。

法、政治及び経済などの側面を
関連させ、自立した主体として
解決が求められる具体的な主題
を設定し、合意形成や社会参画
を視野に入れながら、その主題
の解決に向けて事実を基に協働
して考察したり構想したりした
ことを、論拠をもって表現して
いる。

法や規範の意義及び役割につ
いて、よりよい現代社会の実
現を視野に、現代の諸課題を
主体的に解決しようとしてい
る。

１ 単元名： 法的な主体となる私たち（公共Ａ）

指導と評価の計画 教科名： 公民 科目名： 公共



○

１ 単元名： 数と式

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅰ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①乗法の展開公式や因数分解の
公式を理解している。
②根号を含む式の加減乗法の計
算ができ、分母の有理化ができ
る。
③等式・不等式の性質を理解し
ている。

①整式の計算を工夫して展開・
因数分解などの計算ができる。
②数を実数まで拡張する過程を
確認し、有理数と循環小数を互
いに変換することができる。
③絶対値を含む方程式・不等式
の計算をすることができる。

①式の展開や因数分解、平方
根や絶対値を含む式、等式・
不等式の性質に関心を持ち、
式の変形や計算に取り組もう
としている。
②式の展開や因数分解、平方
根や絶対値を含む式、等式・
不等式の性質に関心を持ち、
問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (８)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（３）

〇多項式の計算、式の展開、因数分解
・分配法則や指数法則を理解して、計算す
る。
・展開公式を利用して、式の計算をする。
・公式を利用して、因数分解する。
・工夫をして、展開や因数分解の計算をす
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（３）

〇実数、絶対値、根号を含む式の計算
・循環小数を分数に、分数を小数に変換す
る。
・根号を含む式の加減乗法の計算や分母の
有理化の計算をする。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（２）

〇１次不等式、絶対値を含む方程式・不等
式
・１次不等式や連立１次不等式を解く。
・問題文から不等式を立式し、解を求め
る。
・絶対値を含む方程式・不等式を解く。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇
〇



○

１ 単元名： 集合と命題

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅰ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①共通部分や和集合、ド・モル
ガンの法則を理解し、集合を求
めることができる。
②命題の真偽を判断し、必要条
件・十分条件を区別することが
できる。
③逆・裏・対偶の命題を述べる
ことができる。

①逆・裏・対偶の命題の真偽を
正しく判断することができる。
②対偶や背理法を利用した証明
法について理解する。

①集合の考え方のよさを認識
し、事象の考察に活用しよう
とすることができる。
②命題と条件及び証明法など
の考え方や体系について関心
を持ち、問題解決にそれらを
活用しようとしたり、粘り強
く考え数学的論拠に基づき判
断しようとしたりしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (４)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（２）

〇集合
・共通部分や和集合を求める。
・ド・モルガンの法則を利用して、集合を
求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

２
（２）

〇命題と条件、逆・裏・対偶
・命題の真偽を判断する。
・命題の逆・裏・対偶の命題を延べ、真偽
を判断する。
・対偶や背理法を利用した証明法を理解す
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り



○

１ 単元名： 二次関数

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅰ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①二次関数の値の変化やグラフ
の特徴について理解している。
②二次関数の最大値や最小値を
求めることができる。
③二次方程式の解と二次関数の
グラフとの関係について理解し
ている。
④二次不等式の解と二次関数の
グラフとの関係について理解
し、二次関数のグラフを用いて
二次不等式の解を求めることが
できる。

①二次関数の式とグラフとの関
係について、コンピュータなど
の情報機器を用いてグラフをか
くなどして多面的に考察するこ
とができる。
②二つの数量の関係に着目し、
日常の事象や社会の事象などを
数学的に捉え、問題を解決した
り、解決の過程を振り返って事
象の数学的な特徴や他の事象と
の関係を考察したりすることが
できる。

①事象を二次関数の考えを用
いて考察するよさを認識、問
題解決にそれらを活用しよう
としたり、粘り強く考え数学
的論拠に基づき判断しようと
したりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改
善したりしようとしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (10)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（４）

〇二次関数のグラフ、平行移動、最大最
小、決定
・二次関数の式を平方完成する。
・二次関数の頂点や軸を求め、グラフをか
く。
・平行移動した二次関数の式を求める。
・二次関数の最大値や最小値を式から求め
る。
・与えられた条件をもとに二次関数の式を
求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

○

○

〇
〇

○

○

○

〇
〇

○

○

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（３）

〇二次方程式、放物線と直線の共有点
・因数分解や解の公式を利用して、二次方
程式を解く。
・判別式を利用して、実数解の個数を調べ
たり、実数解をもつ範囲を求めたりする。
・二次関数と直線の共有点の個数や座標を
求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○

〇
〇

○

○

〇
〇

○

○

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（３）

〇二次不等式、連立二次不等式
・因数分解や解の公式、判別式、グラフを
利用して、二次不等式を解く。
・数直線を利用して、連立二次不等式を解
く。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○

〇
〇

○

〇
〇

○

〇
〇



○

１ 単元名： 図形と計量

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅰ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①鋭角の三角比の意味と相互関
係について理解している。
②三角比を鈍角まで拡張する意
義を理解している。
③鋭角の三角比の値を用いて鈍
角の三角比の値を求める方法を
理解している。
④正弦定理や余弦定理について
三角形の決定条件や三平方の定
理と関連付けて理解している。
⑤正弦定理や余弦定理などを用
いて三角形の辺の長さや角の大
きさなどを求めることができ
る。

①図形の構成要素間の関係を三
角比を用いて表現し，定理や公
式として導くことができる。
②図形の構成要素間の関係に着
目し，日常の事象や社会の事象
などを数学的に捉え，問題を解
決したり，解決の過程を振り
返って事象の数学的な特徴や他
の事象との関係を考察したりす
ることができる。

①事象を図形と計量の考えを
用いて考察するよさを認識
し，問題解決にそれらを活用
しようとしたり，粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (６)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（２）

〇直角三角形と三角比
・直角三角形における正弦、余弦、正接
の定義を理解する。
・三角形の相互関係を理解し、三角比の
値を求める。
・90°-θや180°-θの三角比の値を理解
する。
・三角比の等式を満たすθの値を求め
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

〇

〇
〇

○

○

○
〇
〇

○

○

〇
〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（２）

〇正弦定理と余弦定理
・正弦定理や余弦定理の公式を利用し
て、三角形の辺の長さや角の大きさ、外
接円の半径を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

○

〇
〇

○

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（２）

〇三角形の面積、空間図形への応用
・三角比を用いた三角形の面積の求め方
を理解する。
・平面図形と同様に空間図形における辺
の長さや角の大きさを正弦定理や余弦定
理を用いて求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○

〇
〇

○

〇
〇

○

〇
〇



○

１ 単元名： データの分析

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅰ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①分散，標準偏差，散布図及び
相関係数の意味やその用い方を
理解している。
②分散や標準偏差などの基本的
な統計量を求めることができ
る。

①データの散らばり具合や傾向
を数値化する方法を考察するこ
とができる。
②複数の種類のデータから適切
な統計量やグラフ，手法などを
選択して分析を行い，データの
傾向を把握して事象の特徴を表
現することができる。

①事象をデータの分析の考え
を用いて考察するよさを認識
し，問題解決にそれらを活用
しようとしたり，粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (３)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

〇データの代表値と四分位数
・データの平均値や中央値、最頻値を理
解する。
・四分位数と箱ひげ図の関係を理解す
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

〇
〇
〇

○
〇
〇

○

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（１）

〇分散と標準偏差
・データの数値から分散や標準偏差を求
める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

○

〇
〇

○

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（１）

〇散布図と相関係数
・２つのデータから散布図を書く。
・２つのデータの分散、共分散を求め、
最終的に相関係数を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
○

〇
〇

○

〇
〇

○

〇
〇



○

１ 単元名： 場合の数と確率

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅰ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①集合の要素の個数に関する基
本的な関係や和の法則，積の法
則などの数え上げの原則につい
て理解している。
②具体的な事象を基に順列及び
組合せの意味を理解し，順列の
総数や組合せの総数を求めるこ
とができる。
③確率の意味や基本的な法則に
ついての理解を深め，それらを
用いて事象の確率や期待値を求
めることができる。
④独立な試行の意味を理解し，
独立な試行の確率を求めること
ができる。
⑤条件付き確率の意味を理解
し，簡単な場合について条件付
き確率を求めることができる。

①事象の構造などに着目し，場
合の数を求める方法を多面的に
考察することができる。
②確率の性質や法則に着目し，
確率を求める方法を多面的に考
察することができる。
③確率の性質などに基づいて事
象の起こりやすさを判断した
り，期待値を意思決定に活用し
たりすることができる。

①事象を場合の数や確率の考
えを用いて考察するよさを認
識し，問題解決にそれらを活
用しようとしたり，粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (９)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（４）

〇集合の要素の個数と場合の数
・集合の要素の個数や樹形図、和の法則、
積の法則を利用して、場合の数を求める。
・順列や円順列、重複順列の考え方を理解
し、場合の数を求める。
・組合せや同じものを含む順列の考え方を
理解し、場合の数を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

〇

〇
〇

○

〇

〇
〇

○

〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（４）

〇確率
・基本的な確率の計算をする。
・独立な試行の確率や反復試行の確率を求
める。
・条件付き確率を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇
〇

○
〇

〇
〇

○
〇

〇
〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（１）

〇期待値
・期待値を求める。
・期待値を比較して、有利不利を判断す
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
○

〇
〇

○

〇
〇

○

〇
〇



○

１ 単元名： 図形の性質

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅰ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①三角形に関する基本的な性質
について理解している。
②円に関する基本的な性質につ
いて理解している。
③空間図形に関する基本的な性
質について理解している。

図形の構成要素間の関係や既
に学習した図形の性質に着目
し，図形の新たな性質を見いだ
し，その性質について論理的に
考察したり説明したりすること
ができる。

①事象を図形の性質の考えを
用いて考察するよさを認識
し，問題解決にそれらを活用
しようとしたり，粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (６)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（２）

〇三角形の外心・内心・重心とチェバの定
理、メネラウスの定理
・三角形の外心・内心・重心の性質を理解
し、角の大きさや辺の比を求める。
・チェバの定理やメネラウスの定理を用い
て、辺の比を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

〇

〇
〇

〇

〇
〇

○

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（２）

〇円に内接する四角形、円と直線、２つの
円
・円に内接する四角形の性質を理解し、角
の大きさを求める。
・接線と弦の作る角の性質を理解して、角
の大きさを求める。
・方べきの定理を用いて、辺の長さを求め
る。
・２つの円の関係と共通接線について理解
する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇

〇
〇

○

〇

〇

〇
〇

○

〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（２）

〇空間図形と多面体
・空間図形におけるねじれの位置の関係や
直線と面の関係を理解する。
・正多面体の性質について理解する。
・オイラーの多面体定理について理解す
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

○
〇

〇
〇

○

〇
〇

〇
〇



○

２
（1）

〇実数、絶対値、根号を含む式の計算、１
次不等式、絶対値を含む方程式・不等式
・循環小数を分数に、分数を小数に変換す
る。
・根号を含む式の加減乗法の計算や分母の
有理化の計算をする。
・１次不等式や連立１次不等式を解く。
・絶対値を含む方程式・不等式を解く。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (2)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（1）

〇多項式の計算、式の展開、因数分解
・分配法則や指数法則を理解して、計算す
る。
・展開公式を利用して、式の計算をする。
・公式を利用して、因数分解する。
・工夫をして、展開や因数分解の計算をす
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①乗法の展開公式や因数分解の
公式を理解している。
②根号を含む式の加減乗法の計
算ができ、分母の有理化ができ
る。
③不等式の性質を理解してい
る。

①整式の計算を工夫して展開・
因数分解などの計算ができる。
②絶対値を含む方程式・不等式
の計算をすることができる。

①式の展開や因数分解、平方
根や絶対値を含む式、等式・
不等式の性質に関心を持ち、
式の変形や計算に取り組もう
としている。
②式の展開や因数分解、平方
根や絶対値を含む式、等式・
不等式の性質に関心を持ち、
問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。

１ 単元名： 数と式

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ



○

２
（1）

〇命題と条件、逆・裏・対偶
・命題の真偽を判断する。
・命題の逆・裏・対偶の命題を延べ、真偽
を判断する。
・対偶や背理法を利用した証明法を理解す
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (2)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（1）

〇集合
・共通部分や和集合を求める。
・ド・モルガンの法則を利用して、集合を
求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①共通部分や和集合、ド・モル
ガンの法則を理解し、集合を求
めることができる。
②命題の真偽を判断し、必要条
件・十分条件を区別することが
できる。
③逆・裏・対偶の命題を述べる
ことができる。

①逆・裏・対偶の命題の真偽を
正しく判断することができる。
②対偶や背理法を利用した証明
法について理解する。

①集合の考え方のよさを認識
し、事象の考察に活用しよう
とすることができる。
②命題と条件及び証明法など
の考え方や体系について関心
を持ち、問題解決にそれらを
活用しようとしたり、粘り強
く考え数学的論拠に基づき判
断しようとしたりしている。

１ 単元名： 集合と命題

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ



○

１ 単元名： 二次関数

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①二次関数の式を平方完成し、
軸や頂点を求め、グラフをかく
ことができる。
②定義域から二次関数の最大
値・最小値を求めることができ
る。
③問題の条件から二次関数の式
を求めることができる。
④因数分解や解の公式を利用し
て、二次方程式を解くことがで
きる。
⑤判別式を利用して、実数解の
個数を求めることができる。

①二次関数の平行移動や対称移
動について理解し、式を求める
ことができる。
②放物線と直線の共有点の座標
や個数を求めることができる。
③式やグラフから二次不等式を
解くことができる。

①二次関数の考え方に関心を
持ち、数学のよさを認識し
て、事象の考察に活用しよう
としている。
②二次関数の考え方に関心を
持ち、問題解決にそれらを活
用しようとしたり、粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (3)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（1）

〇二次関数
・二次関数の式を平方完成し、軸や頂点を
求め、グラフをかく。
・平行移動や対称移動した式を求める。
・条件から二次関数を決定し、求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（1）

〇二次方程式、放物線と直線の共有点
・因数分解や解の公式を利用して、二次方
程式の解を求める。
・判別式を利用して、二次方程式の実数解
の個数を求めたり、重解や実数解を持つ条
件を求める。
・放物線と直線の式を連立して、共有点の
個数や座標を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（1）

〇二次不等式
・因数分解や解の公式を利用して、二次不
等式を解く。
・連立二次不等式を解く。
・二次不等式を利用して、二次方程式の解
の存在範囲を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇



○

１　単元名： 三角比

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

三角比の表の意味を理解して
いる。
三角比の相互関係について理
解し，基礎的な知識を身に付
けている。

座標平面上の半円を用いて、鈍角まで拡張した三角
比について考察することができ、具体的な事象につ
いて三角比を使って考察することができる。
三角比の相互関係を用いて、与えられた三角比の値
から残りの三角比の値を求めることができ、
30°,45°,60°の三角比を直角三角形の辺の比から
求めることができる。
鈍角の三角比を鋭角の三角比で表すことができる。

三角比の相互関係や鈍角の三
角比を考えることに関心をも
ち、鋭角の三角比との関係に
ついて考察しようとする。

【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノート確認
【知識技能】
・課題プリント
・定期試験(後日)
・確認テスト

３　単元の指導と評価の計画 ( 3 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(1)

〇三角比
・直角三角形を用いて、正弦(sin）、余弦(cos)、正接(tan)の
定義について理解する。
・30°、45°、60°の三角比について、求める。
・三角比の表から値を読み取り、角の大きさを求める。
・三角比を利用して、距離や高さ、大きさを求める。
・解答しながら、ポイントを確認する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行う。

〇

〇

〇

〇

〇

【思考・判断・表現】
・ノート確認
・課題プリント
【知識・技能】
・定期試験(後日)
・確認テスト

2
(1)

〇三角比の性質
・相互関係の式について理解し、利用して計算する。
・90°-θの三角比を45°以下の値で表す。
・解答しながら、ポイントを確認する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行う。

〇 〇

〇

〇

〇

【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノート確認
【思考・判断・表現】
・課題プリント
・定期試験(後日)
・確認テスト

3
(1)

〇三角比の拡張
・単位円や直角三角形を使って、180°までの三角比を求める。
・180°-θの三角比を90°以下の三角比の値を用いて求めるこ
とができる。
・相互関係の式について理解し、利用して計算する。
・解答しながら、ポイントを確認する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行う。

〇

〇

〇

〇

〇



○

１　単元名： 三角比と図形の計量

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名：

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

三角比を用いた平面図形や空
間図形の計量に関する知識を
身に付けている。

三角比を用いて、三角形の面積表す過程や空間図形
の計量の考察し、三角比や正弦定理・余弦定理など
を用いて平面図形や空間図形を計量することができ
る。
正弦定理・余弦定理などを用いて、三角形の残りの
要素を求めることができる。

正弦定理や余弦定理を用い
て、三角形の辺の長さや角の
大きさを調べようとし、三角
比を用いて三角形の面積や空
間図形の計量に活用しようと
する。

３　単元の指導と評価の計画 ( 4 )時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノート確認
【思考・判断・表現】
・課題プリント
・定期試験(後日)
・確認テスト

1
(1)

〇正弦定理
・正弦定理の公式を理解する。
・正弦定理を用いて、三角形の辺の長さや角の大きさ、外接円
の半径を求める。
・解答しながら、ポイントを確認する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行う。

〇

〇

〇

〇
〇
〇

【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノート確認
【思考・判断・表現】
・課題プリント
・定期試験(後日)
・確認テスト

2
(1)

〇余弦定理
・余弦定理の公式を理解する。
・余弦定理を用いて、三角形の辺の長さや角の大きさを求め
る。
・正弦定理と余弦定理を用いて、三角形の辺の長さや角の大き
さを求める。
・解答しながら、ポイントを確認する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行う。

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇

【知識・技能】
・授業態度
・ノート確認
【思考・判断・表現】
・課題プリント
・定期試験(後日)
・確認テスト

3
(1)

〇三角形の面積
・三角形の面積の公式について理解する。
・三角形の面積を用いて、内接円の半径を求める。
・解答しながら、ポイントを確認する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行う。

〇

〇

〇

〇
〇
〇

【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノート確認
【思考・判断・表現】
・課題プリント
・定期試験(後日)
・確認テスト

4
(1)

〇空間図形の計量
・正弦定理や余弦定理を用いて、空間図形の辺の長さや角の大
きさを求める。
・空間図形における切断面の図の形を理解する。
・解答しながら、ポイントを確認する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行う。

〇

〇

〇

〇
〇





三角比と図形の計量

科目名： 数学Ⅱ

主体的に学習に取り組む態度

正弦定理や余弦定理を用い
て、三角形の辺の長さや角の
大きさを調べようとし、三角
比を用いて三角形の面積や空
間図形の計量に活用しようと
する。

「記録に残す評価」
評価方法

【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノート確認
【思考・判断・表現】
・課題プリント
・定期試験(後日)
・確認テスト

【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノート確認
【思考・判断・表現】
・課題プリント
・定期試験(後日)
・確認テスト

【知識・技能】
・授業態度
・ノート確認
【思考・判断・表現】
・課題プリント
・定期試験(後日)
・確認テスト

【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノート確認
【思考・判断・表現】
・課題プリント
・定期試験(後日)
・確認テスト





○

１　単元名： データの整理

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名：

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

四分位数や四分位範囲などの
用語や意味を理解している。

整理した表、図、値などの意味を理解し、そのデー
タの特性や法則性を的確にとらえることができ、箱
ひげ図を用いてデータの散らばりを表すことができ
る。

度数分布やヒストグラムをか
こうとしている。

【思考・判断・表現】
・ノート確認
・課題プリント
【知識・技能】
・定期試験(後日)
・確認テスト

３　単元の指導と評価の計画 ( 3 )時間扱い

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(1)

〇度数分布
・データを読み取り、度数分布表とヒストグラムを書く。
・度数分布表から相対度数分布表を作る。
・解答しながら、ポイントを確認する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行う。

〇

〇

〇

〇

【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノート確認
【思考・判断・表現】
・課題プリント
・確認テスト
・定期テスト（後日）
【知識・技能】
・定期試験(後日)
・確認テスト

2
(1)

〇代表値
・平均値、最頻値、中央値について理解し、データを並び替え
て値を求める。
・適切なデータの見方について理解する。
・解答しながら、ポイントを確認する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行う。

〇

〇

〇

〇

【思考・判断・表現】
・ノート確認
・課題プリント
【知識・技能】
・定期試験(後日)
・確認テスト

3
(1)

〇四分位数と四分位範囲
・データから四分位数や四分位範囲を求め、箱ひげ図を書く。
・箱ひげ図から四分位数や四分位範囲を求める。
・箱ひげ図やヒストグラムからデータの散らばりの度合いを正
しく理解する。
・解答しながら、ポイントを確認する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行う。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇



データの整理

科目名： 数学Ⅱ

主体的に学習に取り組む態度

度数分布やヒストグラムをか
こうとしている。

【思考・判断・表現】
・ノート確認
・課題プリント
【知識・技能】
・定期試験(後日)
・確認テスト

「記録に残す評価」
評価方法

【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノート確認
【思考・判断・表現】
・課題プリント
・確認テスト
・定期テスト（後日）
【知識・技能】
・定期試験(後日)
・確認テスト

【思考・判断・表現】
・ノート確認
・課題プリント
【知識・技能】
・定期試験(後日)
・確認テスト



○

１　単元名： データの分析

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

分散および標準偏差などの用
語や散布図および相関係数の
意味を理解している。

整理した表、図、値などの意味を理解し、そのデー
タの特性や法則性を的確にとらえることができる。
２つの変量の相関係数を求めることや四分位数か
ら、外れ値になり得る値の範囲を求めることができ
る。

データから適切な代表値を得
て、散らばり具合を整理し全
体の傾向をつかもうとしてい
る。

３　単元の指導と評価の計画 ( 3 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【思考・判断・表現】
・ノート確認
・課題プリント
【知識・技能】
・定期試験(後日)
・確認テスト

1
(1)

〇分散と標準偏差
・分散と標準偏差について理解し、値を求めることができる。
・２通りの分散の値の求め方を理解する。
・解答しながら、ポイントを確認する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行う。

〇

〇

〇

〇
〇
〇

【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノート確認
【知識技能】
・課題プリント
・定期試験(後日)
・確認テスト

2
(1)

〇データの相関
・散布図について理解し、データから散布図を書くことができ
る。
・散布図から２つのデータの間に正の相関、負の相関、相関は
ないのいずれか３つに分類する。
・共分散や相関係数について理解し、値を求めることができ
る。
・相関係数と散布図の関係を理解する。
・解答しながら、ポイントを確認する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行う。

〇

〇

〇

〇

3
(1)

〇データの外れ値
・四分位数を用いて、データの外れ値について理解し、外れ値
あるかどうか判断する。

〇 〇 【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノート確認
【思考・判断・表現】
・課題プリント
・定期試験(後日)
・確認テスト

4
()



○

１　単元名： 場合の数

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①様々な集合の要素の個数を求めることがで
きる。
②場合の数や順列、組合せについての基本的
な概念、法則・定理、用語・記号などを理解
し、基礎的な知識を身に付けている。
③順列や組合せの総数が求められる。

①場合の数の求め方に見通しをもち、場面
に応じた式をたてて計算ができる。
②順列や組合せの総数を表す記号を用いる
ことのよさを認識できる。
③いろいろな組合せの問題に対し、組合せ
の記号を用いて表し、その総数を求めるこ
とができる。

①具体的な事象の考察に集合
の要素の考え方を活用しよう
としている。
②順列や組合せの意味を理解
し、公式を導く過程に興味を
示す。
③積の法則・和の法則を理解
し、具体的な場合に応用しよ
うとしている。

３　単元の指導と評価の計画 (  2  )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（1
）

・集合の要素の個数についての基本事項を学び、必要なことをノート
等に書く。
・場合の数についての基本事項を学び、必要なことをノート等に書
く。
・例題を基に、学んだ知識をどう活用するか考える。
・練習問題を解くことで、知識や考え方を整理し、定着させる。
・これまでの学習内容を振り返る
小テスト

○

○
○

【知識・技能】
プリント、問題集等の記述
を確認、小テスト
【思考・判断・表現】
小テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
振り返りシート

○

2
（1
）

・教科書やスライドを用いて順列についての基本事項を学び、必要な
ことをノート等に書く。
・組合せについての基本事項を学び、必要なことをノート等に書く。
・教科書の例題を基に、学んだ知識をどう活用するか考える。
・練習問題を解くことで、知識や考え方を整理し、定着させる。
・これまでの学習内容を振り返る
・小テスト

○

○

○

○

【知識・技能】
プリント、問題集等の記述
を確認、小テスト

【思考・判断・表現】
プリント、問題集等の記述
を確認、小テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
振り返りシート

○



○

１　単元名： 確率

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①確率についての概念、定理、用
語、記号、試行の独立や条件つき
確率の意味を理解している。
②簡単な事象の確率を求めたり、
その求め方を説明したりすること
ができる。
③反復試行の確率や条件つき確率
の計算ができる。

①いろいろな場面に応じて、場合の数や
確率の求め方を考えることができる。
②起こり得る場合の数について、「同様
に確からしい」ことに着目して正確かつ
能率的に数えあげる方法を見いだし、考
察することができる。
③期待値を求め、意思決定に活用するこ
とができる。

①確率の考え方のよさを認識
して、いろいろな事象の考察
に活用しようとしている。
②反復試行や条件つき確率の
考え方について関心をもつ。
③起こり得る場合の数を、も
れや重複がないように、見通
しをもって、能率的に調べよ
うとしている。

３　単元の指導と評価の計画 (  3  )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組
む態度】
・振り返りシート
・問題集

1
（1）

○事象と確率
・使用される用語や記号をノートやプリントに
整理し理解する。
・日常の具体的な事象と関連付けながら事象の
確率を求める。

○

○ ○

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

2
（1）

○確率の基本性質
・使用される用語や記号をノートやプリントに
整理し理解する。
○独立な試行と確率
・独立な試行や反復試行の確率を具体的な事象
と関連付けながら求める。
・複雑な事象の確率について具体的な事象と関
連付けながら考察する。
・振り返りシートで理解できた点と難しかった
点を整理し、今後の学習の進め方の見通しを考
える。

○

○

○

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組
む態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認

3
（1）

○条件つき確率と乗法定理
・条件つき確率を具体的な事象と関連付けなが
ら考察する。
○期待値
・具体的な事象と関連付けながら期待値を求め
る。

・振り返りシートで理解できた点と難しかった
点を整理し、今後の学習の進め方の見通しを考
える。

◯ ◯

◯



○

１　単元名： 三角形の性質

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①三角形についてのいろいろな
性質について理解し、線分の比
や長さを求めることができる。
②重心、内心、外心の存在や、
それぞれに関わる性質について
理解し、角の大きさや線分の長
さを求めることができる。
③メネラウスの定理、チェバの
定理について理解し、それらを
利用して、線分の比や長さを求
めることができる。

①三角形の角の二等分線と線
分の比の性質について、その
証明を通して考察することが
できる。
②重心、内心、外心などの存
在や性質について、その証明
を通して考察することができ
る。
③メネラウスの定理、チェバ
の定理について、その証明を
通して考察することができ
る。

①三角形のさまざまな性質に
ついて、いろいろな方法で調
べようとしている。
②平面図形の性質に興味・関
心をもち、三角形の性質を利
用しようとしている。

○
〇

○

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認

〇

1
(1)

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認

○三角形と線分の比
・使用される用語や定理をノートやプリン
トに整理し理解する。
・定理を用いて、図形の線分の長さなどを
求める。
・定理の証明を確認し、図形の性質を考察
する。
・確認テストに取り組む。

○

○

○

○

○

○ 〇

３　単元の指導と評価の計画 (  3  )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

3
(1)

2
(1)

○三角形の重心・内心・外心
・使用される用語や定理をノートやプリン
トに整理し理解する。
・重心、内心、外心の性質を用いて、図形
の線分の長さや角の大きさを求める。
・重心、内心、外心の性質の証明を確認
し、図形の性質を考察する。
・確認テストに取り組む。
・振り返りを行い、理解できた点と難し
かった点を整理し、今後の学習に活かす。

○

〇

○

〇

○

○

〇

○メネラウスの定理とチェバの定理
・使用される用語や定理をノートやプリン
トに整理し理解する。
・メネラウスの定理やチェバの定理を用い
て、図形の線分の長さを求める。
・メネラウスの定理やチェバの定理の証明
を確認し、図形の性質を考察する。
・確認テストに取り組む。
・振り返りを行い、理解できた点と難し
かった点を整理し、今後の学習に活かす。

○

〇

○

○

○

○



○

１　単元名： 円の性質

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ

〇

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①円のもついろいろな性質に
ついて理解している。
②２つの円の位置関係や共通
接線について理解し、２円の
半径と中心間の距離との関係
に着目して分類し、線分の長
さを求めることができる。

円についてのさまざまな性質を
用いて、図形の問題を処理し、
解決することができる。

円の性質について興味・関心
をもち、それらの性質につい
て調べようとしている。

○２つの円
・使用される用語や定理をノートやプリ
ントに整理し理解する。
・２つの円の位置関係を利用して、図形
の線分の長さを求める。
・確認テストに取り組む。

○

○

〇

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認

３　単元の指導と評価の計画 (  4  )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(1)

○円に内接する四角形
・使用される用語や定理をノートやプリ
ントに整理し理解する。
・円に内接する四角形の性質を用いて、
図形の角の大きさを求める。
・円に内接する四角形の性質の証明を確
認し、図形の性質を考察する。
・確認テストに取り組む。
・振り返りを行い、理解できた点と難し
かった点を整理し、今後の学習に活か
す。

○

〇

○

〇
〇

○

○

〇

〇

○

〇 〇

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認

2
(1)

○円の接線と弦のつくる角
・使用される用語や定理をノートやプリ
ントに整理し理解する。
・円の接線の性質や接線と弦のつくる角
の性質を用いて、図形の線分の長さや角
の大きさを求める。
・接線と弦のつくる角の性質の証明を確
認し、図形の性質を考察する。
・確認テストに取り組む。

○

〇

〇

○

○

〇

〇 〇

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認

3
(1)

○方べきの定理
・使用される用語や定理をノートやプリ
ントに整理し理解する。
・方べきの定理を用いて、図形の線分の
長さを求める。
・方べきの定理の証明を確認し、図形の
性質を考察する。
・確認テストに取り組む。
・振り返りを行い、理解できた点と難し
かった点を整理し、今後の学習に活か
す。

○

〇

○

〇
〇

○

○

〇

〇 ○

4
(1)



○

１　単元名： 数と人間の活動

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ

〇

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①素数、約数と倍数の意味や
余りによる整数の分類の方
法、ユークリッドの互除法の
原理について理解している。
②素因数分解を活用して、約
数の個数を求めたり、最大公
約数や最小公倍数を求めるこ
とができる。
③互除法を用いて、２数の最
大公約数を求めることができ
る。

①素数や約数についての考え方
や素因数分解を活用して、整数
の性質を考察することができ
る。
②除法における商と余りを活用
して、整数の約数を考察するこ
とができる。

数と人間の活動のかかわりに
ついて関心を持ち、調べよう
としている。

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認
【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認

３　単元の指導と評価の計画 (   5  )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(1)

〇約数と倍数
・使用される用語や定理をノートやプリン
トに整理し理解する。
・約数や倍数を求める
・倍数の判定を行う
・素因数分解の計算方法を行う
・確認テストに取り組む
・振り返りを行い、理解できた点と難し
かった点を整理し、今後の学習に活かす

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認

2
(1)

〇最大公約数と最小公倍数
・使用される用語や定理をノートやプリン
トに整理し理解する。
・除法の性質を用いて、整数をa=bq+r の
形で表す。
・あまりによる整数の分類を行い、明大の
証明を行う。
・確認テストに取り組む
・振り返りを行い、理解できた点と難し
かった点を整理し、今後の学習に活かす

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇

【知識・技能】
・プリントの記述の確認
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【思考・判断・表現】
・確認テスト、定期試験
（後日）の記述の確認

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りシート
・問題集
などの記述を確認

3
(1)

〇整数の割り算と商および余り
・使用される用語や定理をノートやプリン
トに整理し理解する。
・除法の性質を用いて、整数をa=bq+r の
形で表す。
・余りによる整数の分類を行い、命題の証
明を行う。
・確認テストに取り組む
・振り返りを行い、理解できた点と難し
かった点を整理し、今後の学習に活かす

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

5
(1)

4
(1)

〇ユークリッドの互除法
・使用される用語や定理をノートやプリン
トに整理し理解する。
・互除法を用いて、最大公約数を求める。
・確認テストに取り組む
・振り返りを行い、理解できた点と難し
かった点を整理し、今後の学習に活かす

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇

〇不定方式式
・使用される用語や定理をノートやプリン
トに整理し理解する。
・様々な不定方式を解く。
・確認テストに取り組む
・振り返りを行い、理解できた点と難し
かった点を整理し、今後の学習に活かす

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇



○

１　単元名： 式の計算　

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①三次の乗法公式及び因数分
解の公式を理解し、それらを
用いて式の展開や因数分解を
することができる。
②多項式の除法や分数式の四
則計算の方法について理解
し、簡単な場合について計算
をすることができる。

①式の計算の方法を既に学習し
た数や式の計算と関連付け、多
面的に考察することができる。
②パスカルの三角形と二項定理
を関連付け、多面的に考察する
ことができる。

①事象を式の計算の考えを用
いて考察するよさを認識し、
問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
②式の計算において、問題解
決の過程を振返って考察を深
めたり、評価・改善したりし
ようとしている。

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト
・課題プリント、問題集
・振り返り

３　単元の指導と評価の計画 ( 4 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(2)

○整式の乗法
・三次式の乗法公式を理解し、展開や因数
分解の計算をする。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○
〇
〇

〇
〇
〇 〇

○二項定理
・パスカルの三角形と二項定理を関連付
け、考察する。
・二項定理を活用して、式の展開や項の係
数を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

○

〇

〇
〇

○
〇

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト
・課題プリント、問題集
・振り返り

2
(2)

○整式の除法
・整式同士の除法について降べきの順に整
理して計算し、商と余りを求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○
〇
〇

〇
〇

○分数式
・因数分解を利用して、分数式を既約分数
式に直す。
・因数分解を利用して、分数式を通分して
計算する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

○

〇
〇

〇
〇



○

１　単元名： 式と証明

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①等式、不等式の基本性質や
基本的な証明方法を理解して
いる。
②平方の大小関係について理
解して証明に用いることがで
きる。
③相加平均と相乗平均の大小
関係を理解して証明に用いる
ことができる。

①等式や不等式を目的に応じて
変形し、その式の意味を明確に
表現できる。
②２変数の不等式の証明につい
て考察することができる。

①等式の証明方法について理
解し、証明の記述をしようと
する。
②相加平均と相乗平均の関係
を図形的に調べようとする。

３　単元の指導と評価の計画 ( 2 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

1
(1)

〇等式の証明
・恒等式の意味と、等式が恒等式となるた
めの条件について考察する。
・等式の証明方法について理解し、いろい
ろな等式の証明をする。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

2
(1)

○不等式の証明
・不等式の基本性質を確認し、不等式の証
明方法について考える。
・相加平均と相乗平均の大小関係について
理解する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇



○

１　単元名： 複素数と方程式　

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①数を複素数まで拡張する意
義を理解し、複素数の四則計
算をすることができる。
②２次方程式の解の種類の判
別及び解と係数の関係につい
て理解している。
③因数定理について理解し、
簡単な高次方程式について因
数定理などを用いてその解を
求めることができる。

①日常の事象や社会の自称など
を数学的に捉え、方程式を問題
解決に活用することができる。
②因数分解や因数定理を利用し
て、高次方程式を解くことがで
きる。

①事象を複素数と方程式の考
えを用いて考察するよさを認
識し、問題解決にそれらを活
用しようとしたり、粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
②複素数と方程式において、
問題解決の過程を振返って考
察を深めたり、評価・改善し
たりしようとしている。

３　単元の指導と評価の計画 ( 4 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

〇
○

○２次方程式
・複素数の範囲ですべての２次方程式の解
を求める。
・判別式Ｄを利用して、解の種類を判別す
る。
・２次方程式の解と係数の関係について理
解し、２つの解の和や積を求める。
・２次式を複素数の範囲で因数分解する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

○

○

○
〇 〇

〇

1
(2)

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

2
(2)

○因数定理
・剰余の定理を利用して、整式を一次式で
割ったときの余りを求める。
・因数定理を利用して、３次以上の整式を
因数分解する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

○

〇
〇

〇
〇

○高次方程式
・因数分解や因数定理を利用して、高次方
程式を解く。
・高次方程式を解く過程を振り返り、因数
定理への理解を深める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇 ○

〇

〇 ○
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト
・課題プリント、問題集

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト
【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

○複素数
・２乗して－１となる虚数ｉについて理解
し、実数を拡張した複素数について考え
る。
・複素数の四則計算や共役な複素数を利用
して分母を実数に直す計算をする。
・ｉを使って、負の数の平方根を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

○

〇

〇



○

１　単元名： 点と直線

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①２点間の距離や，内分・外
分について理解している。
②平面上の２点間の距離や内
分点と外分点の座標を求める
ことができる。
③方程式で表された直線を図
示することができる。
④条件にあった直線の方程式
を求めることができる。
⑤２直線の平行条件や垂直条
件について理解している。

①平面上の２点間の距離の公式
を用いて幾何学的な定理を考察
することができる。
②三角形の重心を座標を用いて
考察することができる。
③直線の交点や垂直であるため
の条件などについて，方程式を
用いて調べる解析幾何的な考え
方ができる。

①点と直線の距離の公式につ
いて，複雑な式変形を根気強
く理解しようとしている。
②２直線の交点を通る直線に
ついて，多面的に考察しよう
としている。
③グラフ描画ソフトなどを活
用して，いろいろと調べよう
としている。

３　単元の指導と評価の計画 ( 4 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

1
(1)

○直線上の点
・数直線上にある２点間の距離や、線分の
内分点、外分点の座標を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト

2
(1)

○平面上の点
・座標平面上にある２点間の距離や、線分
の内分点、外分点の座標を求める。
・いろいろな図形の問題を、座標を用いて
考察する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇
〇

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

3
(1)

○直線の方程式
・直線の方程式について理解し、１点と傾
きが与えられた直線の方程式を求める。
・２点を通る直線の方程式を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト

4
(1)

〇２直線の関係
・２直線の平行条件と垂直条件について考
察する。
・与えられた直線に平行、垂直な直線の方
程式を、それぞれ求める。
・点と直線の距離を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇
〇

〇
○



○

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

1
(1)

○円の方程式
・条件から円の方程式を求める。
・平方完成をし，方程式から円の中心の座
標と半径を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○
○

〇
〇

〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

2
(1)

○円と直線
・円と直線の共有点の座標を求める。
・円と直線の位置関係を、共有点の個数か
ら考える。
・円と直線の位置関係を、中心点と直線の
距離から考える。
・円の接線の方程式を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
〇

〇

○
〇
〇

〇
○

３　単元の指導と評価の計画 ( 2 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①中心点の座標を用いること
により，円を方程式で表すこ
とができる。
②円と直線の共有点の座標を
求めたり，その位置関係を分
類することができる。
③円の接線の方程式を求める
ことができる。
④２つの円の位置関係を中心
間の距離で分類することがで
きる。

①図形を「条件を満たす点の集
合」とする数学的な見方や考え
方を認識できる。
②円の方程式を一般形から標準
形に変形するために，平方完成
を用いることを着想できる。
③円と直線の位置関係を，判別
式や距離を用いて多面的に考察
することができる。

①図形を「条件を満たす点の
集合」とする考え方を理解
し，いろいろな点に関する条
件からその軌跡を求める考え
方を身につけている。
②x，yについての２次方程式
と図形との関係を調べようと
する。

１　単元名： 円

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ



○

〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・確認テスト
・ノートやプリントの確認

2
(1)

○不等式の表す領域
・直線や円を境界にもつ点の集合について
理解する。
・領域が不等式で表されることを理解す
る。
・不等式の表す領域を図示する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇
〇

○連立不等式の表す領域
・領域を確かめるために、代表となる点を
とって調べる。
・連立不等式の表す領域の意味を理解し、
その領域を図示する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

３　単元の指導と評価の計画 ( 2 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト

1
(1)

○軌跡と方程式
・与えられた条件を満たす点全体の描く図
形を，方程式を用いて表す。
・軌跡を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○
〇
〇

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①図形を与えられた条件を満
たす点の集合としてみる考え
方について理解している。
②不等式を満たす点の集合が
座標平面上の領域を表すこと
を理解し，不等式で表される
領域を求めたり，逆に，領域
を不等式で表したりすること
ができる。
③連立不等式の表す領域を図
示できる。

①x，y についての不等式を座
標平面上の点の集合として図示
する考え方を認識できる。
②x，yの１次式がとる値の最大
値や最小値は領域を調べればよ
いことを理解して考えることが
できる。

①アポロニウスの円について
さらに詳しく調べようとして
いる。
②領域を求めたり確かめたり
するのに，代表となる点につ
いて調べようとしている。

１　単元名： 軌跡と領域

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ



○

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・課題プリント、問題集
・振り返り

3
(1)

○三角関数のグラフ
・単位円を用いて、三角関数のグラフをか
く。
・グラフから、三角関数の周期性や対称性
を考察する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

【知識・理解】
【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト

4
(1)

〇三角関数を含む方程式・不等式
・単位円を用いて、三角方程式について考
察する。
・単位円やグラフを用いて、基本的な三角
方程式や不等式を解く。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

○
〇

【知識・理解】
【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト

1
(1)

○一般角と弧度法
・角の概念を一般角に拡張し、角の大きさ
を動径の回転量として考える。
・弧度法と度数法の違いを理解する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○
〇
〇

〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認

2
(1)

○三角関数の性質
・三角関数の定義について理解する。
・三角関数の相互関係を理解し、１つの値
から他の２つの値を求める。
・三角関数の周期性について調べる。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
〇

〇
〇
〇

３　単元の指導と評価の計画 ( 4 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①角の概念を一般角まで拡張
する意義や弧度法による角度
の表し方について理解してい
る。
②三角関数の相互関係などの
基本的な性質を理解してい
る。
③三角関数の値の変化やグラ
フの特徴について理解してい
る。

①弧度法について理解して，弧
度法と度数法の変換をすること
ができる。
②三角関数の値の変化やグラフ
の特徴について考察することが
できる。
③三角関数を含む方程式や不等
式を解くことができる。

①三角関数のグラフを活用し
て，周期や最大・最小などの
基本的な性質を考察しようと
している。
②三角関数を含む不等式を解
くのに，グラフによる解法に
ついても調べようとしてい
る。

１　単元名： 三角関数

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ



○

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・課題プリント、問題集
・振り返り

1
(1)

○加法定理
・加法定理を理解し、15°などの特別な角
の三角関数の値を求める。
・２直線のなす角を、加法定理を用いて求
める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

○

〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト

2
(1)

○加法定理の応用
・加法定理から２倍角の公式を導く。
・三角関数の合成の考え方を理解し、関数
の最大値や最小値を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

３　単元の指導と評価の計画 ( 2 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①三角関数の加法定理や２倍
角の公式，半角の公式につい
てする理解している。
②三角関数の合成について理
解している。

①２直線のなす角についてタン
ジェントの加法定理を用いて解
くことができる。
②合成した三角関数の最大値や
最小値を求めたり，その方程式
を解くことができる。

①和と差の公式について調べ
ようとしている。
②三角関数を含む方程式につ
いて，グラフを用いて多角的
に調べようとしている。

１　単元名： 加法定理

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ



○

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・課題プリント、問題集
・振り返り

1
(1)

○指数の拡張
・指数が実数のときにも指数法則が成り立
つことを理解する。
・累乗や累乗根の計算をする。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

○
〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト

2
(1)

○指数関数
・指数関数のグラフの特徴を考察する。
・指数関数を含む方程式や不等式を解く。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
〇
〇
〇

〇
〇

３　単元の指導と評価の計画 ( 2 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①累乗や累乗根の定義を正し
く理解している。
②指数を有理数に拡張する意
義を理解し，指数法則を用い
て，指数計算ができる。
③指数関数の値の変化やグラ
フの特徴について理解してい
る。

①指数関数の式とグラフの関係
について多面的に考察し，指数
関数の値の変化やグラフの特徴
について考察できる。
②数の大小比較をするには底を
揃える必要があることを認識し
ている。
③指数関数を含む方程式や不等
式を解くには底を揃える必要が
あることを認識している。

①指数が拡張されていく過程
に興味，関心を示す。
②指数関数のグラフについ
て，グラフ描画ソフトなどを
用いて多角的に調べようとし
ている。

１　単元名： 指数関数

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ



○

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・課題プリント、問題集
・振り返り

1
(1)

○対数とその性質
・対数の定義を理解し、対数の値を求め
る。
・底の変換公式を用いて、対数の計算をす
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

○

〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト

2
(1)

○対数関数
・対数関数のグラフを理解し、指数関数と
の関連を考える。
・対数方程式や対数不等式を解く。
・常用対数を用いて、桁数を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇

３　単元の指導と評価の計画 ( 2 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①対数の意味とその基本的な
性質について理解し，簡単な
対数の計算や底の変換ができ
る。
②対数関数の値の変化やグラ
フの特徴を理解している。
③常用対数を活用して，桁数
などを求めることができる。
④対数を含む方程式・不等式
を解くことができる。

①指数と対数を相互に関連付け
て考えることができる。
②数の大小比較をするには底を
揃える必要があることを認識し
ている。
③対数関数を含む方程式や不等
式を解くときにも底を揃える必
要があることを認識している。
④常用対数を利用して，小数の
位を考察することができる。

①常用対数と桁数の関係を一
般の場合について調べようと
している。
②常用対数と小数の位の関係
を一般の場合について調べよ
としている。
③対数関数のグラフについ
て，グラフ描画ソフトなどを
用いて多角的に調べようとし
ている。

１　単元名： 対数関数

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ



○

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・課題プリント、問題集
・振り返り

2
(1)

○導関数
・導関数の定義を理解し、いろいろな関数
の導関数を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト

3
(1)

○接線の方程式
・接線の傾きと微分係数の関連を考える。
・曲線に接する接線の方程式を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
〇
〇
〇

〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト

３　単元の指導と評価の計画 ( 3 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(1)

○平均変化率と微分係数
・関数の平均変化率および微分係数につい
て理解する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

〇
〇

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①導関数の定義を理解して計
算することができる。
②導関数の線形性を理解して
求めることができる。
③導関数と微分係数の関係を
理解している。
④微分係数を用いて接線の方
程式を求めることができる。

①微分係数の図形的意味を考察
できる。
②変数に関係なく，導関数を求
めることができる。
③接点を仮定して，接線を考察
することができる。

①導関数のグラフと元の関数
のグラフについて多角的に調
べようとしている。
②グラフ描画ソフトなどを用
いて多角的に調べようとして
いる。

１　単元名： 微分係数と導関数

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ



○

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・課題プリント、問題集
・振り返り

1
(1)

○関数の増減と極大・極小
・導関数を利用して関数の増減を調べ、３
次関数のグラフをかく。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト

2
(1)

○方程式・不等式への応用
・関数のグラフとx軸や直線の位置関係を
調べる。
・関数のグラフを利用して、異なる実数解
の個数を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

〇
〇

３　単元の指導と評価の計画 ( 2 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①導関数を用いて関数の値の
増減や極大・極小を調べ，グ
ラフの概形をかく方法を理解
している。
②方程式や不等式の解につい
て，グラフとx軸との位置関
係から調べられることを理解
している。

①導関数を活用して，関数の増
減を考察することができる。
②極値と端点の値から，最大値
や最小値を考察することができ
る。
③極値と関数の決定の関係につ
いて考察することができる。

①グラフ描画ソフトなどを用
いて，つねにグラフを確認し
ようとしている。
②方程式 f(x)=a の実数解の
個数について，グラフを用い
るなど多面的な方法で理解を
深めようとしている。

１　単元名： 微分法の応用

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ



○

【思考・判断・表現】
・定期試験
・確認テスト
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・課題プリント、問題集
・振り返り

2
(1)

○定積分
・定積分の定義を理解し、定積分の値を求
める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト

3
(1)

○定積分と面積
・定積分と面積の関連について、多角的に
考察する。
・定積分を用いて、曲線や直線で囲まれた
図形の面積を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・理解】
・定期試験
・確認テスト

３　単元の指導と評価の計画 ( 3 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(1)

○不定積分
・不定積分を微分の逆演算として理解し、
不定積分を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

○

〇
〇

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①不定積分および定積分の意
味について理解し，関数の定
数倍，和および差の不定積分
や定積分の値が求められる。
②定積分と微分の関係を用い
て関数を決定する方法を理解
している。
③定積分と面積の関係を用い
て，関数のグラフで囲まれた
図形の面積を求めることがで
きる。

①微分と積分の関係に着目し，
積分の考えを用いて直線や関数
のグラフで囲まれた図形の面積
を求める方法について考察する
ことができる。
②微分と不定積分の関係を用い
て，積分の公式を考察しようと
する。
③面積を表す量として定積分を
とらえることができる。

①定積分と微分の関係につい
て，多面的に調べようとして
いる。
②絶対値を含む関数の定積分
について多角的に調べようと
している。
③３次関数のグラフと面積に
ついて多角的に調べようとし
ている。

１　単元名： 積分法

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅱ



○

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（２）

〇無理関数
・無理関数のグラフをかく。
・グラフから定義域、値域を求める。
・グラフを利用して平方根を含む不等式を
解く。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（３）

〇逆関数と合成関数
・１対１の関数について理解する。
・逆関数を理解し、逆関数の式を求める。
・逆関数の性質を理解し、グラフをかく。
・合成関数を理解し、合成関数の式を求め
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (８)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（３）

〇分数関数
・関数の式から双曲線のグラフをかく。
・平行移動した分数関数のグラフをかく。
・グラフから定義域や値域、漸近線を求め
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①簡単な分数関数と無理関数の
値の変化やグラフの特徴につい
て理解することができる。
②合成関数や逆関数の意味を理
解し、簡単な場合についてそれ
らを求めることができる。

既に学習した関数の性質と関連
付けて、簡単な分数関数と無理
関数のグラフの特徴を多面的に
考察することができる。

①事象を分数関数や無理関数
のグラフの特徴や合成関数や
逆関数の考えを用いて考察す
るよさを認識し、問題解決に
それらを積極的に活用しよう
としたり、粘り強く考え数学
的論拠に基づき判断しようと
したりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改
善したりしようとしている。

１ 単元名： 関数

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅲ



○

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（２）

〇無限等比級数

・公比rによる無限等比級数｛rn｝の極限
を調べる。
・漸化式で定められた数列の極限を求め
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（３）

〇無限級数
・無限級数の和の収束と発散について理解
する。
・無限級数の和が収束する条件を理解す
る。
・無限級数の性質を理解し、無限級数の和
を求めることができる。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (８)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（３）

〇数列の極限
・数列の収束、発散について理解し、収束
するときに極限値を求める。
・数列の極限値の性質を理解する。
・数列の極限の大小関係を理解し、極限や
極限値を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①数列の極限について理解し、

数列｛rn｝の極限などを基に簡
単な数列の極限を求めることが
できる。
②無限級数の収束、発散につい
て理解し、無限等比級数などの
簡単な無限級数の和を求めるこ
とができる。

①式を多面的に捉えたり目的に
応じて適切に変形したりして、
極限を求める方法を考察するこ
とができる。
②数列の極限に注目し、事象を
数学的に捉え、コンピュータな
どの情報機器を用いて極限を調
べるなどして、問題を解決した
り、解決の過程を振り返って事
象の数学的な特徴や他の事象と
の関係を考察したりすることが
できる。

①事象を極限の考えを用いて
考察するよさを認識し、問題
解決にそれらを積極的に活用
しようとしたり、粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改
善したりしようとしている。

１ 単元名： 数列の極限

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅲ



○

１ 単元名： 関数の極限

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅲ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①極限の概念や原理、法則を体
系的に理解し、事象を数学化し
たり、数学的に解釈したり、尺
的に表現、処理したりする技術
を身に付けようとしている。
②関数の値の極限について理解
している。

①式を多面的に捉えたり目的に
応じて適切に変形したりして、
極限を求める方法を考察するこ
とができる。
②関数の極限に注目し、事象を
数学的に捉え、コンピュータな
どの情報機器を用いて極限を調
べるなどして、問題を解決した
り、解決の過程を振り返って事
象の数学的な特徴や他の事象と
の関係を考察したりすることが
できる。

①事象を極限の考えを用いて
考察するよさを認識し、問題
解決にそれらを積極的に活用
しようとしたり、粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改
善したりしようとしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (９)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（５）

〇関数の極限
・関数の極限値の性質を利用して、極限値
を求める。
・右側からの極限、左側からの極限につい
て理解する。
・指数関数、対数関数、三角関数の極限を
調べる。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○

〇
〇

○

○

〇
〇

○

○

〇
〇

２
（４）

〇関数の連続性
・関数が連続であるかどうか調べる。
・ガウス記号を含む関数の連続性を調べ
る。
・中間値の定理を理解し、範囲内における
実数解をもつ証明をする。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り



○

１ 単元名： 微分法

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅲ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①微分可能性、関数の積及び商
の導関数について理解し、関数
の和、差、積及び商の導関数を
求めることができる。
②合成関数や逆関数の導関数に
ついて理解し、それを求めるこ
とができる。
③三角関数、指数関数及び対数
関数の導関数について理解し、
それらを求めることができる。

①導関数の定義に基づき、三角
関数、指数関数及び対数関数の
導関数を考察することができ
る。
②関数の連続性と微分可能性、
関数とその導関数や第二次導関
数の関係について考察すること
ができる。

①事象を微分法の考えを用い
て考察するよさを認識し、問
題解決にそれらを積極的に活
用しようとしたり、粘り強く
考え、数学的論拠に基づき判
断しようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改
善したりしようとしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (18)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（８）

〇微分法
・極限を用いて、微分係数を求めたり、関
数の微分可能性や連続性を調べたりする。
・定義にしたがって、導関数を求める。
・積の導関数、商の導関数を求める。
・合成関数や逆関数の微分をする。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

○
〇
○
〇
〇

○

○

〇
〇

２
（10）

〇いろいろな関数の導関数
・定義を理解し、三角関数の導関数を求め
る。
・定義を理解し、指数関数、対数関数の導
関数を求める。
・対数微分法を用いて、導関数を求める。
・曲線の方程式や、媒介変数表示で表され
た曲線の導関数を求める。
・高次導関数を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○

○

○
〇
〇

○
○

〇
〇

○

○

○

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り



○

１ 単元名： 微分法の応用

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅲ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

導関数を用いて，いろいろな曲
線の接線の方程式を求めたり，
いろいろな関数の値の増減，極
大・極小，グラフの凹凸などを
調べグラフの概形をかいたりす
ることができる。

関数の局所的な変化や大域的な
変化に着目し，事象を数学的に
捉え，問題を解決したり，解決
の過程を振り返って事象の数学
的な特徴や他の事象との関係を
考察したりすることができる。

①事象を微分法の考えを用い
て考察するよさを認識し、問
題解決にそれらを積極的に活
用しようとしたり、粘り強く
考え、数学的論拠に基づき判
断しようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改
善したりしようとしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (12)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（８）

〇接線、関数の増減
・微分を利用して、接線や法線の方程式を
求める。
・平均値の定理を用いて、不等式の証明を
する。
・微分を利用して関数の増減表を書き、極
値を求める。
・第２次導関数を利用して、関数のグラフ
の変曲点を求め、グラフをかく。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇

〇
〇

○

〇

○

〇
〇

○

○

〇
〇

２
（４）

〇いろいろな微分の応用
・微分や増減表を利用して、関数の最大
値・最小値を求める。
・微分を利用して、不等式を証明したり、
方程式の実数解の個数を求めたりする。
・微分を利用して、速度や加速度の大きさ
を求める。
・近似式の考え方を理解し、近似値を求め
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○

○

〇
〇

〇

○

〇
〇

○

○

〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り



○

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（11）

〇定積分
・様々な関数の定積分の計算をする。
・絶対値を含む関数の定積分の計算をす
る。
・定積分と微分の関係について理解する。
・置換積分法や部分積分法を利用して、定
積分を計算する。
・偶関数と奇関数の定積分について理解す
る。
・区分求積法を利用して、図形の面積や体
積を求める方法を理解したり、不等式の証
明をしたりする。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
○

○
〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇
〇

○

○

〇

〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（10）

〇積分法の応用
・定積分を利用して面積を求める。
・２曲線で囲まれた図形や楕円などの陰関
数の面積を求める。
・媒介変数表示で表された曲線を含む図形
の面積や回転体の体積などを求める。
・曲線の長さや時間と速度の関係式から進
んだ道のりを求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
○

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

○

〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (27)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（６）

〇不定積分

・x
n
や三角関数、指数関数の不定積分につ

いて理解する。
・置換積分法や部分積分法を利用して不定
積分を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

○

〇
〇

○

〇
〇

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①不定積分及び定積分の基本的
な性質についての理解を深め，
それらを用いて不定積分や定積
分を求めることができる。
②置換積分法及び部分積分法に
ついて理解し，簡単な場合につ
いて，それらを用いて不定積分
や定積分を求めることができ
る。
③定積分を利用して，いろいろ
な曲線で囲まれた図形の面積や
立体の体積及び曲線の長さなど
を求めることができる。

①関数の式を多面的にみたり目
的に応じて適切に変形したりし
て，いろいろな関数の不定積分
や定積分を求める方法について
考察することができる。
②極限や定積分の考えを基に，
立体の体積や曲線の長さなどを
求める方法について考察するこ
とができる。
③微分と積分との関係に着目
し，事象を数学的に捉え，問題
を解決したり，解決の過程を振
り返って事象の数学的な特徴や
他の事象との関係を考察したり
することができる。

①事象を積分法の考えを用い
て考察するよさを認識し，問
題解決にそれらを積極的に活
用しようとしたり，粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断
しようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしている。

１ 単元名： 積分法

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ⅲ



○

１ 単元名： 平面上のベクトル

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ｃ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①平面上のベクトルの意味、相
等、和、差、実数倍について理
解している。
②ベクトルの内積及びその基本
的な性質について理解してい
る。

①実数などの演算の法則と関連
付けて、ベクトルの演算法則を
考察することができる。
②ベクトルやその内積の性質な
どを用いて、平面図形の性質を
見出したり、多面的に考察でき
たりすることができる。
③数量や図形及びそれらの関係
に着目し、日常の事象や社会の
事象などを数学的に捉え、ベク
トルやその内積の考えを問題解
決に活用することができる。

①事象をベクトルの考えを用
いて考察するよさを認識し、
問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改
善したりしようとしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (８)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（１）

〇ベクトルとその意味
・有向線分やベクトルの表し方を理解す
る。
・ベクトルの大きさについて理解し、求め
る。
・単位ベクトルについて理解し、求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（２）

〇ベクトルの演算
・平面図形と関連して、ベクトルの加法と
減法を理解し、求めたり、図示する。
・逆ベクトルと零ベクトルについて理解す
る。
・ベクトルの実数倍について理解する。
・ベクトルの平行について理解する。
・ベクトルの分解について理解し、任意の
２つのベクトルに分解できる。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（２）

〇ベクトルの成分
・基本ベクトルによるベクトルの成分表示
を理解する。
・ベクトル成分表示からの大きさを求め
る。
・ベクトルの相等について理解する。
・成分表示によるベクトルの演算をする。
・成文表示によるベクトルの平行や分解を
理解し、実際に求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

〇
〇

４
（３）

〇ベクトルの内積
・２つのベクトルのなす角θと内積につい
て理解し、求める。
・２つのベクトルの内積と垂直・平行の条
件を理解する。
・内積の性質を用いて、なす角θや三角形
の面積を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り



○

１ 単元名： ベクトルの応用

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ｃ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①位置ベクトルやベクトル方程
式について理解している。
②交点の位置ベクトルや３点が
一直線上にあるための条件を理
解している。

実際の図形の形状と位置ベクト
ルやベクトル方程式を関連付け
て考察することができる。

①事象をベクトルの考えを用
いて考察するよさを認識し、
問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改
善したりしようとしている。

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (８)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（２）

〇位置ベクトル
・位置ベクトルの考え方を理解する。
・内分点・外分点の位置ベクトルを理解
し、求める。
・三角形の重心の位置ベクトルを理解し、
求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（３）

〇ベクトルの図形への応用
・一直線上にある３点の条件について理解
し、示したり、求めたりする。
・内分点や外分点の考え方を用いて、交点
の位置ベクトルを求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（３）

〇ベクトル方程式
・媒介変数表示や方向ベクトルについて理
解する。
・ベクトル方程式が示す範囲を図形上に図
示する。
・法線ベクトルを理解する。
・円のベクトル方程式を理解する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇



○

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（２）

〇ベクトルの内積
・平面ベクトルと同様に空間ベクトルにお
ける内積やなす角を求める。
・空間ベクトルの垂直条件を理解する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

〇
〇
〇

○

○
〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（２）

〇位置ベクトルと空間の図形
・平面ベクトルと同様に内分点や外分点の
位置ベクトル、重心ベクトルを求める。
・３点が一直線上にある条件や同じ平面上
にある４点の条件を理解する。
・球面の方程式を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○

〇
〇
〇

〇

〇
〇

○

○
〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (６)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（２）

〇空間の座標、空間のベクトル
・空間座標において、軸や平面に関する対
称を理解する。
・２点間の距離を求める。
・平面ベクトルと同様にベクトルの大きさ
や平行、分解、成分表示を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○
〇

〇
〇

○

〇
〇

○

○

〇
〇

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

座標及びベクトルの考えが平面
から空間に拡張できることを理
解している。

ベクトルやその内積の基本的な
性質などを用いて、空間図形の
性質を見出したり、多面的に考
察したりすることができる。

①事象をベクトルの考えを用
いて考察するよさを認識し、
問題解決にそれらを活用しよ
うとしたり、粘り強く考え数
学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改
善したりしようとしている。

１ 単元名： 空間のベクトル

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ｃ



○

４
（４）

〇複素数と図形
・複素数で表された線分の内分点・外分
点を求める。
・複素数で表された円の方程式や垂直に
等分線の式を理解する。
・複素数で表された２本の線分のなす角
を極形式を用いて求める。
・複素数平面上にある３点の位置関係や
３点を結んだ三角形の形状について調べ
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○

〇

〇
〇

〇

〇

〇

〇
〇

○

○

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組
む態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確
認
・課題プリント、問題集
・振り返り

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組
む態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確
認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（４）

〇複素数の極形式
・動径の大きさと偏角で定める極形式の
表し方について理解する。
・極形式で表された複素数の積、商につ
いて図で理解する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇

〇

〇
〇

○

○

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組
む態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確
認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（３）

〇ド・モアブルの定理
・複素数ｚについて、ド・モアブルの定

理を用いて、ｚｎを求める。
・ド・モアブルの定理を用いて、ｎ乗根
を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○

〇
〇

〇

〇
〇

○

○
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組
む態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確
認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (14)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（３）

〇複素数平面
・複素数の実部と虚部に対応した平面に
点をとる。
・共役な複素数について理解する。
・複素数の絶対値について求める。
・複素数の和、差、実数倍について図で
理解する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○
〇

〇
〇

○
〇

〇
〇

○

〇

〇

〇
〇

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①複素数平面と複素数の極形
式，複素数の実数倍，和，差，
積及び商の図形的な意味を理解
している。
②ド・モアブルの定理について
理解している。

①複素数平面における図形の
移
動などと関連付けて，複素数
の演算や累乗根などの意味を
考察することができる。
②日常の事象や社会の事象な
ど
を数学的に捉え，コンピュー
タなどの情報機器を用いて曲
線を表すなどして，複素数平
面の考えを問題解決に活用し
たり，解決の過程を振り返っ
て事象の数学的な特徴や他の
事象との関係を考察したりす
ることができる。

①事象を複素数平面の考えを
用いて考察するよさを認識
し，問題解決にそれらを活用
しようとしたり，粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしている。

１ 単元名： 複素数平面

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ｃ



○

４
（３）

〇２次曲線の平行移動、２次曲線と直線
・２次曲線を平行移動した式を求める。
・平行移動によって、２次曲線の焦点や
頂点、準線、漸近線なども変化すること
を理解する。
・２次曲線と直線の共有点の座標や個数
を求める。
・２次曲線の接線の方程式を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇
〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇

○

○

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組
む態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確
認
・課題プリント、問題集
・振り返り

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組
む態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確
認
・課題プリント、問題集
・振り返り

２
（３）

〇楕円
・楕円が２つの焦点からの距離の和が一
定の点の軌跡であることを理解する。
・楕円の標準形からグラフをかき、焦点
や頂点、長軸の長さ、短軸の長さを求め
る。
・円と楕円の関係について理解する。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

○

○

〇
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組
む態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確
認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３
（２）

〇双曲線
・双曲線が２つの焦点からの距離の差が
一定の点の軌跡であることを理解する。
・双曲線の標準形からグラフをかき、焦
点や頂点、漸近線を求める。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

○

〇
〇

〇

〇
〇

○

○
〇

【知識・技能】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【思考・判断・表現】
・問題演習
・確認テスト、定期試験
【主体的に学習に取り組
む態度】
・授業態度
・ノートやプリントの確
認
・課題プリント、問題集
・振り返り

３ 単元の指導と評価の計画 (10)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（２）

〇放物線
・方程式f(x,y)＝０が表す図形について
理解する。
・放物線が焦点までの距離と準線までの
距離が等しくなる点の軌跡であることを
理解する。
・放物線の標準形から焦点や準線を求め
る。
・演習プリントや問題集を解く。
・確認テストを行い、振り返りをする。

〇

〇

〇
〇

○

〇

〇
〇

○

〇

〇
〇

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

放物線，楕円，双曲線が二次式
で表されること及びそれらの二
次曲線の基本的な性質について
理解している。

放物線，楕円，双曲線を相互
に関連付けて捉え，考察する
ことができる。

①事象を平面上の曲線の考え
を用いて考察するよさを認識
し，問題解決にそれらを活用
しようとしたり，粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断し
ようとしたりしている。
②問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改
善したりしようとしている。

１ 単元名： ２次曲線

指導と評価の計画 教科名： 数学 科目名： 数学Ｃ



○

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験
【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

1
(4)

・平面運動についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

○ 【主体的に学習に取り組む
態度】
ノートやプリント、問題集
等の記述の確認、定期試験

2
(7)

・放物運動についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇 〇

３　単元の指導と評価の計画 ( 11 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

平面運動と放物運動につい
て、実験、観察を通して探求
し、基本的な概念や原理・法
則などを理解している。

平面運動と放物運動について、
実験、観察を通して探求し、規
則性や関係性を見いだして思考
し、表現している。

平面運動と放物運動に主体的
に関わり、見通しをもったり
振り返ったりするなど、科学
的に探究しようとしている。

１　単元名： 平面運動と放物運動

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理



○

１　単元名： 剛体のつりあい

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

剛体のつりあいについて、実
験、観察を通して探求し、基
本的な概念や原理・法則など
を理解している。

剛体のつりあいについて、実
験、観察を通して探求し、規則
性や関係性を見いだして思考
し、表現している。

剛体のつりあいにに主体的に
関わり、見通しをもったり振
り返ったりするなど、科学的
に探究しようとしている。

【主体的に学習に取り組む
態度】
ノートやプリント、問題集
等の記述の確認、定期試験

３　単元の指導と評価の計画 ( 11 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(4)

・剛体のつりあいについての基本事項を学
ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

○

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験
【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

2
(7)

・剛体の重心とつりあいについての基本事
項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。 〇 〇



○

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

2
(4)

・運動量保存の法則についての基本事項を
学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。 〇

【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

3
(3)

・反発係数についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

○

【主体的に学習に取り組む
態度】
ノートやプリント、問題集
等の記述の確認、定期試験

３　単元の指導と評価の計画 ( 11 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(4)

・運動量と力積についての基本事項を学
ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

○

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

放物運動と剛体にはたらく力
について、実験、観察を通し
て探求し、基本的な概念や原
理・法則などを理解してい
る。

放物運動と剛体にはたらく力に
ついて、実験、観察を通して探
求し、規則性や関係性を見いだ
して思考し、表現している。

放物運動と剛体にはたらく力
に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとし
ている。

１　単元名： 運動量の保存

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理



○

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験
【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

1
(4)

・円運動についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇 〇

・慣性力と遠心力についての基本事項を学
ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

１　単元名： 円運動と単振動

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理基礎

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

円運動と単振動について、実
験、観察を通して探求し、力
のつりあい、運動の法則、摩
擦をうける運動の基本的な概
念や原理・法則などを理解し
ている。

円運動と単振動について、実
験、観察を通して探求し、規則
性や関係性を見いだして思考
し、表現している。

円運動と単振動に主体的に関
わり、見通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。

【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

３　単元の指導と評価の計画 ( 11 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

3
(3)

・単振動についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

○

2
(2)

【主体的に学習に取り組む
態度】
ノートやプリント、問題集
等の記述の確認、定期試験

4
(2)

・万有引力についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

○



○

【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

2
(4)

・気体の分子運動についての基本事項を学
ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。 〇

【主体的に学習に取り組む
態度】
ノートやプリント、問題集
等の記述の確認、定期試験

3
(4)

・気体の内部エネルギーと仕事についての
基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

○

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

３　単元の指導と評価の計画 ( 12 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(4)

・気体の法則についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

○

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

気体の性質と分子運動につい
て、実験、観察を通して探求
し、基本的な概念や原理・法
則などを理解している。

気体の性質と分子運動につい
て、実験、観察を通して探求
し、規則性や関係性を見いだし
て思考し、表現している。

気体の性質と分子運動に主体
的に関わり，見通しをもった
り振り返ったりするなど、科
学的に探究しようとしてい
る。

１　単元名： 気体の性質と分子運動

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理



○

【主体的に学習に取り組む
態度】
ノートやプリント、問題集
等の記述の確認、定期試験

１
(3)

・正弦波についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇 〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験
【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

２
(3)

・波の伝わり方についての基本事項を学
ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

３　単元の指導と評価の計画 ( 6 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

波の性質について、実験、観
察を通して探求し、基本的な
概念や原理・法則などを理解
している。

波の性質について、実験、観察
を通して探求し、規則性や関係
性を見いだして思考し、表現し
ている。

波の性質に主体的に関わり，
見通しをもったり振り返った
りするなど、科学的に探究し
ようとしている。

１　単元名： 波の性質

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理



○

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験
【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

１
(3)

・音の伝わり方についての基本事項を学
ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

【主体的に学習に取り組む
態度】
ノートやプリント、問題集
等の記述の確認、定期試験

２
(3)

・ドップラー効果についての基本事項を学
ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇 〇

３　単元の指導と評価の計画 ( 6 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

音波について、実験、観察を
通して探求し、基本的な概念
や原理・法則などを理解して
いる。

音波について、実験、観察を通
して探求し、規則性や関係性を
見いだして思考し、表現してい
る。

音波に主体的に関わり，見通
しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しよう
としている。

１　単元名： 音波

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理



【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験
【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

【主体的に学習に取り組む
態度】
ノートやプリント、問題集
等の記述の確認、定期試験

評価方法

主体的に学習に取り組む態度

音波に主体的に関わり，見通
しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しよう
としている。

音波

物理



○

【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

２
(4)

・レンズと鏡についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

3
(4)

・光の回折と干渉についての基本事項を学
ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

【主体的に学習に取り組む
態度】
ノートやプリント、問題集
等の記述の確認、定期試験

３　単元の指導と評価の計画 ( 12 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
(4)

・光の性質についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

光波について、実験、観察を
通して探求し、基本的な概念
や原理・法則などを理解して
いる。

光波について、実験、観察
を通して探求し、規則性や
関係性を見いだして思考
し、表現している。

光波に主体的に関わり，見通
しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しよう
としている。

１　単元名： 光波

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理



○

【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

3
(3)

・電位についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

4
(3)

・コンデンサーについての基本事項を学
ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。

〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

１
(3)

・静電気力についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

【主体的に学習に取り組む
態度】
ノートやプリント、問題集
等の記述の確認、定期試験

２
(3)

・電場についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

３　単元の指導と評価の計画 ( 12 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

電場と電位について、実験、
観察を通して探求し、基本的
な概念や原理・法則などを理
解している。

電場と電位について、実
験、観察を通して探求し、
規則性や関係性を見いだし
て思考し、表現している。

電場と電位に主体的に関わ
り，見通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。

１　単元名： 電場と電位

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理



○

【主体的に学習に取り組む
態度】
ノートやプリント、問題集
等の記述の確認、定期試験

２
(4)

・直流回路についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

3
(4)

・半導体についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

３　単元の指導と評価の計画 ( 12 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
(4)

・電流と抵抗についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

電流について、実験、観察を
通して探求し、基本的な概念
や原理・法則などを理解して
いる。

電流について、実験、観察
を通して探求し、規則性や
関係性を見いだして思考
し、表現している。

電流に主体的に関わり，見通
しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しよう
としている。

１　単元名： 電流

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理



○

【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

3
(3)

・電流が磁場から受ける力についての基本
事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

4
(3)

・ローレンツ力についての基本事項を学
ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。

〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

１
(3)

・磁場についての基本事項を学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

【主体的に学習に取り組む
態度】
ノートやプリント、問題集
等の記述の確認、定期試験

２
(3)

・電流がつくる磁場についての基本事項を
学ぶ。
・例題を用いて、基本事項をどう活用する
か考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

〇

３　単元の指導と評価の計画 ( 12 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

電流と磁場について、実験、
観察を通して探求し、基本的
な概念や原理・法則などを理
解している。

電流と磁場について、実
験、観察を通して探求し、
規則性や関係性を見いだし
て思考し、表現している。

電流と磁場に主体的に関わ
り，見通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。

１　単元名： 電流と磁場

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 物理



○
知 思 態

１
(１)

・目標の確認。
・人間生活の中の化学についての基本事項
を学び、課題に取り組む。

・目標の確認。
・化学とその役割についての基本事項を学
び、課題に取り組む。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・振り返りシートにより化学と人間生活の
学習を振り返る。 ○ 〇

○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・課題提出の確認

( ２ )時間扱い

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

人間生活で関わる物質や化学につい
て，化学の特徴，物質の分離・精
製，単体と化合物，熱運動と物質の
三態の基本的な概念や原理・法則な
どを理解しているとともに，科学的
に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身に付けている。

化学や物質について，観察，実
験などを通して探究し，科学的
に考察し，表現している。

化学や物質に主体的に関わ
り，見通しをもったり振り
返ったりするなど，科学的に
探究しようとしている。

次 主な学習活動

３　単元の指導と評価の計画
「記録に残す評価」

評価方法

２
(１)

１　単元名： 化学と人間生活

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学基礎



○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・提出課題の確認

２
(１)

〇物質の構成元素
・物質の構成元素についての基本事項を学
ぶ。
・基本事項をどう活用するか考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。

○

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

３
(２)

〇状態変化と熱運動
・状態変化と熱運動についての基本事項を
学ぶ。
・基本事項をどう活用するか考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・振り返りシートにより物質の成分と厚生
元素の学習を振り返る。

○ ○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
(１)

〇物質の成分
・物質の成分についての基本事項を学ぶ。
・基本事項をどう活用するか考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。

○

物質の成分について，分離方
法や確認方法，物質の三態な
どを理解している。

物質の構成元素について，固有
の性質や実験方法の特異性を見
いだして思考し、表現してい
る。

物質の成分や構成元素に主体
的に関わり，実験に対して見
通しをもったり振り返ったり
するなど，科学的に探究しよ
うとしている。

３　単元の指導と評価の計画 ( ４ )時間扱い
「記録に残す評価」

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学基礎

１　単元名： 物質の成分と構成元素



○
( ５ )時間扱い

「記録に残す評価」

２
(２)

〇元素の相互関係
・元素の相互関係についての基本事項を学
ぶ。
・基本事項をどう活用するか考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・振り返りシートにより原子の構造と元素
の周期表の学習を振り返る。

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・提出課題の確認

○ 〇

物質を構成している粒子につ
いて，原子の構造，電子配置
と周期表の基本的な概念や原
理・法則などを理解してい
る。

物質の構成粒子について，規則
性や関係性を見いだして思考
し、表現している。

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

次

１
(３)

〇原子の構造
・原子の構造についての基本事項を学ぶ。
・基本事項をどう活用するか考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。

○

主な学習活動 知 思 態 評価方法

物質を構成する粒子に主体的
に関わり，見通しをもったり
振り返ったりするなど，科学
的に探究しようとしている。

３　単元の指導と評価の計画

主体的に学習に取り組む態度

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学基礎

１　単元名： 原子の構造と元素の周期表

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現



○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態
度】
・提出課題の確認

５
(２)

○共有結合の形成
・価電子を共有することで、貴ガスの電子
配置と似た、安定した形状になること理解
する。
〇物質と化学結合の振り返り

○ ○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態
度】
・提出課題の確認

３
(３)

○組成式の表し方
・イオンの価数や組成式のつくり方を理解
し、イオン結合からなる物質を組成式で表
すことができる。 〇

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

４
(１)

○イオン結晶とその性質
・結晶の性質を一つ一つ確認し、ほかの物
質との違いを理解する。

○

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２
(２)

○イオン結合と組成式
・静電気力（クーロン力）について説明
し、結び付くことを理解する。

〇

１
(１)

〇イオン
・イオンについての基本事項を学ぶ。
・基本事項をどう活用するか考える。
・課題等に取り組みながら、ポイントを確
認する。
・確認テストを行う。

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

○

１　単元名： 物質と化学結合

物質と化学結合について，イオ
ンとイオン結合，分子と共有結
合，金属と金属結合の基本的な
概念や原理・法則などを理解し
ているとともに，科学的に探究
するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けてい
る。

物質と化学結合について，観察
や実験などを通して探究し，物
質と化学結合における規則性や
関係性を見いだして表現してい
る。

物質の化学結合に主体的に関
わり，物体や結晶に対する見
通しをもったり振り返ったり
するなど，科学的に探究しよ
うとしている。

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学基礎

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

３　単元の指導と評価の計画 (  ９  )時間扱い
「記録に残す評価」



○

１　単元名： 物質量と化学反応式

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学基礎

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

物質量と化学反応式について、
物質量、化学反応式の基本的な
概念や原理・法則などを理解し
ているとともに、科学的に探究
するために必要な実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。

物質量と化学反応式につい
て、
実験などを通して探究し、物
質の変化における規則性や関
係性を見いだして表現してい
る。

物質量と化学反応式の学習に対し
て主体的に関わり、見通しをもっ
たり振り返ったりするなど、科学
的に探究しようとしている。

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出課題の確認

３　単元の指導と評価の計画 ( 12 )時間扱い 「記録に残す評価」
次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

○原子量・分子量と式量
・原子の相対質量の値を利用し、分子量や
式量を求める。 ○ ○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

２
（２）

○物質量
・物質量の単位である「mol」を使い、個数
や質量、体積を変換する。 ○ ○

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出課題の確認

３
（３）

○溶液の濃度
・物質量と体積を計算し、溶液の濃度を理
解する。

○ ○

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出課題の確認

４
（２）

○化学変化と化学反応式
・適切な係数を付け、化学変化を正しい化
学反応式で表す。

○ ○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

５
（３）

○化学反応の量的関係
・化学反応式の係数を利用して、物質量を
算出する。 ○ 〇

６
（１）

○化学変化における諸法則
・質量保存の法則や定比例の法則などを理
解する。

○ 〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出課題の確認



○

１　単元名： 酸と塩基の反応

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学基礎

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

酸と塩基について、酸性や塩基
性といった性質や、酸と塩基の
定義などを理解しているととも
に、実験などに関する基本操作
や結果から得られる考察などの
技能を身に付けている。

酸と塩基について、実験
などを通して探究し、物
質の変化における酸と塩
基の役割や反応時の関係
性を見いだして表現して
いる。

酸・塩基と化学反応式の学習に
対して主体的に関わり、関連性
を見出したり振り返ったりする
など、科学的に探究しようとし
ている。

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出課題の確認

３　単元の指導と評価の計画 ( 12 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（３）

○酸と塩基
・酸と塩基の定義を理解し、物質を分類す
る。

〇 ○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

２
（４）

○水素イオン濃度
・水素イオン濃度を計算し、溶液のpHを求
めることができる。

○ ○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

３
（３）

○中和と塩
・溶液の濃度から、酸と塩基を中和する。

○ ○

４
（２）

○中和滴定
・中和滴定の実験を通して、溶液の中和を
理解する。

○ ○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
・実験
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出課題の確認
・実験レポートの確認



○

１　単元名： 状態変化

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
・実験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・提出課題の確認

( ４ )時間扱い

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

物質の構造と沸点・融点の関係につ
いて，基本的概念や知識を身につけ
ている。
状態間の平衡と粒子の熱運動につい
て，基本的な原理や知識を理解して
いる。
実験において，蒸気圧と沸騰の関係
について考察することができる。

物質の構造が沸点・融点に大き
く影響していることを考えるこ
とができる。
平衡状態における粒子のふるま
いについて推論することがで
き，モデルで表現することがで
きる。

物質の構造と融点・沸点の関
係に関心をもち，それらを意
欲的に探究しようとする。
状態間の平衡と粒子の熱運動
に関心をもち，意欲的に探究
しようとする。

次 主な学習活動

３　単元の指導と評価の計画
「記録に残す評価」

評価方法

２
(２)

〇状態間の平衡と熱運動
・蒸気圧について学習し，気体の圧力や沸
騰が起こるしくみについて理解する。

〇状態変化の振り返り
・振り返りシートにより単元の学習を振り
返る。 〇 〇

〇

知 思 態

１
(２)

〇物質の構造と融点・沸点
・物質の状態とその変化について，分子間
にはたらく力と関連付けて理解する。



○

主体的に学習に取り組む態度

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学

１　単元名： 固体の構造

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現

それぞれの結晶構造について，
基本的な知識を身につけてい
る。
結晶とアモルファスの違いにつ
いて理解している。
実験において，アモルファスと
してのガラスの性質を観察，考
察することができる。また，ガ
ラスの加工技術を習得する。

結晶構造を理解し，モデルで表
現することができる。
結晶とアモルファスの違いにつ
いて理解し，説明することがで
きる。

〇アモルファス
・結晶とアモルファスの違いについて理解
する。

〇固体の構造の振り返り
・振り返りシートにより単元の学習を振り
返る。 〇 〇

知 思

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・提出課題の確認

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

次 主な学習活動

結晶の構造について興味をも
ち，意欲的に探究しようとす
る。
結晶とアモルファスの違いに
ついて探究しようとする。

３　単元の指導と評価の計画 ( ３ )時間扱い
「記録に残す評価」

２
(１)

態 評価方法

１
(２)

〇結晶の構造
・結晶の構造とその種類について理解す
る。

〇



○

主体的に学習に取り組む態度

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学

１　単元名： 気体の性質

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現

ボイル・シャルルの法則を理解し，
知識として身につけている。
気体の状態方程式の原理を理解し，
関連問題を解くことができる。
実験において，実験結果をグラフに
まとめ，温度と気体の体積の関係を
考察することができる。

気体の温度，体積，圧力の関係
を論理的に考え，基本的な計算
で導くことができる。
気体の状態方程式について，そ
の関係性を理解し，計算するこ
とができる。

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

次

１
(３)

〇ボイル・シャルルの法則
・気体の圧力，温度，体積について，ボイ
ル・シャルルの法則を通して理解する。

〇

主な学習活動 知 思 態 評価方法

気体の温度，体積，圧力の関
係に関心をもち，探究しよう
とする。
気体においてなりたつ気体の
状態方程式について，その導
き方と計算方法について探究
しようとする。

３　単元の指導と評価の計画 ( ５ )時間扱い
「記録に残す評価」

２
(２)

〇気体の状態方程式
・気体の状態方程式を用いて，分子量など
を求める。

〇気体の性質の振り返り
・振り返りシートにより単元の学習を振り
返る。

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・提出課題の確認

〇 〇



○

〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態
度】
・提出課題の確認

４
(２)

〇コロイド溶液
・コロイド溶液と真の溶液の違いを理解す
る。また，実験などを通して，コロイド溶液
の性質を理解する。

〇溶液の振り返り
・振り返りシートにより単元の学習を振り返
る。

〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験

２
(２)

〇溶解度
・物質が溶解する量には限界があり，それ
を溶解度とよぶことを理解する。

〇

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

３
(３)

〇希薄溶液の性質
溶液の性質には，沸点上昇，凝固点降下，
浸透圧があることを理解する。

〇

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

３　単元の指導と評価の計画 ( ８ )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
(１)

〇溶解
・溶解のしくみについて確認する。

〇

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

溶解のしくみについて，基本的原理と
知識を身につけている。
溶解度の定義や法則を理解している。
沸点上昇，蒸気圧降下，浸透圧などの
溶液の性質について，その基本原理と
知識を身につけている。
コロイド溶液について，その基本概念
と性質を実験を通して理解し，知識と
して身につけている。

溶液の溶解の仕方について，その液性
と関連付けて論理的に考えることがで
きる。
溶解度について理解し，計算すること
ができる。
沸点上昇，凝固点降下，浸透圧などに
ついて理解し，それをもとにした計算
をすることができる。
コロイド溶液の性質について，推論す
ることができる。

物質の溶解の仕方と溶解度について
関心をもち，探究しようとする。
溶液の性質に関心をもち，意欲的に
探究しようとする。
コロイド溶液について，その性質や
ふるまいに関心をもち，意欲的に探
究しようとする。

１　単元名： 溶液

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学



○

３
(１)

〇化学反応と光エネルギー
化学反応において，光が関与する反応につ
いて理解する。

〇 〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態
度】
・提出課題の確認

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

１
(１)

〇エネルギーの変換と保存
化学反応において，反応の前後で物質がも
つエネルギーの差がさまざまなエネルギー
として放出されることを理解する。 〇

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

２
(４)

○化学反応と熱エネルギー
反応の前後で物質がもつエネルギーの差を
エンタルピー変化で表すことができるよう
にする。また，ヘスの法則を理解する。 〇

３　単元の指導と評価の計画 ( ６ )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

化学反応と熱エネルギーの関係につい
て，基本的概念を理解し，エンタル
ピー変化で反応エンタルピーを表すこ
とができる。
化学反応と熱エネルギーの関係につい
て理解し，その性質や法則を論理的に
考えることができる。
実験「ルミノール反応」において，化
学発光を観察し，理解することができ
る。

化学反応と光エネルギーの関係につい
て，具体例をもとに，基本的概念を理
解している。
化学反応と光エネルギーの関係につい
て理解し，論理的に考えることができ
る。

化学反応とエネルギーの関係につい
て関心をもち，熱エネルギーと光エ
ネルギーについて探究しようとす
る。

１　単元名： 化学反応と熱・光エネルギー

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学



○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態
度】
・提出課題の確認

１
(１)

〇電池
電池のしくみについて理解する。

〇 〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

２
(２)

〇電気分解
電気分解のしくみについて理解する。

〇 〇

３　単元の指導と評価の計画 ( ３ )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

酸化還元反応から，電池と電
気分解のしくみを確認するこ
とができる。
実験「鉛蓄電池」において，
鉛蓄電池を作製し，充電・放
電をくり返すことで二次電池
を理解することができる。

電池と電気分解のしくみについ
て理解し，電気量と物質量の関
係から，関連問題を解くことが
できる。

化学反応とエネルギーの関係
について関心をもち，電気エ
ネルギーについて探究しよう
とする。

１　単元名： 電池と電気分解

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学



○

３
(１)

〇反応のしくみ
反応のしくみについて理解する。

〇 〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態
度】
・提出課題の確認

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

１
(１)

〇反応の速さ
化学反応には，速い反応と遅い反応がある
ことを理解する。

〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

２
(１)

〇反応速度を変える条件
反応速度を定量的に扱う。
反応速度に影響する条件について理解す
る。 〇

３　単元の指導と評価の計画 ( ３ )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

反応速度に影響する条件を理
解し，その知識をもとに反応
のしくみを理解している。
実験「反応速度と濃度・温度
の影響」において，濃度や温
度の変化が反応速度にもたら
す影響を観察し，考察するこ
とができる。

反応の速さを決める条件やその
しくみを理解し，反応のしくみ
について論理的に推論すること
ができる。

反応の速さに関する事象・現
象に関心をもち，反応のしく
みを探究しようとする。

１　単元名： 反応の速さとしくみ

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学



○

３
(５)

〇電離平衡
電離平衡について学び，pHや塩の加水分解
などのしくみを理解する。

〇 〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態
度】
・提出課題の確認

【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

１
(２)

〇可逆反応と化学平衡
反応には可逆反応と不可逆反応があること
を理解する。

〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

２
(３)

〇化学平衡の移動
化学平衡について，反応速度の観点から考
える。
化学平衡が移動する条件とそのしくみにつ
いて理解する。

〇

３　単元の指導と評価の計画 ( １０ )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

化学平衡について，その概
念，原理，法則を理解してい
る。
実験「酢酸の電離定数」にお
いて，酢酸水溶液のpHを測定
することにより，濃度によら
ず電離定数が一定になること
を理解することができる。

平衡の移動について論理的に説
明することができる。
電離平衡について，酸・塩基の
概念と共に理解し，説明するこ
とができる。また，pHを計算す
ることができる。

化学反応における可逆反応，
化学平衡に興味をもち，その
現象について探究しようとす
る。
化学平衡における移動，利用
について探究しようとする。

１　単元名： 化学平衡

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学



○

１　単元名： 周期表・非金属元素

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

周期表から各元素の性質と分類を確
認することができる。
非金属元素の単体，化合物におい
て，それぞれの物質の製法，性質，
反応性について理解し，知識を身に
つけている。
実験において，ハロゲン単体の酸化
力の大小関係や物質の製法や性質を
確認することができる。

無機物質の性質を周期表と関連
付けて説明することができる。
それぞれの非金属元素の単体，
化合物において，その性質や反
応を論理的に類推，考察するこ
とができる。

周期表における元素の配置に
興味をもち，各元素の分類を
探究しようとする。
それぞれの非金属元素の単
体，化合物について関心をも
ち，その製法や性質，反応性
について意欲的に探究しよう
とする。

３　単元の指導と評価の計画 ( １３ )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

１
(２)

周期表における各元素の位置を確認する。

〇 〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態
度】
・提出課題の確認

２
(11)

水素の製法と性質について理解する。
貴ガスの性質について理解する。
ハロゲンの単体と化合物について，その製
法，性質，反応を理解する。
酸素・硫黄・窒素・リン・炭素・ケイ素の
単体と化合物について，その製法，性質，
反応を理解する。

〇 〇



○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

１
(５)

アルカリ金属の単体と化合物について，その
製法，性質，反応を理解する。
アルカリ土類金属の単体と化合物について，
その製法，性質，反応を理解する。
１，２族以外の典型元素の単体と化合物につ
いて，その製法，性質，反応を理解する。

〇 〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態
度】
・提出課題の確認

２
(８)

遷移元素の単体と化合物について，その製
法，性質，反応を理解する。
金属イオンの特有の反応について学び，金属
イオンの分離方法を理解する。 〇 〇

３　単元の指導と評価の計画 ( １３ )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

金属元素の単体，化合物において，
それぞれの物質の製法，性質，反応
性について理解し，知識を身につけ
ている。
実験において，リチウムやナトリウ
ムと水との反応性の違い，それぞれ
のイオン特有の反応や反応性の違い
による種々のイオンの分離を確認す
ることができる。

それぞれの金属元素の単体，化
合物の性質や反応を論理的に類
推，考察することができる。ま
た，実験を通して判断すること
ができる。

それぞれの金属元素の単体，
化合物について関心をもち，
その製法や性質，反応性につ
いて意欲的に探究しようとす
る。

１　単元名： 金属元素

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学



○

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出課題の確認

３
(７)

アルコール，エーテルについて，定義，分類，性質，反
応を理解する。
アルデヒド，ケトンについて，定義，分類，性質，反応
を理解する。
カルボン酸について，定義，分類，性質，反応を理解す
る。また，鏡像異性体についても理解する。
エステルについて，定義，分類，性質，反応を理解す
る。

〇 〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

４
(７)

ベンゼン環を基本骨格とする芳香族炭化水素は，脂肪族
炭化水素とは異なる性質をもつことを理解する。
フェノール類，芳香族カルボン酸の性質，反応について
理解する。
アニリンの製法，性質，反応を学び，また，アニリンか
らアゾ染料が合成されることを理解する。
有機化合物の混合溶液から，各化合物を分離する方法を
理解する。

〇 〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・実験
・定期試験
【思考・判断・表現】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験

１
(３)

有機化合物は，官能基ごとに似た性質をもつ
ため，官能基によって分類されることを理解
する。
有機化合物の化学式を決めるための一連の手
順を学ぶ。

〇 〇

【知識・技能】
・ワークシートの記述
・小テスト
・定期試験
【主体的に学習に取り組む態度】
・提出課題の確認

２
(５)

アルカン，アルキン，アルケンの構造や一般
式，性質，反応を知るとともに，異性体の存
在を学ぶ。

〇 〇

３　単元の指導と評価の計画 ( ２２ )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

炭化水素の構造や反応性，それ
ぞれの関係について理解し，知
識として身につけている。
酸素を含む脂肪族化合物や芳香
族化合物について，その性質や
反応性が官能基によって特徴付
けられることを理解している。
また，実験によって確かめられ
る。

アルカン，アルケン，アルキンのそれぞ
れの性質が構造に関連していることを理
解し，異性体についても論理的に考察す
ることができる。
酸素を含む脂肪族化合物や芳香族化合物
について，それぞれの物質がもつ官能基
によって共通の性質がもたらされること
を理解し，その性質を実験的に確かめる
ことができる。

アルカン，アルケン，アルキン
について，その構造と性質を意
欲的に探究しようとする。
酸素を含む脂肪族化合物や芳香
族炭化水素について，その構造
や性質，反応性を意欲的に探究
しようとする。

１　単元名： 有機化合物

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 化学



○

１．単元名： 体内環境

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 生物基礎

２．単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　神経系と内分泌系による調節
について、情報の伝達の基本的
な概念や原理・法則などを理解
しているとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けて
いる。

　情報の伝達について、問題を
見いだし見通しをもって観察、
実験などを行い、科学的に考察
し表現しているなど、科学的に
探究している。

　情報の伝達に関する事物・現
象に進んでかかわり、見通しを
もったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとして
いる。

３．単元の指導と評価の計画 (　　6　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【知識・技能】
・課題の記述内容を確認
・定期試験

1
(1)

〇体内環境と体液の関係について理解
　する。
〇消化管や気管は体内にありながら，その
　内腔が外界との境界であることから体外
　環境として分類されることを理解する。
〇フィードバックによって，体内環境の恒
　常性が維持されていることを理解する。
〇情報伝達の経路には神経系・循環系・
　内分泌系があることを知る。

〇
【知識・技能】
・課題の記述内容を確認
・定期試験

2
(2)

〇体内環境と体液の関係について理解す
　る。また、各体液の役割を理解する。
〇血液に関しては、血液循環そのものと心
　臓、血管といった循環系の構造と働きに
　ついて理解する。

〇

【思考・判断・表現】
・実験プリントの記述内容
　を確認
【主体的に学習に取り組む
　態度】
・行動観察
・提出課題の確認

3
(1)

〇酸素の運搬とヘモグロビンの役割を学
　び、生体内各所の酸素濃度との関係を理
　解する。
〇血液凝固の仕組みを理解する。また、血
　清、血ぺいについて整理する。

〇
【思考・判断・表現】
・課題の記述内容を確認
・定期試験

4
(2)

〇腎臓の構造や塩類濃度の調節のしくみを
　理解し、ろ過や再吸収といった働きを体
　系的に説明することができる。
〇腎臓を観察し、構造や働きを理解すると
　ともに、扱う技能を習得している。
〇肝臓のしくみを肝臓による物質の合成・
　分解などのしくみを理解している。

〇 〇



○

【知識・技能】
・課題の記述内容を確認
・定期試験
【主体的に学習に取り組む
　態度】
・行動観察
・提出課題の確認

3
(1)

〇自律神経系と内分泌系の働きにより、血
　糖濃度の調節を一例として、体内環境が
　一定に保たれていることを理解する。 〇

【思考・判断・表現】
・課題の記述内容を確認
・定期試験

4
(1)

〇血糖濃度の調節を学んだ上で、糖尿病の
　発症のメカニズムと症状について理解す
　る。
〇健康なヒトと、糖尿病患者のグラフを見
　比べ、そこで知識をもとに、なぜそのよ
　うなグラフが描けるのかを考えていく。

〇 〇

【知識・技能】
・課題の記述内容を確認
・定期試験
【思考・判断・表現】
・課題の記述内容を確認
・定期試験

1
(2)

〇体内環境の調節に、神経系と内分泌系が
　関わっていることを理解させる。
〇ヒトの体液濃度の調節には腎臓が関わる
　が、その腎臓の働きも自律神経とホルモ
　ンの作用により一定の範囲に保たれてい
　ることを理解させる。
〇神経系の分類と役割を知り、交感神経系
　と副交感神経系の拮抗的な働きを理解す
　る。

〇
【知識・技能】
・課題の記述内容を確認
・定期試験

2
(2)

〇内分泌腺と分泌されるホルモン、その作
　用について知り、ホルモンが受容される
　しくみを理解する。
〇間脳の視床下部がホルモン分泌の中枢と
　して機能することを理解する。
〇ホルモンが細胞に受容され、機能するし
　くみについて理解を深める。
〇ホルモンの分泌量がフィードバックに
　よって調節されていることを理解する。

〇 〇

３．単元の指導と評価の計画 (　　6　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２．単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　神経系と内分泌系による調節
について、情報の伝達の基本的
な概念や原理・法則などを理解
しているとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験
などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けて
いる。

　情報の伝達について、問題を
見いだし見通しをもって観察、
実験などを行い、科学的に考察
し表現しているなど、科学的に
探究している。

　情報の伝達に関する事物・現
象に進んでかかわり、見通しを
もったり振り返ったりするな
ど、科学的に探究しようとして
いる。

１．単元名： 体内環境の維持のしくみ

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 生物基礎



○

【思考・判断・表現】
・課題の記述内容を確認
・定期試験
【主体的に学習に取り組む
　態度】
・提出課題の確認

4
(3)

〇獲得免疫について扱い、体内に侵入した異
　物に対して特異的に働く免疫のしくみを理
　解する。
〇同じ疾患に二度かかりにくい理由に気付
　き、その応用例を説明できる。

〇 〇

【思考・判断・表現】
・課題の記述内容を確認
・定期試験
【主体的に学習に取り組む
　態度】
・課題の記述内容を確認
・定期試験

5
(2)

〇免疫が医療に応用されていることを理解す
　る。
〇免疫が過敏に働く疾患や免疫の機能が低下
　する疾患の仕組みを理解する。 〇 〇

【知識・技能】
・定期試験

1
(2)

〇ヒトには異物を排除する防御機構が備わっ
　ていることを見出して理解する。
〇三段階の生体防御の概要を学び、どのよう
　な段階を踏むのかを理解する。

〇
【知識・技能】
・定期試験

2
(2)

〇免疫応答の概要と、免疫にかかわる細胞や
　器官を説明できる。

〇

(　　12　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 生物基礎

１．単元名： 免疫

3
(3)

〇自然免疫について扱い、体内への異物の侵
　入を防ぐ防御機構を理解する。また、その
　異物に対して、非特異的に働く免疫のしく
　みを理解する。
〇食作用や炎症について学び、具体的な現象
　を確認するとともに、自らの体験と照らし
　合わせて理解する。

〇 〇

【知識・技能】
・課題の記述内容を確認
・定期試験
【思考・判断・表現】
・課題の記述内容を確認
・定期試験

２．単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　免疫について、免疫のはたら
きの基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに、
科学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を
身に付けている。

　免疫のはたらきについて、問
題を見いだし見通しをもって観
察、実験などを行い、科学的に
考察し表現しているなど、科学
的に探究している。

　免疫のはたらきに関する事
物・現象に進んで関わり、見通
しをもったり振り返ったりする
など、科学的に探究しようとし
ている。

３．単元の指導と評価の計画



○

【思考・判断・表現】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確
認、定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

1
(1)

・生命の起源，および生物の進化の過程を
地球環境の変化にも触れながら，その概要
を理解する。

○

【知識・技能】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確
認、実験プリントの確認、
定期試験

2
(2)

・大気中の酸素濃度の変化を示す資料等に
基づいて，シアノバクテリアの出現や真核
生物の細胞内共生が大気組成の変化と関わ
りがあることに気付き、進化の過程を表現
する。
・生命の起源起源と進化について、学習し
た内容を振り返り、気付いたことを全体で
振り返る。

○ ○

３　単元の指導と評価の計画 ( ３)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・生命の誕生に関する仮説に
ついて理解している。

生命の起源と細胞の進化につい
て，観察，実験や資料などを通
して探究し，生物の進化につい
ての特徴を見いだして表現して
いる。

生命の起源と細胞の進化に主
体的に関わり，科学的に探究
し，生命を尊重している。

１　単元名：  生命の起源と細胞の進化

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 生物



○

１　単元名： 遺伝子の変化と進化の仕組み

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 生物

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

遺伝子の変化に関する資料に
基づいて，突然変異と生物の
形質の変化との関係を見いだ
して理解する。

進化の仕組みに関する観察，実
験などを行い，遺伝子頻度が変
化する要因を見いだして表現す
る。

遺伝子の変化と進化の仕組み
に主体的に関わり，科学的に
探究し，生命を尊重してい
る。

【知識・技能】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確認
定期試験

３　単元の指導と評価の計画 ( ９ )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(２)

・ヒトの一塩基置換と対応する変異に関す
る資料に基づいて，個体間の形質の違いが
遺伝子の塩基配列の変化によって生じるこ
とを理解する。

○

【知識・技能】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験
【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、問
題集の記述内容の確認、定
期試験

2
(3)

・生物の交配実験の結果などの資料に基づ
いて，減数分裂と受精における遺伝子の組
合せが変化を理解する。
・遺伝子はそれぞれ特定の遺伝子座を占
め，相同染色体上に一対存在することを理
解した上で，演習により同じ染色体上にあ
る二対の遺伝子について，親と異なる遺伝
子の組合せをもつ染色体が子に伝わること
に気付き、進化の過程を表現する。

〇 〇

【知識・技能】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確
認、実験プリントの確認、
定期試験
【思考・判断・表現】
実験プリントの確認、
定期試験

2
(4)

・進化の仕組みの概要を理解し、コイン等
を用いたモデル実験により、遺伝子プー
ル、自然選択、遺伝的浮動について理解を
深める。
・進化の仕組みを理解した上で、ハー
ディーワインベルクの法則や地理的隔離な
ど自然界での進化の仕組みと考え方を理解
する。

〇 〇



○

【知識・技能】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、実験
プリントの記述の確認、定
期試験
【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、定期
試験

2
(4)

・塩基配列やアミノ酸配列に関する資料に
基づいて、生物種間の系統関係が塩基配列
やアミノ酸配列によって推定できることに
気づき、脊椎動物の系統樹を作成する。

〇 〇

【知識・技能】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確認
定期試験

３　単元の指導と評価の計画 ( ９)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(3)

・生物の遺伝情報に関する資料に基づい
て、生物の系統と塩基配列やアミノ酸配列
との関係を見いだし、理解する。 ○

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生物の遺伝情報に関する資料
に基づいて，生物の系統と塩
基配列やアミノ酸配列との関
係を見いだして理解する。
霊長類に関する資料に基づい
て，人類の系統と進化を形態
的特徴などと関連付けて理解
する。

塩基配列やアミノ酸配列に関す
る資料に基づいて、生物種間の
系統関係が塩基配列やアミノ酸
配列によって推定できることに
気づき、思考力・判断力・表現
力を身に付ける。

生物の系統と進化の理解に主
体的に関わり，科学的に探究
し，生命を尊重している。

１　単元名： 生物の系統と進化

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 生物



○

１　単元名： 細胞と分子

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 生物

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

理科の見方考え方を働かせ,
生命現象と物質についての観
察，実験などを通して細胞と
分子及び代謝について理解さ
せる。

生命現象と物質について，観
察，実験などを通して探究し，
生命現象と物質についての特徴
を見いだし表現させる。

生命現象と物質の関係の理解
に主体的に関わり，科学的に
探究し，生命を尊重してい
る。

３　単元の指導と評価の計画 ( ９)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【知識・技能】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、実験
プリントの記述の確認、定
期試験
【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、定期
試験

1
(3)

・生体物質と細胞に関する資料に基づい
て，細胞を構成する物質を細胞の機能と関
連付けて理解する。 ○

【知識・技能】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確認
定期試験

2
(4)

・生体膜の構造と働きについて、生体膜を
構成するリン脂質は分子の中に親水性の部
分と疎水性の部分が物質の透過性に関与し
ていることを理解する。

〇



○

１　単元名： 細胞と分子

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 生物

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生命現象とタンパク質に関す
る観察，実験などを行い、タ
ンパク質の機能を生命現象と
関連付けて理解する。

酵素に関する実験を行い、生命
現象に酵素の働きがかかわって
いることに気づき、思考力・判
断力・表現力を身に付ける。

生命現象とタンパク質の関係
の理解に主体的に関わり、科
学的に探究し、生命を尊重し
ている。

【知識・技能】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確認
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

３　単元の指導と評価の計画 ( ９)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(4)

・タンパク質の機能を生命現象と関連付
け、タンパク質が生命現象を担う主要な物
質であることを理解する。

○ 〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、実験
プリントの記述の確認、定
期試験

2
(5)

・酵素に関する実験を行い、生命現象に酵
素の働きがかかわっていることに気づき、
酵素の機能がタンパク質の立体構造にかか
わっていることを理解する。

〇 〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、実験
プリントの記述の確認、定
期試験
【思考・判断・表現】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、定期
試験

3
(2)

・タンパク質が細胞膜を介した物質の移動
に働いていることを理解する。

〇



○

【知識・技能】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、実験
プリントの記述の確認、定
期試験
【思考・判断・表現】
実験プリント、演習問題の
記述の確認、定期試験

2
(6)

呼吸によるATP合成の過程を理解する。
呼吸と発酵の違いを実験を通して理解し思
考力・判断力・表現力を身に付ける。

〇 〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、実験
プリントの記述の確認、定
期試験
【思考・判断・表現】
実験プリント、演習問題の
記述の確認、定期試験

3
(4)

・光合成による有機物合成の過程を理解す
る。
・光合成と呼吸の共通点・相違点を実験を
通して理解し思考力・判断力・表現力を身
に付ける。 〇 〇

【知識・技能】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確認
定期試験

３　単元の指導と評価の計画 ( 11)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(1)

・代謝とエネルギーの関係を理解する。
・代謝におけるATPや補酵素の役割を理解
する。

○

２　単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生命活動に必要なエネルギー
を、呼吸や光合成からとり出
すしくみを理解している。
エネルギーの利用に際して、
ATPがエネルギーの通貨とし
て働いていることを理解して
いる。

代謝についての観察、実験など
を通して、実験・観察の技能を
身に付け、思考力・判断力・表
現力等を身に付けている。

生命活動に必要なエネルギー
を、呼吸や光合成から得てい
ることを理解しようとする。

１　単元名： 代謝

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 生物



○

１単元名： 遺伝情報とその発現

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 生物

２単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・遺伝情報にしたがって特定の
タンパク質が合成され、形質が
発現することの大要について理
解する。
・ＤＮＡの構造や複製，遺伝暗
号，ＤＮＡの遺伝情報に基づく
タンパク質の合成や形質発現な
どのしくみを理解する。
・真核生物では，スプライシン
グによって遺伝子の数よりはる
かに多い種類のタンパク質が合
成されることを理解する。

遺伝情報の発現と発生について
観察、実験などを通して探究
し、遺伝子発現の調節の特徴を
見いだして思考力・判断力・表
現力等を身に付けている。

遺伝情報とその発現について
理解し探求しようとしてい
る。

３単元の指導と評価の計画 (13)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【知識・技能】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、定期
試験
【思考・判断・表現】
探求プリント、演習問題の
記述の確認、定期試験

1
(1)

・ヌクレオチド鎖の構造とその方向性につ
いて理解する。
・真核生物の染色体の構造について理解す
る。

○

【知識・技能】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確認
定期試験

2
(3)

・メセルソンとスタールの実験結果ととも
に、ＤＮＡが半保存的複製に基づいて複製
されていることを理解する。
・遺伝子が転写・翻訳を経て発現するしく
みを探求し、理解する。

〇 〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、定期
試験
【思考・判断・表現】
探求プリント、演習問題の
記述の確認、定期試験

3
(4)

・遺伝子が転写・翻訳を経て発現するしく
みを理解する。
・原核生物と真核生物の遺伝子発現のしく
みの違いを理解する。

〇 〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、実験
プリントの記述の確認、定
期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

4
(5)

・遺伝子の近くにある領域に結合する調節
タンパク質によって遺伝子の発現が調節さ
れることを理解する。
・原核生物の遺伝子発現がどのように調節
されているかを探求し、理解する。

〇 〇



○

１単元名： 発生と遺伝子発現

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 生物

２単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・受精では、生殖細胞の合体
によって染色体数が復元し、
新しい体細胞のもとができる
ことを理解する。
・発生の過程では代表的な動
物としてカエルを例にあげ、
ヒトについても基本的なしく
みは同じであることを理解す
る。

･発生のしくみについて、誘導
現象を理解し、実験によってそ
のしくみが次第に明らかになっ
てきた過程を探究的に考察す
る。

発生と遺伝子発現について探
求し、理解しようとしてい
る。

３単元の指導と評価の計画 (12)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【知識・技能】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確認
定期試験

1
(2)

・動物の配偶子がどのようにつくられるか
理解する。
・受精のしくみとその過程を理解する。 ○

【知識・技能】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確認
定期試験

2
(3)

・受精卵からからだがつくられる発生の過程
の概要を理解する。
・発生の過程における形態形成や器官分化の
概要を理解する。 〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、定期
試験
【思考・判断・表現】
探求プリント、演習問題の
記述の確認、定期試験

3
(4)

・発生の過程における細胞どうしのかかわ
りを理解する。
・誘導によって細胞が分化するしくみがあ
ることを理解する。

〇

【知識・技能】
確認テストやプリント、演
習問題の記述の確認、実験
プリントの記述の確認、定
期試験

4
(3)

・胚内の物質の局在が胚の各部の分化と関
係していることを理解する。
・発生の過程における分化を遺伝子発現の
調節と関連づけて探求し、理解する。

〇 〇



○

１単元名： 遺伝子を扱う技術

指導と評価の計画 教科名： 理科 科目名： 生物

２単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・遺伝子組換えや組織培養，
核移植，細胞融合などの技術
が医療や有用物質の合成，作
物の品種改良などに利用され
ていることを実例を通して理
解する。

バイオテクノロジーの利用につ
いては様々な課題があり、その
推進に当たっては十分な配慮が
大切であることを探究的に考察
する。

バイオテクノロジーについ
て、遺伝子操作が様々な分野
で研究手法として用いられて
いることを興味関心を持って
理解しようとしている。

３単元の指導と評価の計画 (12)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【知識・技能】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確認
定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
「振り返りシート」の記述
の分析

1
(8)

・遺伝子を扱う技術があり、利用されてい
ることを理解する。
・遺伝子を扱う技術の原理と方法を理解す
る。
・ＧＦＰ遺伝子の大腸菌への導入の実験を
行い遺伝子組換え技術を体験し、これまで
の学習と関連付けて探究的に考察する。

○ ○

【知識・技能】
プリントの記述内容の確
認、演習問題の記述の確
認、実験プリントの記述の
確認、定期試験
【思考・判断・表現】
実験プリントの記述の確
認、発表、定期試験

2
(4)

・遺伝子を扱う技術がどのように利用されて
いるかを理解する。
・遺伝子技術の有用性を理解する。

〇 〇



○

②〇 ①●
①● ②●

②● ①●

①●

②●

②●

①●①〇 ②〇

12 13 14

①〇

4 5 6 7

10 11 12 13 14

①●

学
習
の
流
れ

(

学
習
過
程

)

0

10

20

30

40

50

指
導
・
評
価

観点

技

思・判・表

主体的態度

知
・
技

知

３．単元の指導と評価の計画 (　　17　　)時間扱い 「記録に残す評価」
時間

１．単元名： ダンス

指導と評価の計画 教科名： 保健体育 科目名： 体育

２．単元の目標と評価規準

〇知識
①課題解決の方法には、自
己に応じた目標の設定、目
標を達成するための課題の
設定、課題解決のための練
習法などの選択と実践、交
流や発表などを通した学習
成果の確認、新たな目標の
設定といった過程があるこ
とについて言ったり書きだ
したりしている。

〇技能
①はじめとおわり
を付け、ひとまと
まりの作品にまと
めることができ
る。
②リズムの取り方
や床を使った動き
などで変化を付け
たり，身体の部位
の強調などで動き
にメリハリを付け
て、二人組や小グ
ループで掛け合っ
て全身で自由に
踊っている。

①ダンスの学習
に主体的に取り
組もうとしてい
る。
②一人一人の違
いに応じた表現
や役割を大切に
しようとしてい
る。

①選択したダン
スについて、自
己や仲間の動き
や表現を分析し
て、良い点や修
正点を指摘てい
る。
②体力や技能の
程度、性別等の
違いを越えて、
仲間とともにダ
ンスを楽しむた
めの調整の仕方
を見付けてい
る。

知識・技能
思考・判断・

表現

主体的に学習に
取り組む
態度

158 9 10

15

1 2 3

①〇 ②〇
①〇

1 2 3 4 5 6 7 8 9

11 17

17

②●

16

16

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

出席確認、健康観察、本時の説明

ウォーミングアップ・柔軟

対
極
の
動
き

グループ練習
一流れの

動き

グ
ル
ー
プ
練

習

発
表

中
間
発
表

グループ

練習

振
り
返
り
会



○

２．単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学
習に取り組
む態度

〇知識
①球技では、各型の各種目の局面ご
とに技術や戦術、作戦の名称があ
り、それぞれの技術、戦術、作戦に
は、攻防の向上につながる重要な動
きのポイントや安全で合理的、計画
的な練習の方法があることを挙げて
いる。

〇技能
①侵入する空間を作り出すた
めに、チームの作戦に応じた
移動や動きをすることができ
る。
②得点を取るためのフォー
メーションやセットプレイな
どのチームの役割に応じた動
きをすることができる。

①チームでの学習
で、状況に応じて
チームや自己の役
割を提案してい
る。
②チームでの話合
いの場面で、合意
を形成するための
調整の仕方を見付
けている。

①一人一人の
違いに応じた
プレイなどを
大切にしよう
としている。
②危険の予測
をしながら回
避行動をとる
など、健康・
安全を確保し
ている。

指導と評価の計画 教科名： 保健体育 科目名： 体育

１．単元名： ゴール型：サッカー

３．単元（題材）の指導と評価の計画 (　　17　　)時間扱い 「記録に残す評価」
時間 1 2 3 4 5 14 1512 13

学
習
の
流
れ

(

学
習
過
程

)

0

10

20

30

40

50

6 7 8 9 10 11

指
導
・
評
価

観点 1 2 3 4

①〇

11

①●

②●

12 13 14 15

知
・
技

知

5 6 7 8 9 10

①●

技 ①〇 ②〇 ①● ②●

思・判・表

①●

①●
主体的態度 ①〇 ②〇

①〇 ②●
①● ②●

②●
①●

16 17

16 17

オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

出席確認、健康観察、本時の説明、準備運動など

健康観察、整理運動、振り返り、次回の目標

グループ練で習課

題解決

メインゲーム

試しのゲーム

シュート ドリブル

、シュー

簡易ゲーム

ドリルゲーム

パス、シ

ュート
反復練習 グループ練習



○

指導と評価の計画 教科名： 保健体育 科目名： 体育

１．単元名： ベースボール型：ソフトボール

３．単元の指導と評価の計画 (　　　17　　　)時間扱い 「記録に残す評価」
時間

２．単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習
に取り組む

態度
〇知識
①球技では、各型の各種目の局面
ごとに技術や戦術、作戦の名称が
あり、それぞれの技術、戦術、作
戦には、攻防の向上につながる重
要な動きのポイントや安全で合理
的、計画的な練習の方法があるこ
とを挙げている。

〇技能
①ボールの高さやコースな
どにタイミングを合わせて
ボールをとらえることがで
きる。
②塁に入ろうとする味方の
動きに合わせて、捕球しや
すいボールを投げることが
できる。
③仲間の走者の動きに合わ
せて、塁を進んだり戻った
りすることができる。
④ポジションに応じて、ダ
ブルプレイに備える動きを
することができる。

①チームでの学習
で、状況に応じて
チームや自己の役
割を提案してい
る。
②チームでの話合
いの場面で、合意
を形成するための
調整の仕方を見付
けている。

①一人一人の
違いに応じた
プレイなどを
大切にしよう
としている。
②危険の予測
をしながら回
避行動をとる
など、健康・
安全を確保し
ている。

12 13 144 5
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導
・
評
価
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知
・
技

知

学
習
の
流
れ
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学
習
過
程

)

0
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50

6 7 8

主体的態度

思・判・表

技

①●

8 9 10

111 2 3

1 2 3 4 5 6 7

9 10

12 13 14 15 16 17

15 16 17

①〇 ②〇 ③〇 ④〇

①●①〇

①〇 ②〇 ①●
①〇 ②●

②●②●

②● ③● ④●

②●①●
①●

①●

オ

リ

エ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

出席確認、健康観察、本時の説明、準備運動など

健康観察、整理運動、振り返り、次回の目標

グループ練で習課

題解決

メインゲーム

ミニゲーム①

フォースプレー練習

キャッチボール、ゴロ、フライ、ピッチング、バッティング、

ゴロの補給・送球
グループ練習

ミニゲーム②

タッチアウトゲーム



○

２．単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習
に取り組む態

度
〇知識
①球技の型や種目によって必要な体
力要素があり、その型や種目の技能
に関連させながら体力を高めること
について具体例をあげている。
②競技会で、ゲームのルール、運営
の仕方や役割に応じた行動の仕方、
全員が楽しむためのルール等の調整
の仕方などがあることを書き出して
いる。

〇技能
①ボールを相手側のコート
の守備のいない空間に緩急
や高低などの変化をつけて
打ち返すことができる。
②チームの作戦に応じた守
備位置から、拾ったりつな
いだり打ち返したりするこ
とができる。
③仲間と連動してネット付
近でボールの侵入を防いだ
り、打ち返したりすること
ができる。

①チームでの学習
で、状況に応じて
チームや自己の役
割を提案してい
る。
②チームでの話合
いの場面で、合意
を形成するための
調整の仕方を見付
けている。

①一人一人の
違いに応じた
プレイなどを
大切にしよう
としている。
②危険の予測
をしながら回
避行動をとる
など、健康・
安全を確保し
ている。

指導と評価の計画 教科名： 保健体育 科目名： 体育

１．単元名： ネット型：卓球

３．単元（題材）の指導と評価の計画 (　　17　　)時間扱い 「記録に残す評価」
時間 1 2 3 4 5 14 1512 13

学
習
の
流
れ

(

学
習
過
程
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①● ②●
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テ
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ョ
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本時の振り返り、次回の連絡

本時の説明、本時の目標、準備運動

ラ
リ
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フ
ォ
ア
ハ
ン
ド

グループで
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ラ
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ク
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ン
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（シングルス）
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（ダブルス）

ス
マ
ッ
シ
ュ

サ
ー
ビ
ス

知識技能



○

１．単元名： 体育理論

指導と評価の計画 教科名： 保健体育 科目名： 体育

２．単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学
習に取り組
む態度

〇知識
①スポーツは、人類の歴史とともに
世界各地で日常の遊びや生活などか
ら生まれてきたこと、近代になっ
て、スポーツは娯楽から競技に変化
し、一般の人びとに広がっていった
ことについて具体例を挙げている。

〇技能 ①スポーツの歴史
的発展と多様な変
化や現代のスポー
ツの意義や価値に
ついて、事実各科
目の目標及び内容
や理念を整理した
り、自己のスポー
ツへの関わりを見
いだしたりして、
自己や社会にス
ポーツがもたらす
影響について課題
を伝えている。

①スポーツの
文化的特性や
現代スポーツ
の発展につい
ての学習に、
自主的に取り
組もうとして
いる。

３．単元（題材）の指導と評価の計画 (　　６　　)時間扱い 「記録に残す評価」
時間 1 2 3 4 5 6
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ン

出席確認、健康観察、本時の説明

振り返り、次回の目標

グ
調べ学習

グループワーク

発表



指導と評価の計画 

 

教科 外国語科 科目 英語コミュニケーションⅡ 単位数 ２ 

Lesson5 

 

内容のまとまりごとの評価規準 主な 

評価 

方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に 

学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

・
読
む
こ
と 

[知識]文章を聞き取ったり

読み取ったりするために必

要となる語彙や表現を理解

している。 

将棋とチェスの由来に

ついて話されたり書か

れたりしたインタビュ

ー記事を聞いたり、読ん

だりして概要や要点を

捉えている。 

将棋とチェスの由来につ

いて話されたり書かれた

りしたインタビュー記事

を聞いたり、読んだりして

概要や要点を捉えようと

している。 

 

ペーパー

テスト 

 

振り返り

の記述 

活動の観

察 

[技能] 将棋とチェスの由

来について話されたり、書

かれたりしたインタビュー

記事を聞き取ったり、読み

取ったりする技能を身に付

けている。 

話
す
こ
と 

（
や
り
取
り
） 

[知識]情報や考え、気持ち

などを理由とともに話して

伝え合うために必要となる

語句や文、音声等を理解し

ている。 

将棋とチェスの由来に

ついて、情報や考え、気

持ちなどを話して伝え

合っている。 

将棋とチェスの由来につ

いて、情報や考え、気持ち

などを話して伝え合おう

としている。 

パフォー

マンステ

スト 

 

振り返り

の記述 

活動の観

察 

[技能] 水耕栽培の先駆者

について、情報や考え、気持

ちなどを理由とともに話し

て伝え合う技能を身に付け

ている。 

話
す
こ
と 

（
発
表
） 

[知識] 情報や考え、気持ち

などを理由とともに話して

伝え合うために必要となる

語句や文、音声等を理解し

ている。 

他の分野の歴史などに

ついて調べ、その効果な

どについて論理的に伝

える。 

他の分野の歴史などにつ

いて調べ、その効果などに

ついて論理的に伝えよう

としている。 

パフォー

マンステ

スト 

 

[技能] 将棋とチェスの由

来について、情報や考え、気

持ちなどを理由とともに話

して伝え合う技能を身に付

けている。 

書
く
こ
と 

[知識]情報を論理性に注意

して、伝えるために必要と

なる語句や文等を理解して

他の分野の歴史などに

ついて調べ、その生き方

などについて論理的に

他の分野の歴史などにつ

いて調べ、その生き方など

について論理的に書いて

ペーパー

テスト 

 



指導と評価の計画 

いる。 書いて伝える。 伝えようとしている。 

 

振り返り

の記述 

活動の観

察 

[技能]情報を論理性に注意

して、書いて伝える技能を

身に付けている。 

 

 

時

間 
主な学習活動 知 思 主 

1

～10 

 

⚫ 他の分野の歴史などについて対する興味・関心を喚起するとともに、単元の

目標を確認する。 

⚫ 様々な分野の歴史などについて、教科書や関連する話題を扱った教材から必

要な情報を得たり、特定の部分の要点を捉えたりする。 

⚫ 様々な分野の歴史について、聞いたり読んだりして必要な情報や要点を理解

する。（言語活動） 

⚫ 様々な分野の歴史について、情報や考え、気持ちなどを理由とともに話して

伝え合う。（言語活動） 

  〇 

11

～12 

 

⚫ パフォーマンステスト【話すこと[やり取り]】 

様々な分野の先駆者についての情報や自分の考え、気持ちなどを話して伝え

合う。 

 ○ ○ 

後
日 

⚫ ペーパーテスト（リスニングテストを含む） 

初めて聞いたり読んだりする英文からも出題されます。 

⚫ ポートフォリオ（振り返り）の記述から、学習への取組状況を評価します。 

○  ○ 

活動状況を見取り、学習や指導に生かすための評価は毎時間行います。 

 

 

 

 

 

教科 外国語科 科目 英語コミュニケーションⅡ 単位数 ２ 

Lesson６ 

 

内容のまとまりごとの評価規準 主な 

評価 

方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に 

学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

・
読
む
こ
と 

[知識]文章を聞き取ったり

読み取ったりするために必

要となる語彙や表現を理解

している。 

傘の歴史について話さ

れた英文を聞いたり、読

んだりして概要や要点

を捉えている。 

傘の歴史について話され

た英文を聞いたり、読んだ

りして概要や要点を捉え

ようとしている。 

 

ペーパー

テスト 

 

振り返り

の記述 

活動の観

[技能] 傘の歴史について

話された英文を聞き取った



指導と評価の計画 

り、読み取ったりする技能

を身に付けている。 

察 

話
す
こ
と 

（
や
り
取
り
） 

[知識]情報や考えを伝え合

うために必要となる語句や

文、音声等を理解している。 

傘の歴史について、情報

や考えを話して伝え合

っている。 

傘の歴史について、情報や

考えを話して伝え合おう

としている。 

パフォー

マンステ

スト 

 

振り返り

の記述 

活動の観

察 

[技能] 傘の歴史について、

情報や考えを話して伝え合

う技能を身に付けている。 

話
す
こ
と 

（
発
表
） 

[知識] 情報や考え、気持ち

などを理由とともに話して

伝え合うために必要となる

語句や文、音声等を理解し

ている。 

他のものの歴史を調べ、

論理的に伝える。 

他のものの歴史を調べ、論

理的に伝えようとしてい

る。 

パフォー

マンステ

スト 

 

[技能] 他のものについて

の歴史について、情報や考

え、などを理由とともに話

して伝え合う技能を身に付

けている。 

書
く
こ
と 

[知識]論理性に注意して、

伝えるために必要となる語

句や文等を理解している。 

ものの歴史について、必

要なことについて調べ、

論理的に書いて伝える。 

ものの歴史について、必要

なことについて調べ、論理

的に書いて伝えようとし

ている。 

 

ペーパー

テスト 

 

振り返り

の記述 

活動の観

察 

[技能]情報を論理的に書い

て伝える技能を身に付けて

いる。 

 

時

間 
主な学習活動 知 思 主 

1

～10 

 

⚫ ものの歴史について、必要なことに興味・関心を喚起するとともに、単元

の目標を確認する。 

⚫ ものの歴史について、教科書や関連する話題を扱った教材から必要な情報

を得たり、特定の部分の要点を捉えたりする。 

⚫ ものの歴史について、聞いたり読んだりして必要な情報や要点を理解す

る。（言語活動） 

⚫ ものの歴史について、情報や考え、気持ちなどを理由とともに話して伝え

合う。（言語活動） 

  〇 



指導と評価の計画 

11

～12 

 

⚫ パフォーマンステスト【話すこと[やり取り]】 

ものの歴史について考え、伝え合う。 
 ○ ○ 

後
日 

⚫ ペーパーテスト（リスニングテストを含む） 

初めて聞いたり読んだりする英文からも出題されます。 

⚫ ポートフォリオ（振り返り）の記述から、学習への取組状況を評価します。 

○  ○ 

活動状況を見取り、学習や指導に生かすための評価は毎時間行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



指導と評価の計画 

教科 外国語科 科目 英語コミュニケーションⅢ 単位数 ４ 

Lesson 5  A Science Award That Makes You Laugh, and Then Think  

 

内容のまとまりごとの評価規準 主な 

評価 

方法 

知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に 

学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

・
読
む
こ
と 

［知識］S＋V＋O＋C，過去

完了進行形，受け身の形・意

味・用法を理解している。  

 

イグ・ノーベル賞を受賞し

た研究について，必要な情

報，話し手・書き手の意図，

概要や要点を捉えたり，聞

いたり読んだりしたことを

活用しながら，興味のある

職業について，情報や自分

の考えなどを論理性に注意

して話したり書いたりして

伝えている。 

英語の背景にある文化に対

する理解を深め，聞き手，

読み手，話し手，書き手に

配慮しながら，主体的，自

律的に英語を用いてコミュ

ニケーションを図ろうとす

る態度を養う。 

ペ ー パ

ー テ ス

ト 

 

振 り 返

り の 記

述 

活 動 の

観察 

［技能］動物の歯科医の仕事に

ついて，S＋V＋O＋C，過去完

了進行形，受け身などの理解を

基に，必要な情報や話し手・書

き手の意図，概要や要点を目的

に応じて捉えたり，イグ・ノー

ベル賞を受賞した研究につい

て書かれた文章の内容を読み

取る技能を身に付けている。 

話
す
こ
と 

（
や
り
取
り
） 

［知識］S＋V＋O＋C，過去

完了進行形，受け身を用いた

文の形・意味・用法を理解し

ている。 

イグ・ノーベル賞を受賞し

た研究について，必要な情

報，話し手・書き手の意図，

概要や要点を捉えたり，聞

いたり読んだりしたことを

活用しながら，興味のある

職業について，情報や自分

の考えなどを論理性に注意

して話して伝え合うやり取

りを続けている。 

英語の背景にある文化に対

する理解を深め，聞き手，

読み手，話し手，書き手に

配慮しながら，主体的，自

律的に英語を用いてコミュ

ニケーションを話して伝え

合うやり取りを続けようと

している。 

パ フ ォ

ー マ ン

ス テ ス

ト 

 

ワ ー ク

シ ー ト

の記述 

活 動 の

観察 

［技能］イグ・ノーベル賞を

受賞した研究について，S＋V

＋O＋C，過去完了進行形，受

け身などの理解を基に，必要

な情報や話し手・書き手の意

図，概要や要点を目的に応じ

て捉えたり，イグ・ノーベル

賞を受賞した研究の仕事につ

いて書かれた文章の内容を読

み取る技能を身に付けてい

る。 



指導と評価の計画 

話
す
こ
と 

（
発
表
） 

［知識］S＋V＋O＋C，過去

完了進行形，受け身を用いた

文の形・意味・用法を理解し

ている。 

 

イグ・ノーベル賞を受賞し

た研究について，必要な情

報，話し手・書き手の意図，

概要や要点を捉えたり，聞

いたり読んだりしたことを

活用しながら，興味のある

職業について，聞いたり読

んだりしたことを活用しな

がら，情報や自分の考えを

理由や根拠とともに話して

伝えている。 

英語の背景にある文化に対

する理解を深め，聞き手，読

み手，話し手，書き手に配慮

しながら，聞いたり読んだ

りしたことを活用しなが

ら，情報や自分の考えを理

由や根拠とともに話して伝

えようとしている。 

パ フ ォ

ー マ ン

ス テ ス

ト 

 

［技能］イグ・ノーベル賞を

受賞した研究について，S＋V

＋O＋C，過去完了進行形，受

け身などの理解を基に，必要

な情報や話し手・書き手の意

図，概要や要点を目的に応じ

て捉えたり，イグ・ノーベル

賞を受賞した研究について書

かれた文章の内容を読み取る

技能を身に付けている。 

書
く
こ
と 

［知識］S＋V＋O＋C，過去

完了進行形，受け身を用いた

文の形・意味・用法を理解し

ている。 

イグ・ノーベル賞を受賞し

た研究について，必要な情

報，話し手・書き手の意

図，概要や要点を捉えた

り，聞いたり読んだりした

ことを活用しながら，興味

のある職業について，聞い

たり読んだりしたことを活

用しながら，情報や自分の

考えを理由や根拠とともに

書いて伝えている。 

英語の背景にある文化に対

する理解を深め，聞き手，読

み手，話し手，書き手に配慮

しながら，聞いたり読んだ

りしたことを活用しなが

ら，情報や自分の考えを理

由や根拠とともに書いて伝

えようとしている。 

ペ ー パ

ー テ ス

ト 

 

振 り 返

り の 記

述 

活 動 の

観察 

［技能］イグ・ノーベル賞を

受賞した研究について，S＋V

＋O＋C，過去完了進行形，受

け身などの理解を基に，必要

な情報や話し手・書き手の意

図，概要や要点を目的に応じ

て捉えたり，イグ・ノーベル

賞を受賞した研究について書

かれた文章の内容を読み取る

技能を身に付けている。 

 記録に残す評価（〇） 

時間 主な学習活動 知 思 主 

１
～1

5
 

 

⚫ 単元の話題に対する興味・関心を喚起するとともに、単元の目標を確認する。 

⚫ 教科書や関連する話題を扱った教材から必要な情報を得たり、特定の部分の要点を捉えたりす

る。 

⚫ イグ・ノーベル賞を受賞した研究について聞いたり読んだりして必要な情報や要点を理解した

り、気持ちなどを理由とともに話して伝え合う。（言語活動） 

〇 〇  

1
6
 

⚫ パフォーマンステスト【話すこと[やり取り]】 

興味のある職業についての情報や自分の考え、気持ちなどを話して伝え合う。 
 ○ ○ 

活動状況を見取り、学習や指導に生かすための評価は毎時間行います。 



指導と評価の計画 

教科 外国語科 科目 英語コミュニケーションⅢ 単位数 ４ 

 Lesson 6  Where Does Halloween Come from?  

 

内容のまとまりごとの評価規準 主な 

評価 

方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に 

学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

・
読
む
こ
と 

［知識］「追加」を表すディス

コースマーカーを理解してい

る。 

日本でのハロウィーンの様子

やハロウィーンの起源と歴史

について，必要な情報，話し手・

書き手の意図，概要や要点を捉

えたり，聞いたり読んだりした

ことを活用しながら，光る生き

物について，情報や自分の考え

などを論理性に注意して聞い

たり読んだりして伝えている。 

英語の背景にある文化に対す

る理解を深め，聞き手，読み

手，話し手，書き手に配慮し

ながら，主体的，自律的に英

語を用いてコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度を養

う。 

ペーパー

テスト 

 

振り返り

の記述 

活動の観

察 

［技能］日本でのハロウィーン

の様子やハロウィーンの起源

と歴史について，「追加」を表

すディスコースマーカーの理

解を基に，必要な情報や話し

手・書き手の意図，概要や要点

を目的に応じて捉えたり，日本

でのハロウィーンの様子やハ

ロウィーンの起源と歴史につ

いて書かれた文章の内容を読

み取る技能を身に付けている。 

話
す
こ
と 

（
や
り
取
り
） 

［知識］「追加」を表すディス

コースマーカーを理解してい

る。 

日本でのハロウィーンの様子

やハロウィーンの起源と歴史

について，必要な情報，話し手・

書き手の意図，概要や要点を捉

えたり，聞いたり読んだりした

ことを活用しながら，日本での

ハロウィーンの様子やハロウ

ィーンの起源と歴史について，

情報や自分の考えなどを論理

性に注意して話して伝え合う

やり取りを続けている。 

英語の背景にある文化に対す

る理解を深め，聞き手，読み

手，話し手，書き手に配慮し

ながら，主体的，自律的に英

語を用いてコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度を養

う。 

パフォー

マンステ

スト 

 

ワークシ

ートの記

述 

活動の観

察 

［技能］日本でのハロウィー

ンの様子やハロウィーンの起

源と歴史について，関係代名

詞の非制限用法，関係代名詞

what，分詞構文などの理解を

基に，必要な情報や話し手・

書き手の意図，概要や要点を

目的に応じて捉えたり，写真

家の松本紀生さんの半生や作

品について書かれた文章の内

容を読み取る技能を身に付け

ている。 

話
す
こ
と 

（
発
表
） 

［知識］「追加」を表すディス

コースマーカーを理解してい

る。 

日本でのハロウィーンの様子

やハロウィーンの起源と歴史

について，必要な情報，話し

英語の背景にある文化に対す

る理解を深め，聞き手，読み手，

話し手，書き手に配慮しなが

パフォー

マンステ

スト 



指導と評価の計画 

［技能］日本でのハロウィー

ンの様子やハロウィーンの起

源と歴史について，「追加」を

表すディスコースマーカーな

どの理解を基に，必要な情報

や話し手・書き手の意図，概

要や要点を目的に応じて捉え

たり，日本でのハロウィーン

の様子やハロウィーンの起源

と歴史について書かれた文章

の内容を読み取る技能を身に

付けている。 

手・書き手の意図，概要や要

点を捉えたり，聞いたり読ん

だりしたことを活用しなが

ら，日本でのハロウィーンの

様子やハロウィーンの起源と

歴史について，情報や自分の

考えなどを論理性に注意して

話して伝え合うやり取りを続

けている。 

ら，主体的，自律的に英語を用

いてコミュニケーションを図

ろうとする態度を養う。 

 

書
く
こ
と 

［知識］「追加」を表すディスコー

スマーカーを用いた文の形・意

味・用法を理解している。 

日本でのハロウィーンの様子

やハロウィーンの起源と歴史

について，必要な情報，話し

手・書き手の意図，概要や要

点を捉えたり，聞いたり読ん

だりしたことを活用しなが

ら，日本でのハロウィーンの

様子やハロウィーンの起源と

歴史について，情報や自分の

考えなどを論理性に注意して

情報や自分の考えを理由や根

拠とともに書いて伝えてい

る。 

英語の背景にある文化に対す

る理解を深め，聞き手，読み手，

話し手，書き手に配慮しなが

ら，主体的，自律的に英語を用

いてコミュニケーションを図

ろうとする態度を養う 

ペーパー

テスト 

 

振り返り

の記述 

活動の観

察 

［技能］日本でのハロウィーンの

様子やハロウィーンの起源と歴史

について，「追加」を表すディスコ

ースマーカーなどの理解を基に，

必要な情報や話し手・書き手の意

図，概要や要点を目的に応じて捉

えたり，日本でのハロウィーンの

様子やハロウィーンの起源と歴史

ついて書かれた文章の内容を読み

取る技能を身に付けている。 

 記録に残す評価（〇） 

時間 主な学習活動 知 思 主 

１
～1

5
 

 

⚫ 単元の話題に対する興味・関心を喚起するとともに、単元の目標を確認する。 

⚫ 教科書や関連する話題を扱った教材から必要な情報を得たり、特定の部分の要点を捉

えたりする。 

⚫ 日本でのハロウィーンの様子やハロウィーンの起源と歴史について聞いたり読んだり

して必要な情報や要点を理解する。（言語活動） 

⚫ 日本でのハロウィーンの様子やハロウィーンの起源と歴史について、情報や考

え、気持ちなどを理由とともに話して伝え合う。（言語活動） 

〇 〇  

1
6
 

⚫ パフォーマンステスト【話すこと[やり取り]】 

日本でのハロウィーンの様子やハロウィーンの起源と歴史の情報や自分の考

え、気持ちなどを話して伝え合う。 

 ○ ○ 

活動状況を見取り、学習や指導に生かすための評価は毎時間行います。 

 

 



指導と評価の計画 

教科 外国語科 科目 英語コミュニケーションⅢ 単位数 ４ 

 Lesson 7 Will 3D Printing Technology Change the World?  

 

内容のまとまりごとの評価規準 主な 

評価 

方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に 

学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

・
読
む
こ
と 

［知識］客観的な事実と筆者

の意見の区別を理解してい

る。 

3D プリント技術の使用例や今

後の課題について，必要な情

報，話し手・書き手の意図，概

要や要点を捉えたり，聞いたり

読んだりしたことを活用しな

がら，3D プリント技術の使用

例や今後の課題について，情報

や自分の考えなどを論理性に

注意して聞いたり読んだりし

て伝えている。 

英語の背景にある文化に対す

る理解を深め，聞き手，読み

手，話し手，書き手に配慮し

ながら，主体的，自律的に英

語を用いてコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度を養

う。 

ペーパー

テスト 

 

振り返り

の記述 

活動の観

察 

［技能］3D プリント技術の使

用例や今後の課題について，客

観的な事実と筆者の意見の区

別を基に，必要な情報や話し

手・書き手の意図，概要や要点

を目的に応じて捉えたり，3D

プリント技術の使用例や今後

の課題について書かれた文章

の内容を読み取る技能を身に

付けている。 

話
す
こ
と 

（
や
り
取
り
） 

［知識］客観的な事実と筆者

の意見の区別を理解してい

る。 

3D プリント技術の使用例や今

後の課題について，必要な情

報，話し手・書き手の意図，概

要や要点を捉えたり，聞いたり

読んだりしたことを活用しな

がら，3D プリント技術の使用

例や今後の課題について，情報

や自分の考えなどを論理性に

注意して話して伝え合うやり

取りを続けている。 

英語の背景にある文化に対す

る理解を深め，聞き手，読み

手，話し手，書き手に配慮し

ながら，主体的，自律的に英

語を用いてコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度を養

う。 

パフォー

マンステ

スト 

 

ワークシ

ートの記

述 

活動の観

察 

［技能］3D プリント技術の使

用例や今後の課題について，

客観的な事実と筆者の意見の

区別の理解を基に，必要な情

報や話し手・書き手の意図，

概要や要点を目的に応じて捉

えたり，3D プリント技術の使

用例や今後の課題について書

かれた文章の内容を読み取る

技能を身に付けている。 

話
す
こ
と 

（
発
表
） 

［知識］客観的な事実と筆者

の意見の区別を理解してい

る。 

3D プリント技術の使用例や今

後の課題について，必要な情

報，話し手・書き手の意図，

英語の背景にある文化に対す

る理解を深め，聞き手，読み手，

話し手，書き手に配慮しなが

パフォー

マンステ

スト 



指導と評価の計画 

［技能］3D プリント技術の使

用例や今後の課題について，

客観的な事実と筆者の意見の

区別などの理解を基に，必要

な情報や話し手・書き手の意

図，概要や要点を目的に応じ

て捉えたり，3D プリント技術

の使用例や今後の課題につい

て書かれた文章の内容を読み

取る技能を身に付けている。 

概要や要点を捉えたり，聞い

たり読んだりしたことを活用

しながら，3D プリント技術の

使用例や今後の課題につい

て，情報や自分の考えなどを

論理性に注意して話して伝え

合うやり取りを続けている。 

ら，主体的，自律的に英語を用

いてコミュニケーションを図

ろうとする態度を養う。 

 

書
く
こ
と 

［知識］「客観的な事実と筆者の意

見の区別を用いた文の形・意味・

用法を理解している。 

3D プリント技術の使用例や今

後の課題について，必要な情

報，話し手・書き手の意図，

概要や要点を捉えたり，聞い

たり読んだりしたことを活用

しながら，3D プリント技術の

使用例や今後の課題につい

て，情報や自分の考えなどを

論理性に注意して情報や自分

の考えを理由や根拠とともに

書いて伝えている。 

英語の背景にある文化に対す

る理解を深め，聞き手，読み手，

話し手，書き手に配慮しなが

ら，主体的，自律的に英語を用

いてコミュニケーションを図

ろうとする態度を養う 

ペーパー

テスト 

 

振り返り

の記述 

活動の観

察 

［技能］3D プリント技術の使用

例や今後の課題について，客観的

な事実と筆者の意見の区別などの

理解を基に，必要な情報や話し

手・書き手の意図，概要や要点を

目的に応じて捉えたり，3D プリ

ント技術の使用例や今後の課題つ

いて書かれた文章の内容を読み取

る技能を身に付けている。 

 記録に残す評価（〇） 

時間 主な学習活動 知 思 主 

１
～1

5
 

 

⚫ 単元の話題に対する興味・関心を喚起するとともに、単元の目標を確認する。 

⚫ 教科書や関連する話題を扱った教材から必要な情報を得たり、特定の部分の要点を捉

えたりする。 

⚫ 3Dプリント技術の使用例や今後の課題について聞いたり読んだりして必要な情報や

要点を理解する。（言語活動） 

⚫ 3Dプリント技術の使用例や今後の課題について、情報や考え、気持ちなどを理由

とともに話して伝え合う。（言語活動） 

〇 〇  

1
6
 

⚫ パフォーマンステスト【話すこと[やり取り]】 

3Dプリント技術の使用例や今後の課題の情報や自分の考え、気持ちなどを話して

伝え合う。 

 ○ ○ 

活動状況を見取り、学習や指導に生かすための評価は毎時間行います。 

 



指導と評価の計画 

 

教科 外国語科 科目 論理・表現Ⅱ 単位数 ２ 

Lesson 5 “Will Our Lives Change with AI?” 

 

内容のまとまりごとの評価規準 主な 

評価 

方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に 

学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

・
読
む
こ
と 

    

話
す
こ
と 

（
や
り
取
り
） 

[知識]  

AI 技術について、情報や

自分の考え、気持ちなど

を伝えるために必要とな

る表現の意味や働きを理

解している。 

お互いによく理解できる

ように、印象深かった授業

について、多様な語句や文

を用いて、情報や自分の考

え、気持ちなどを理由とと

もに即興で詳しく伝え合

っている。 

お互いによく理解できる

ように、印象深かった授業

について、多様な語句や文

を用いて、情報や自分の考

え、気持ちなどを理由とと

もに即興で詳しく伝え合

おうとしている。 

活動の観

察 

[技能] 印象深かった授

業について、動名詞や、授

業で行われている内容を

表す表現などを用いて、

情報や自分の考え、気持

ちなどを即興で詳しく伝

え合う技能を身に付けて

いる。 

話
す
こ
と 

（
発
表
） 

[知識] 科学技術につい

て、情報や自分の考え、気

持ちを伝えるために必要

となる表現の意味や働き

を理解している。 

 読み手によく理解しても

らえるように、贈り物につ

いて、多様な語句や文を用

いて、情報や自分の考え、

気持ちを整理し、論理の構

成や展開を工夫して発表

しようとしている。 

パフォー

マンステ

スト 

 

[技能] 科学技術につい

て、動名詞や科学技術で

できることを表す表現な

どを用いて、情報や自分

の考え、気持ちを整理し、

論理の構成や展開を工夫

して詳しく書く技能を身

に付けている。 



指導と評価の計画 

書
く
こ
と 

[知識] 最新の AI 技術に

ついて情報を伝えるため

に必要となる表現の意味

や働きを理解している。 

読み手によく理解しても

らえるように、贈り物につ

いて、多様な語句や文を用

いて、情報や自分の考え、

気持ちを整理し、論理の構

成や展開を工夫して詳し

く書いている。 

読み手によく理解しても

らえるように、贈り物につ

いて、多様な語句や文を用

いて、情報や自分の考え、

気持ちを整理し、論理の構

成や展開を工夫して詳し

く書こうとしている。 

ペーパー

テスト 

 

活動の観

察 [技能] 最新の AI 技術に

ついて、情報を整理し、多

様な語句や文を用いて詳

しく話して紹介する技能

を身に付けている。 

 

 記録に残す評価（〇） 

時

間 
主な学習活動 知 思 主 

１

～

12 

 

⚫ 印象深かった授業について会話をする。 

⚫ 最新のAI技術などについての会話を聞いて理解する。 

⚫ 動名詞を使って表現する。 

⚫ 最新の AI 技術について説明する文章を書く。 

〇  〇 

後
日 

⚫ ペーパーテスト 

⚫ 日頃の取り組みに関する課題を提出する。 
○ ○ ○ 

 活動状況を見取り、学習や指導に生かすための評価は毎時間行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



指導と評価の計画 

 

教科 外国語科 科目 論理・表現Ⅱ 単位数 ２ 

Lesson 6 “Experience Madagascar’s Wildlife” 

 

内容のまとまりごとの評価規準 主な 

評価 

方法 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に 

学習に取り組む態度 

聞
く
こ
と 

・
読
む
こ
と 

    

話
す
こ
と 

（
や
り
取
り
） 

[知識]  

世界や日本で有名な場所

について紹介するために

必要となる表現の意味や

働きを理解している。 

 

 

お互いによく理解できる

ように、日本の文化につい

て、多様な語句や文を用い

て、情報や自分の考え、気

持ちなどを即興で詳しく

伝え合っている。 

お互いによく理解できる

ように、日本の文化につい

て、多様な語句や文を用い

て、情報や自分の考え、気

持ちなどを即興で詳しく

伝え合おうとしている。 

活動の観

察 

[技能] 世界や日本で有

名な場所について、比較

表現や世界や日本で有名

な場所を表す表現などを

用いて、情報や自分の考

え、気持ちなどを即興で

詳しく伝え合う技能を身

に付けている。 

話
す
こ
と 

（
発
表
） 

[知識]  

世界や日本で有名な場所

について紹介するために

必要となる表現の意味や

働きを理解している。  

聞き手によく理解しても

らえるように、日本の文化

について、情報や自分の考

え、気持ちを整理し、多様

な語句や文を用いて詳し

く発表している。 

聞き手によく理解しても

らえるように、日本の文化

について、情報や自分の考

え、気持ちを整理し、多様

な語句や文を用いて詳し

く発表しようとしている。 

パフォー

マンステ

スト 

 

[技能] 世界や日本で有

名な場所について、比較

表現や日本文化を表す表

現などを用いて、情報や

自分の考え、気持ちを整

理し、詳しく発表する技

能を身に付けている。 



指導と評価の計画 

書
く
こ
と 

[知識] 世界や日本で有

名な場所を表す表現を理

解している。 

読み手によく理解しても

らえるように世界や日本

で有名な場所について、比

較表現や日本文化を表す

表現を用いて、情報や自分

の考え、気持ちを整理し、

論理の構成や展開を工夫

して詳しく書いている。 

読み手によく理解しても

らえるように世界や日本

で有名な場所について、比

較表現や世界や日本で有

名な場所を表す表現を用

いて、論理の構成や展開を

工夫して詳しく書こうと

している。 

ペーパー

テスト 

 

活動の観

察 

[技能] 世界や日本で有

名な場所について、比較

表現や日本文化を表す表

現などを用いて、情報や

自分の考え、気持ちなど

を書ける。 

 

 記録に残す評価（〇） 

時

間 
主な学習活動 知 思 主 

13

～

24 

 

⚫ 世界や日本で有名な場所について会話をする。 

⚫ 世界や日本で有名な場所を紹介する発表をする。 

⚫ 比較表現を使って表現する。 

⚫ 紹介する日本の文化についての情報などを加えて説明する。 

〇  〇 

後
日 

⚫ ペーパーテスト 

⚫ 日頃の取り組みに関する課題を提出する。 
○ ○ ○ 

 活動状況を見取り、学習や指導に生かすための評価は毎時間行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○

2
(4)

【献立作成と食事】
・日常生活の中で食事を整えるためのポイ
ントについて、献立、調理、配膳について
の基本を知り、家族や社会の中で食生活を
豊かにすることについて理解する。

○ ○

【知識・技能】
学習プリントへの記述

【主体的に学習に取り組む
態度】
活動観察、学習プリントの
提出

【思考・判断・表現】
学習プリントへの記述、振
り返りシートへの記述

【主体的に学習に取り組む
態度】
活動観察、学習プリントの
提出

３ 単元の指導と評価の計画 ( 8 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(4)

【食事摂取基準と食品群】
・人体の栄養摂取量や食品群での食品摂取
のめやすについて理解し食事を整えること
について考える。

○ ○

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

食事・食生活についての知
識・課題について理解し、解
決する力を身に付けている。

食事・食生活の課題について解
決策を考え、表現することを身
に付けている。

食事・食生活の課題につい
て、様々な人と協力して家庭
や地域での生活の向上を図る
ために実践しようとしてい
る。

１ 単元名： 食生活をつくる

指導と評価の計画 教科名： 家庭 科目名： 家庭総合



○

4

5

【知識・技能】
学習プリントへの記述

【主体的に学習に取り組む
態度】
活動観察、学習プリントの
提出

2
(6)

【乳幼児の体の発達】
・乳幼児の体の発達についての基本を知
り、子どもの心身ともに健康な発育につい
て理解する。 ○ ○

【知識・技能】
学習プリントへの記述

【主体的に学習に取り組む
態度】
活動観察、学習プリントの
提出

3
（5)

【乳幼児の心の発達】
・乳幼児の心の発達についての基本を知
り、子どもの心身ともに健康な発育につい
て理解する。 ○ ○

【思考・判断・表現】
学習プリントへの記述、振
り返りシートへの記述

【主体的に学習に取り組む
態度】
活動観察、学習プリントの
提出

３ 単元の指導と評価の計画 (16 　 )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(5)

【子どもの発達】
・命のはじまり、命への責任など大人の立
場で理解し子どもを育てることについて考
える。

○ ○

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

乳幼児についての知識・課題
について理解し、解決する力
を身に付けている。

乳幼児の課題について解決策を
考え、表現することを身に付け
ている。

乳幼児の課題について、様々
な人と協力して家庭や地域で
の生活の向上を図るために実
践しようとしている。

１ 単元名： 次世代をはぐくむ

指導と評価の計画 教科名： 家庭 科目名： 家庭総合



○

１ 単元名： 子どもの生活

指導と評価の計画 教科名： 家庭 科目名： 保育基礎

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

子どもの養護の必要性につい
て理解し、その発達段階に応
じた適切な用語や生活援助の
ための技術を身につけている

生活習慣を題材にした絵本を選
ぶ活動などを通じ、生活習慣の
習得を促すための、保育者とし
ての具体的なかかわり方などを
考察し、工夫することができ
る。

保育施設で行われている食育
活動などに関心をもち、地域
での子どもの食生活にかかわ
る取り組みについて主体的に
情報を収集しようとしてい
る。

【知識・技能】学習プリン
トの記入
【思考・判断・表現】グ
ループ活動、ワークシート
の記入

３ 単元の指導と評価の計画 ( １８ )時間扱い
「記録に残す評価」

主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(4)

・単元の目標を確認し、学習の見通しを持つ。
【子どもの健康と生活】
・子どもの生活習慣を題材にした絵本を選び、
保育者としての具体的なかかわり方を考察す
る。

○ ○

【思考・判断・表現】グ
ループ活動、ワークシート
の記入
【主体的に学習に取り組む
態度】行動観察、学習プリ
ントの提出

2
(6)

【子どもの食事】
・子どもの栄養と食生活の特徴を知り、必
要なエネルギーと栄養素について理解す
る。
・子どもの食生活の特徴に合った料理の作
り方を理解し、基礎的な技術を身につけ
る。

○ ○

【知識・技能】学習プリン
トの記入、調理実習
【主体的に学習に取り組む
態度】行動観察、レポート
提出

3
(4)

【子どもの衣服と寝具】
・安全な衣生活について考え、適切な寝具
やおむつの使い方などを理解する。

○ ○

4
(4)

【子どもの健康と安全】
・子どもの目線を体験する活動を通して安
全性についての課題を見出し、子どもを危
険から守るための具体的な方法を考察す
る。

〇 〇

【知識・技能】学習プリン
トの記入
【思考・判断・表現】グ
ループ活動、ワークシート
の記入



○

１ 単元名： 子どもの福祉

指導と評価の計画 教科名： 家庭 科目名： 保育基礎

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・世界、日本の児童観や子ど
もの福祉の変遷の歴史が、現
代のさまざまな法律や制度に
生かされていることを理解し
ている。

・児童虐待や貧困など、具体的
な問題を通じて子どもの福祉の
必要性を考慮し、自分の考えを
まとめたり発表したりすること
ができる。

・保育施設と行政などが連携
した子育て支援について関心
を持ち、自分で情報を収集し
ようとしている。

【知識・技能】学習プリン
トの記入
【主体的に学習に取り組む
態度】行動観察、学習プリ
ントの提出

３ 単元の指導と評価の計画 ( ６ )時間扱い
「記録に残す評価」

主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(3)

・単元の目標を確認し、学習の見通しを持つ。
【保育にみる児童観】
・日本の児童観の変遷と、社会環境や法制度
のしくみについて理解する。 ○ ○

2
(3)

【児童福祉の理念と法規・制度】
・児童福祉法や子どもの福祉について課題
を発見し、その解決に向けて調べ考察す
る。 ○ ○

【思考・判断・表現】グ
ループ活動、ワークシート
の記入
【主体的に学習に取り組む
態度】行動観察、学習プリ
ントの提出



5

【単元のまとめ】
これまでの学習を踏まえて、【単元を貫く課題】に対する自
分の考えと自己評価をワークシートに記入する。

○

2

○ ○

1

・単元の目標を確認し、単元を貫く課題に対する学習前の考
えを記入する。
【子供の世界を知る】
・子供のものごとの感じ方を理解し、子供との適切な関わり
方を考える。

( ８ )時間扱い３ 単元の指導と評価の計画

次 主な学習活動 知 思

【子供の発達】
・乳幼児の心身の発達の特徴について理解する。

○

3

【子供の生活】
・子供の遊びの重要性や生活習慣の形成、健康管理、安全管
理について理解する。

○

4

【子供の権利と福祉】
・子供の権利と福祉、国や地域での支援について理解し、子
供にとって適切な保育環境とはどのようなものか考える。

思考・判断・表現

指導と評価の計画 教科名： 家庭

子供の生活と保育

２ 単元の目標と評価規準

１ 単元名：

知識・技能

乳幼児期の心身の発達と生活、親の
役割と保育、子供を取り巻く社会環
境、子育て支援について理解してい
るとともに，乳幼児と適切に関わる
ための基礎的な技能を身に付けてい
る。

子供の健やかな発達のために親や家族及び地域や社会
の果たす役割の重要性について問題を見いだして課題
を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考
察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどし
て課題を解決する力を身に付けている。



○

○

・ワークシート

・活動観察
・ワークシート
・定期テスト

・活動観察
・ワークシート
・定期テスト

・活動観察
・ワークシート
・定期テスト

( ８ )時間扱い
「記録に残す評価」

態 評価方法

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

家庭 科目名： 家庭基礎

子供の生活と保育

２ 単元の目標と評価規準

子供の健やかな発達のために親や家族及び地域や社会
の果たす役割の重要性について問題を見いだして課題
を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善し、考
察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどし
て課題を解決する力を身に付けている。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に
向けて、子供の生活と保育・福祉について、
課題の解決に主体的に取り組んだり、振り
返って改善したりして、地域社会に参画しよ
うとするとともに、自分や家庭、地域の生活
の充実向上を図るために実践しようとしてい
る。





○

【知識・技術】
定期テスト

【思考・判断・表現】
定期テスト

2
(6)

【音の編集に関する実習】
・MIDIで音楽を作成する。

・コンピュータを利用し、MIDIによる音
楽データを作成する。

・振り返りシートにより単元の学習を振
り返る。

〇

〇

○

【知識・技術】
プリントの記述の確認

【思考・判断・表現】
「MIDI（デジタル）」

【主体的に学習に取り組
む態度】
「振り返りシート」の記
述の分析

後日

・定期テスト 〇

〇

【知識・技術】
プリントの記述の確認

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(2)

・教科書やプリントを通して、音による
表現についてのまとめを行う。

〇

音声および音楽データのと特
性を理解できている。MIDI作
成や音声編集に用いるソフト
ウェアやデータの役割につい
て理解できている。

適切なデータ、ツールを選択
し、目的に合わせ表現を工夫で
きている。

データ加工における素材集
め、情報収集を積極的におこ
なうことができている。課題
の作成について、デジタル
ツールを積極的に使いなが
ら、作業をすることができて
いる。

３　単元の指導と評価の計画 (  ８  )時間扱い
「記録に残す評価」

２　単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元の指導と評価の計画 教科名： 情報 科目名： 情報の表現と管理

１　単元名： 音による表現



○

１　単元名：  静止画による表現

単元の指導と評価の計画 教科名： 情報 科目名： 情報の表現と管理

２　単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

デジタル画像の基礎と特性を
理解できている。
画像作成・編集に用いるソフ
トウェアやデータの役割につ
いて理解できている。

適切なデータ、ツールを選択
し、目的に合わせ表現を工夫で
きている。

データ加工における素材集
め、情報収集を積極的におこ
なうことができている。課題
の作成について、デジタル
ツールを積極的に使いなが
ら、作業をすることができて
いる。

【知識・技術】
プリントの記述の確認

３　単元の指導と評価の計画 (  ８  )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(2)

・教科書やプリントを通して、 静止画に
よる表現についてのまとめを行う。

〇

【知識・技術】
定期テスト

【思考・判断・表現】
定期テスト

2
(6)

【静止画による表現に関する実習】
・画像編集ソフトやプログラミング利用
し、画像を作成する手順を確認する。

・コンピュータを利用し、画像データを
作成する。

・振り返りシートにより単元の学習を振
り返る。

〇

〇

○

【知識・技術】
プリントの記述の確認

【思考・判断・表現】
「画像製作（デジタ
ル）」

【主体的に学習に取り組
む態度】
「振り返りシート」の記
述の分析

後日

・定期テスト 〇

〇



○

１　単元名： データサイエンスとデータの表現

単元の指導と評価の計画 教科名： 情報 科目名： 情報の表現と管理

２　単元の目標と評価規準

知識・技能（技術） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

データ分析の流れを理解でき
ている。
画像作成・編集に用いるソフ
トウェアやデータの役割につ
いて理解できている。

例示データや実際のデータを収
集し、データ分析の流れに沿っ
て処理目的に合わせ表現するこ
とができている。

公的データの入手方法を知
り、情報収集を積極的におこ
なうことができている。課題
の作成について、デジタル
ツールを積極的に使いなが
ら、作業をすることができて
いる。

【知識・技術】
プリントの記述の確認

３　単元の指導と評価の計画 (  ８  )時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
(2)

・教科書やプリントを通して、データサ
イエンスとデータの表現についてのまと
めを行う。

〇

【知識・技術】
定期テスト

【思考・判断・表現】
定期テスト

2
(6)

【データの表現に関する実習】
・プログラミング利用し、データ分析す
る手順を確認する。

・プログラミングを活用し、データの収
集とデータ分析をおこなう。

・振り返りシートにより単元の学習を振
り返る。

〇

〇

○

【知識・技術】
プリントの記述の確認

【思考・判断・表現】
「データ分析レポート
（デジタル）」

【主体的に学習に取り組
む態度】
「振り返りシート」の記
述の分析

後日

・定期テスト 〇

〇



○

２．題材の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

三線や沖縄音楽に関する知識を
身に付け、文化や歴史的背景と
の関わりを理解している。
【知識・器楽イ（ア）】

「工工四」の読み方を理解し、
三線の演奏に必要な運指や爪の
使い方、楽器の構え方などの基
礎的な技能を身に付け、特徴を
活かして演奏している。
【技能・器楽ウ（ア）】

三線や沖縄音楽の特徴を捉えて
三線の演奏を鑑賞し、楽器や曲
の特徴を生かした表現ができる
よう、個人で試行錯誤したり、
他者と意見を交換しながら演奏
の学習活動に取り組んでいる。

三線の音色や沖縄音楽の特徴
に興味を持ち、主体的・協働
的に三線の演奏及び鑑賞の学
習活動に取り組もうとしてい
る。

指導と評価の計画 教科名： 芸術 科目名： 演奏研究

１．題材名：
三線にチャレンジ

Ａ表現（２）器楽　Ｂ鑑賞（１）鑑賞　[共通事項]（１）

１(１)

単元の目標や進め方を確認し、学習の見通し
をもつ。

〇
【主体的に学習に取り組む態度】

３．題材の指導と評価の計画 (　10　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

　振り返りノート
三線と沖縄音楽の歴史、楽器の特徴、各部の
名称を知り、三線の演奏を鑑賞する。

○
【思考・判断・表現】

【知識・技能】

　ワークシート

　ワークシート

　活動観察

○
【主体的に学習に取り組む態度】

〇
技

【知識・技能】

　振り返りノート

　活動観察

○
【主体的に学習に取り組む態度】

　振り返りノート

左手の弦の押さえ方や右手の爪の動かし方に
ついて学習し、練習しながら工工四の読譜に
慣れる。

２(３)

楽器の扱い方、構え方、工工四の読み方につ
いて知る。

○
知

３(５)
「涙そうそう」の練習に取り組む。個人練習
をし、ペアでアドバイスをし合う。 〇

【思考・判断・表現】

４(１)

実技試験を受け、今まで学んだ知識や奏法な
どを演奏に活かすことができているか確認す
る。

〇
【主体的に学習に取り組む態度】

学習した用語、記号についての確認テストを
受ける。

○
知

【知識・技能】

○
技

【知識・技能】

　確認テスト

　実技試験

　振り返りノート



○

　発表、振返りノート
【主体的に学習に取り組む態度】

３(２)
練習の成果を発表し、他のグループの演奏を
鑑賞し、活動を振り返る。

〇
知技

〇 〇

【知識・技能】

　発表、振返りノート
【思考・判断・表現】

　振り返りノート

【思考・判断・表現】
２(10) グループの課題曲を練習する。

〇
技

〇

【知識・技能】

　振り返りノート

　活動観察

　振り返りノート
グループごとの目標を設定し、表現活動の準
備を行う。 　

【主体的に学習に取り組む態度】

１(２)

単元の目標や進め方を確認し、学習の見通し
をもつ。

〇

３．題材の指導と評価の計画 (　14　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

２．題材の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

演奏における客観性と多様性に
ついて理解を深めている。
【知識】
理解したことを生かした演奏を
するために必要な技能を身に付
けながら、他者と協働して演奏
している。【技能】

音楽の様式を踏まえ、表現意図
を明確にもったり，音楽や演奏
の価値を見いだしている。

主体的に音楽に関する専門的
な学習に取り組み、音楽作品
を尊重して演奏したり鑑賞し
ている。

１．題材名：
グループ課題②

〔指導項目〕（２）（３）（４）

指導と評価の計画 教科名： （専）音楽 科目名： 演奏研究



○

１．題材名： ロゴマークのデザイン（ビジュアルデザイン）

指導と評価の計画 教科名： (専)美術 科目名： 美術概論

２．題材の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知　デザインとは何か、デザイン
をするときに大切なことは何かを
理解し、生活を豊かにするデザイ
ンを考えている。

技　アクリル絵の具や水彩色鉛筆
を効果的に使い、創意工夫をして
表現している。

発　社会に役立つ企業を考え、
企業理念を踏まえ顧客に伝わる
ようなデザインを意識して主題
を生成し、創造的な表現の構想
を練っている。

鑑　ロゴマークの目的や単純化
した形の洗練された美しさを感
じ取り、表現の意図や工夫など
について見方や感じ方を深めて
いる。

態表　主体的にビジュアルデ
ザイン表現の創造活動に取り
組もうとしている。

態鑑　ロゴマークの洗練され
た美しさを感じ取り、作者の
デザインの意図などについて
考え、見方や感じ方を深める
鑑賞の諸活動に取り組もうと
している。

３．題材の指導と評価の計画 (　　10　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

【思考・判断・表現】

・ワークシート

1
（１）

【鑑賞】
・デザインの意味や種類について学び、制
作の見通しをもつ。 〇

知

【知識・技能】

・ワークシート

2
（２）

【発想・構想】
・会社の役割を学び、社会に役立つ企業を
考え、ロゴマークのデザインの構想を練
る。

〇
発

【思考・判断・表現】

・ワークシート
【主体的に学習に取り組む
態度】
・活動の様子

3
（６）

【制作】
・完成したアイディアをイラストボードに
下描きする。
・アクリル絵の具、水彩色鉛筆などから自
分の作品にあった画材を選択し着彩する。

〇
技

○
態表

【知識・技能】
・作品
【主体的に学習に取り組む態

度】

・活動の様子

4
（１）

【鑑賞】
・完成した作品を相互鑑賞する。意見を交
換しあい、感じたことや自分の考えをワー
クシートに記入する。

〇
鑑

○
態鑑



○

１．題材名： パッケージデザイン（ビジュアルデザイン）

指導と評価の計画 教科名： （専）美術 科目名： 美術概論

２．題材の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

知　形や色彩などの性質及びそ
れらが感情にもたらす効果など
を理解している。

技　材料や用具，表現方法の特
性などから，意図に応じて表現
方法を創意工夫して，見通しを
もって創造的に表してい
る。

発　使用するものの立場や社会
のかかわりなどから主題を生成
し、パッケージの機能と美しさ
などとの調和を総合的に考え表
現の構想を練っている。

鑑　目的や機能との調和のとれ
た洗練された美しさなどを感じ
取り、作者の心情や表現の意図
について考え、見方や感じ方を
深めている。

態表　主体的にビジュアルで
財の表現の創造活動に取り組
もうとしている。

態鑑　目的や機能との調和の
とれた洗練された美しさなど
を感じ取り、作者の意図など
について考え、見方や感じ方
を深める鑑賞の諸活動に取り
組もうとしている。

【知識・技能】

・ワークシート

３．題材の指導と評価の計画 (　　14　　)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

1
（１）

【鑑賞】
・デザイナーの作ったパッケージデザイン
を鑑賞し、制作の見通しをもつ。 〇

知

【知識・技能】
・作品
【主体的に学習に取り組む態

度】

・活動の様子

2
（２）

【発想・構想】
・自分の考えた企業の企業理念を踏まえた
オリジナルの商品を考え、魅力的なパッ
ケージデザインの構想を練る。

〇
発

【思考・判断・表現】

・ワークシート

3
（４）

【制作①】
・展開図を用いてパッケージの形や内容を
考え、方眼紙で試作をする。

〇
技

○
態表

【思考・判断・表現】

・ワークシート
【主体的に学習に取り組む
態度】
・活動の様子

4
（６）

【制作②】
・試作をもとに方眼ケント紙にデザインを
トレースする。
・アクリル絵の具で着彩し、組み立てる。

〇
技

○
態表

【知識・技能】

・作品
【主体的に学習に取り組む
態度】
・活動の様子

4
（１）

【鑑賞】
・完成した作品を相互鑑賞する。意見を交
換しあい、感じたことや自分の考えをワー
クシートに記入する。

〇
鑑

○
態鑑



○

２
（５）

〇お金の管理
・収入の種類を理解する。
・給料明細の内容を理解し、読み取る。
・求人票について知り、必要な情報を読み
取る。
・目標を確認する。
・オアシスヨを唱和する。
・振り返りを書く。

〇
〇
〇

〇
〇

〇

〇
〇

【知識・技能】
・プリントの記入内容
・授業内の発言
・定期試験
【思考・判断・表現】
・プリントの記入内容
・授業内の発表等
・定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りの記入内容
・定期試験

【知識・技能】
・プリントの記入内容
・授業内の発言
・定期試験
【思考・判断・表現】
・プリントの記入内容
・授業内の発表等
・定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りの記入内容
・定期試験

３ 単元の指導と評価の計画 (11)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（６）

〇進路に向けての意識
・自己分析をする。
・高校卒業後の進路について確認する。
・福祉サービスの利用の流れについて理解
する。
・目標を確認する。
・オアシスヨを唱和する。
・振り返りを書く。

〇
〇

〇

〇

〇

〇
〇

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

社会生活に必要な行政や金銭に
ついての知識を深めている。

進路実現に向けて自らの意思や
行動を見つめなおし、改善でき
ている。

①授業に積極的に関わり、
様々なことに関心をもつ。
②働くことへの興味を広げ、
卒業後の自分を意識できてい
る。

１ 単元名： SSE（ソーシャルスキル教育）

指導と評価の計画 教科名： 職業 科目名： 職業と生活Ⅲ



○

２
（７）

〇文書作成
・実技課題に取り組む。
・必要に応じて、余白やヘッダー、フッ
ター、フォントや文字サイズなどを調整す
る。
・目標を確認する。
・オアシスヨを唱和する。
・振り返りを書く。

〇
〇 〇

〇

〇
〇

【知識・技能】
・実技課題等

【思考・判断・表現】
・実技課題等
・定期試験

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りの記入内容

【思考・判断・表現】
・プリントの記入内容
・授業内の発表等

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りの記入内容

３ 単元の指導と評価の計画 (11)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（４）

〇作文
・今年度の目標や社会見学の感想などを指
定された形で作文する。
・感じたこと、考えたことを文章にする。
・目標を確認する。
・オアシスヨを唱和する。
・振り返りを書く。

〇

〇

〇

〇
〇

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

ドキュメントの機能を理解し、
正しく利用している。

指定された方法で感じたことや
考えたことを文章化しようとし
ている。

様々な作業や技能に対し興味
を持って関わろうとしてい
る。

１ 単元名： PC実技

指導と評価の計画 教科名： 職業 科目名： 職業と生活Ⅲ



○

２
（６）

〇健康と生活
・家に備える救急用品について知る。
・病院へ行くときの持ち物や注意点を知
る。
・自分のストレス解消法について考える。
・テキストの事例を読んで、自分に置き換
えて、対策を考える。
・目標を確認する。
・オアシスヨを唱和する。
・振り返りを書く。

〇
〇 〇

〇
〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇

【知識・技能】
・プリントの記入内容
・授業内の発言
・定期試験
【思考・判断・表現】
・プリントの記入内容
・授業内の発表等
・定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りの記入内容
・定期試験

【知識・技能】
・プリントの記入内容
・授業内の発言
・定期試験
【思考・判断・表現】
・プリントの記入内容
・授業内の発表等
・定期試験
【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りの記入内容
・定期試験

３ 単元の指導と評価の計画 (12)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（６）

〇食事
・健康につながる食事、３色の栄養素につ
いて知る。
・外食の仕方について考える。
・理想の１日の食事について考える。
・テキストの事例を読んで、自分に置き換
えて、対策を考える。
・目標を確認する。
・オアシスヨを唱和する。
・振り返りを書く。

〇

〇
〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

食と自身の健康などへの興味を
広げると共に、ストレス解消方
法や病院への行き方など卒業後
の自立に向けてのイメージが意
識できている。

卒業後の自立した生活面につい
て、健康面から自分の課題を考
え、改善する方法についても考
えることができる。

①授業に積極的に関わり、
様々なことに関心をもつ。
②社会生活に必要な、衣食住
についての知識を深めること
ができる。

１ 単元名： SSE（ソーシャルスキル教育）

指導と評価の計画 教科名： 職業 科目名： 職業と生活Ⅲ



○

１ 単元名： PC実技

指導と評価の計画 教科名： 職業 科目名： 職業と生活Ⅲ

２ 単元の目標と評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

ドキュメント、スプレッドシー
トの機能を理解し、正しく利用
している。

指定された方法で感じたことや
考えたことを文章化したり、的
確に計算式の作成や表の作成等
をしようとしている。

様々な作業や技能に対し興味
を持って関わろうとしてい
る。

【思考・判断・表現】
・プリントの記入内容
・成果物等

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りの記入内容

３ 単元の指導と評価の計画 (12)時間扱い
「記録に残す評価」

次 主な学習活動 知 思 態 評価方法

１
（４）

〇作文
・文化祭や球技大会の感想などを指定され
た形で作文する。
・感じたこと、考えたことを文章にする。
・目標を確認する。
・オアシスヨを唱和する。
・振り返りを書く。

〇

〇
〇
〇
〇

２
（８）

〇実技演習
・実技課題に取り組む。
・必要に応じて、セルを結合したり、高さ
や幅、セル内の文字のフォントやサイズな
どを調整する。
・スプレッドシート上で四則演算や表、グ
ラフの作成などを行う。
・目標を確認する。
・オアシスヨを唱和する。
・振り返りを書く。

〇
〇

〇

〇
〇

〇

〇
〇
〇

【知識・技能】
・実技課題等

【思考・判断・表現】
・実技課題等
・定期試験

【主体的に学習に取り組む
態度】
・振り返りの記入内容
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